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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
立
図
書
館
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
）

は
12
日
、
同
本
館
の
前
に
た
た
ず
む
ラ
イ
オ

ン
像
の
「
ペ
イ
シ
ェ
ン
ス
（
忍
耐
）
」
と

「
フ
ォ
ー
テ
ィ
テ
ュ
ー
ド
（
不
屈
）
」
の
清
掃
、

修
復
、
保
存
作
業
を
９
月
２
日
（
月
）
か
ら

９
週
間
行
う
と
発
表
し
た
。

同
作
業
の
費
用
25
万
ド
ル
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
命
財
団
の
助
成
金
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
民
か
ら
の
寄
付
で
賄
わ
れ
る
と
い
う
。
２

頭
の
ラ
イ
オ
ン
像
は
１
９
１
１
年
、
彫
刻
家

ピ
リ
リ
ー
リ
兄
弟
が
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
ス
タ
ジ

オ
で
製
作
。
当
初
は
「
ア
ス
タ
ー
」
と
「
ア

レ
ッ
ク
ス
」
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、
世
界
大

恐
慌
当
時
の
フ
ィ
オ
レ
ロ
・
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア

Ｎ
Ｙ
市
長
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち
を
励

ま
そ
う
と
そ
れ
ぞ
れ
「
ペ
イ
シ
ェ
ン
ス
」

「
フ
ォ
ー
テ
ィ
テ
ュ
ー
ド
」
と
改
名
し
た
。

作
業
中
、
２
体
は
カ
バ
ー
で
覆
わ
れ
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
マ
ー
ク

ス
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
館
長
は
「
ラ
イ
オ
ン
た
ち
に
は
、

し
ば
ら
く
ス
パ
で
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら

う
」
と
話
し
て
い
る
。

９
月
２
日
か
ら
９
週
間
の
修
復
作
業
が
始
ま
る
Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
正
門
前
の
ラ
イ
オ
ン
像
（
五
番
街
41
丁
目
、
写
真
・
三
浦
良
一
）

ライオン像
１０８歳で
保存修復へ
NY公立図書館で９週間作業

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
教
育
局
は

８
月
６
日
付
で
チ
ャ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル
（
特
別
認
可
校
）
を
含

む
州
内
の
公
立
学
校
の
校
長

に
、
日
本
海
（Sea

of
Japan

）

に
つ
い
て
「
東
海
」
（E

ast
Sea

）
を
併
記
す
る
よ
う
勧
告

す
る
書
簡
を
送
っ
た
。

キ
ン
バ
リ
ー
・
ヤ
ン
グ
・
ウ

ィ
ル
キ
ン
ズ
副
局
長
名
に
よ
る

書
簡
で
「
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
・
ガ

イ
ダ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
・
シ
ー
・

オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
／
イ
ー
ス

ト
・
シ
ー
」
と
題
し
、
日
本
と

韓
国
の
歴
史
的
背
景
を
教
え
る

こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

た
だ
し
強
制
力
は
な
く
教
師
が

こ
れ
を
教
え
な
く
て
も
処
罰
さ

れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

ト
ビ
ー
・
ア
ン
・
ス
タ
ビ
ス

キ
ー
州
上
院
議
員
（
民
主
党
、

16
区
選
出
）
と
エ
ド
ワ
ー
ド
・

Ｃ
・
ブ
ラ
ウ
ン
ス
タ
イ
ン
下
院

議
員
（
民
主
党
、
26
区
選
出
）

が
州
教
育
局
に
働
き
か
け
て
い

た
。
両
議
員
と
も
韓
国
系
住
民

の
多
い
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
Ｎ

Ｙ
市
ク
イ
ー
ン
ズ
の
選
挙
区
選

出
議
員
。

日
本
海
の
名
称
を
め
ぐ
っ
て

は
６
年
ほ
ど
前
か
ら
韓
国
系
団

体
な
ど
が
「
東
海
」
に
変
更
あ

る
い
は
併
記
す
る
よ
う
州
議
会

な
ど
に
働
き
か
け
て
き
た
。
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
、
ミ
シ
ガ
ン
州
な

ど
で
「
東
海
併
記
」
の
運
動
が

行
わ
れ
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
で
は

２
０
１
４
年
に
成
立
し
、
州
知

事
が
署
名
、
発
効
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
州
で
は
こ
れ
ま
で
数
度
、

議
会
上
院
を
通
過
し
た
が
下
院

を
通
過
で
き
ず
成
立
に
至
っ
て

い
な
い
。
ブ
ラ
ウ
ン
ス
タ
イ
ン

下
院
議
員
は
次
期
会
期
に
も

「
東
海
併
記
」
の
法
案
を
提
出

す
る
と
述
べ
て
い
る
。

米
国
連
邦
政
府
機
関
で
あ
る

米
国
地
名
委
員
会
（
Ｂ
Ｇ
Ｎ
）

は
日
本
海
が
唯
一
の
公
式
な
名

称
と
し
て
い
る
。
世
界
の
海
洋

名
称
を
ま
と
め
た
指
針
「
大
洋

と
海
の
境
界
」
を
刊
行
し
て
い

る
国
際
水
路
機
関
（
Ｉ
Ｈ
Ｏ
）

は
１
９
２
８
年
の
初
版
か
ら
現

行
の
１
９
５
３
年
版
ま
で
一
貫

し
て
日
本
海
と
記
載
し
て
い
る

が
、
今
年
１
月
に
日
本
と
韓
国

で
呼
称
問
題
に
つ
い
て
協
議
す

る
よ
う
勧
告
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｈ

Ｏ
総
会
は
来
年
２
０
２
０
年
に

予
定
さ
れ
て
い
る
。

日
本
海
と
東
海
を
併
記

Ｎ
Ｙ
教
育
長
が
勧
告

不
慮
の
死
を
遂
げ
た
ウ
ェ
ー

ル
ズ
公
妃
ダ
イ
ア
ナ
の
生
涯
を

描
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
来

年
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
で
上
演

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

「
ダ
イ
ア
ナ
」
は
２
０
１
７

年
３
月
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
ラ
・
ホ
ヤ
劇

場
で
初
上
演
さ
れ
、
Ｌ
Ａ
タ
イ

ム
ズ
紙
は
「
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

ダ
イ
ア
ナ
の
最
期
は
当
時
の
Ｃ

Ｎ
Ｎ
の
報
道
よ
り
も
心
情
に
訴

え
る
」
と
批
評
し
て
い
る
。

脚
本
は
09
年
ト
ニ
ー
賞
を
受

賞
し
た
「
メ
ン
フ
ィ
ス
」
と
同

じ
制
作
チ
ー
ム
、
歌
詞
は
ジ
ョ

ー
ジ
・
デ
ィ
ピ
エ
ト
ロ
、
作
曲

は
ロ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
の
ボ
ン
・

ジ
ョ
ヴ
ィ
の
キ
ー
ボ
ー
ド
奏
者

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ブ
ラ
イ
ア
ン

が
手
掛
け
る
。
監
督
は
「
エ
ス

ケ
ー
プ
・
ト
ゥ
・
マ
ル
ガ
リ
ー

タ
ヴ
ィ
ル
」
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
・
ア
シ
ュ
レ
イ
、
主
演
の
ダ

イ
ア
ナ
は
イ
ェ
ン
ナ
・
デ
・
ヴ

ァ
ー
ル
が
務
め
る
。
本
公
演
は

来
年
３
月
31
日
か
ら
、
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
ー
の
ロ
ン
グ
エ
ー
カ
ー

劇
場
で
上
演
さ
れ
る
。

ダ
イ
ア
ナ
妃

来
年
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に

◇
本
紙
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
行
の
フ
リ
ー
紙
で
Ｎ
Ｙ
地
区
で

「
日
本
経
済
新
聞
」
と
と
も
に
折
り
込
ま
れ
て
配
達
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
日
本
国
内
で
は
青
山
学
院
大
学
図
書
館
（
青
山

キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
常
備
、
東
京
大
学
本
郷
・
駒
場
両
図
書
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

来
週
号
お
休
み
し
ま
す
。

本
紙
は
月
４
回
毎
週
土
曜
日
に
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
８
月
は
土

曜
日
が
５
回
あ
る
た
め
、
31
日
号
は
９
月
７
日
号
と
の
合
併
号
と
な

り
、
来
週
号
は
お
休
み
し
ま
す
。
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
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就
職
氷
河
期
だ
っ
た
大
学
在

学
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見

つ
け
た
別
府
の
竹
細
工
職
人
の

道
。
１
年
間
無
料
で
職
業
訓
練

校
で
勉
強
で
き
る
こ
と
に
惹
か

れ
て
軽
い
気
持
ち
で
入
っ
た
世

界
で
早
く
も
17
年
。
竹
が
自
分

を
選
ん
で
く
れ
た
と
語
る
ほ
ど

に
竹
に
魅
せ
ら
れ
て
い
る
清
水

貴
之
さ
ん
は
、
朝
か
ら
晩
ま
で

毎
日
、
竹
と
向
き
合
っ
て
暮
ら

し
て
い
る
。

竹
細
工
師
の
養
成
校
を
卒
業

後
、
４
年
間
の
弟
子
入
り
生
活

を
送
り
、
基
礎
を
学
ん
だ
。
修

業
時
代
の
日
給
は
５
０
０
円
だ

っ
た
た
め
、
い
つ
も
空
腹
で
ど

の
よ
う
に
し
て
暮
ら
し
て
い
た

の
か
全
然
記
憶
に
な
い
と
い
う

が
、
「
そ
れ
で
も
竹
職
人
を
辞

め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
今
ま

で
一
度
も
な
い
」
と
笑
う
。
ど

の
よ
う
な
形
態
の
作
品
も
得
意

と
い
う
清
水
さ
ん
は
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
か
ら
竹
籠
、
さ
ら
に
は

オ
ブ
ジ
ェ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

タ
イ
プ
の
作
品
を
毎
日
静
か
に

編
ん
で
い
る
。

５
年
ほ
ど
前
、
着
物
姿
で
ア

ポ
な
し
で
パ
リ
の
お
店
に
作
品

を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
が
海
外
進

出
の
第
一
歩
。
フ
ラ
ン
ス
語
は

全
く
話
せ
な
か
っ
た
が
、
パ
リ

ジ
ェ
ン
ヌ
た
ち
が
温
か
く
受
け

入
れ
て
く
れ
た
。
少
し
ず
つ
人

脈
が
広
が
り
、
昨
年
末
か
ら
今

年
春
に
か
け
て
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル

で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
に
招
聘

さ
れ
、
ポ
ス
タ
ー
に
ま
で
起
用

さ
れ
る
ご
縁
へ
と
繋
が
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
の
出
会
い

は
２
０
１
８
年
。
別
府
市
が
企

画
し
た
伝
統
工
芸
職
人
を
海
外

に
紹
介
す
る
機
会
で
や
っ
て
来

た
。
そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
の
力
試
し
と
し
て
出
展
し
た

Ｊ
コ
ラ
ボ
（
日
本
文
化
紹
介
活

動
を
行
う
非
営
利
団
体
）
の
年

次
グ
ル
ー
プ
展
に
初
参
加
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
。
そ
の
副
賞
と

し
て
獲
得
し
た
単
独
個
展
開
催

の
た
め
に
、
こ
の
夏
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
戻
っ
て
き
た
。

竹
細
工
を
編
む
こ
と
以
外
に

や
り
た
い
こ
と
は
な
い
と
無
欲

だ
が
、
誰
に
も
勝
る
竹
へ
の
情

熱
。
ど
ん
な
に
高
価
で
も
お
金

で
買
え
る
も
の
は
お
金
を
稼
げ

ば
解
決
す
る
が
、
自
身
が
目
標

と
し
て
い
る
生
涯
最
高
の
集
中

力
を
発
揮
し
な
い
と
で
き
な
い

作
品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
、

お
金
で
は
買
え
な
い
の
で
贅
沢

な
こ
と
、
と
語
る
。

職
人
と
し
て
の
夢
は
、
海
外

の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
ペ
へ
の
出

展
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
世
界

各
地
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
編
ん
で

い
る
地
域
を
訪
れ
て
み
た
い

と
、
公
私
と
も
に
竹
中
心
の
生

活
。
今
月
末
か
ら
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
で
始
ま
る
個
展
を
前
に
、
今

日
も
竹
と
向
き
合
っ
て
い
る
。

（
須
能
玲
奈
）

■
清
水
貴
之
個
展
＝
30
日
（
金
）

〜
９
月
８
日
（
日
）
の
期
間
中
、

木
曜
か
ら
日
曜
午
後
１
時
か
ら

６
時
ま
で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｍ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
７

丁
目
３
０
０
番
地
）
で
開
催
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

は
31
日
（
土
）
午
後
４
時
か
ら

６
時
ま
で
（
書
道
家
、
田
中
太

山
の
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
）
開
催
。
ま
た
31
日
（
土
）
、

９
月
１
日
（
日
）
、
７
日
（
土
）
、

８
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
併

設
施
設
で
竹
籠
作
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
。
要
事

前
予
約
（
各
回
先
着
10
人
）
。

参
加
費
と
し
て
30
ド
ル
の
寄
付

推
奨
。
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル

jplu
sbcafe@

gm
ail.com

ま

で
。

竹細工職人

清水 貴之さん

竹
細
工
に
編
み
こ
む
海
外
へ
の
夢

■酒ソーシャル＝9/6（金）18：00〜

21：00　今年で４回目を迎える日本

酒の利き酒とクラブ自慢のおつまみを

楽しむイベント。参加蔵元：山縣本店

（山口）、千代むすび酒造（鳥取）、名

手酒造店（和歌山）、末廣酒造（福島）、

山本本家（京都）、藤井酒造（広島）、

丸石醸造（愛知）、一本義久保本店

（福井）参加費：一般＄80、会員＄70

■年金セミナー「日米年金・国籍・老後の日本帰国・マイナンバ

ー」＝9/12（木）19：00〜21：00。若い人からシニアまでの

疑問点に、海外年金相談センターの市川俊治氏が丁寧に答える。

参加費：一般＄20、日本クラブ・JCCI会員＄10

■近藤朱鳳書作展＝9/12（木）〜18（水）書道家近藤朱鳳による

４度目の展覧会。今回は「光華」をテーマに画家の中山智介、

万華鏡作家の鈴木明子、二胡奏者の李亜輝、３人のアーティス

トとのコラボレーションを行う。会場７階ギャラリー

■麻雀９月親睦大会＝9/20（金）17：00夕食、18：00ゲーム開始。

半荘４回の総合得点で優勝を競う。参加費：一般＄60、会員

＄50（お弁当込み）。優勝者には＄100の食事券を贈呈。

■女声コーラス部オープンハウス＝9/26（木）10：00〜12：30

声楽家尾島陽子先生指導のもと、さまざまなジャンルの歌を練

習しているコーラス部のオープンハウス。合唱未経験者も大歓

迎。参加無料。

■日本クラブゴルフ部委員長杯オープン親睦大会＝9/28（土）テ

ィーオフ12：57　場所：ハワース・カントリークラブ。参加資

格：日本クラブ登録会員とファミリー会員及び、日本クラブ債

保有会社の社員とそのゲスト。男女出場可。参加費：＄150

（ハワース会員＄80）グリーン/カートフィー、食事代＋1ドリ

ンク込み。申込み締め切り：9/20（金）。

■囲碁・将棋部＝毎週金曜18：30〜21：30。会場４階ゲームルー

ム。参加費：＄５。

■男声コーラス部団員募集＝毎週金曜19：00〜21：00。参加費：

＄５。金曜日の夜、一週間の疲れを歌を唄って癒しませんか？

お腹の底から声を出すのは健康にも良し。初心者大歓迎。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St.,   New York, NY 10019

Tel: 212-581-2223 info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

９月 日本クラブの行事

酒
マ
ン
も
登
場

写真・田中太山

フ
ラ
ン
ス
の
展
覧
会
で
ポ
ス
タ
ー
に
採
用
さ
れ
た
作
品

http://kkobo.com/
http://www.omen-azen.com
https://sapporobeer.com/age-gate/


昨
今
、
ど
こ

の
街
で
も
目
に

す
る
機
会
の
多

い
、
「
ス
マ
ホ

の

ス

ク

リ

ー

ン
、
修
理
し
ま

す
」
の
看
板
を

掲
げ
た
お
店
。

実
は
、
こ
う
い

っ
た
「
町
の
修

理
屋
さ
ん
」
の

中
に
は
、
メ
ー

カ
ー
か
ら
正
式

な
認
可
を
受
け

て
い
な
い
所
も
少
な
か

ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
は
余
り
知
ら
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？

か
く
言
う
私
も
、

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
デ
バ
イ
ス
等
を
、
メ

ー
カ
ー
に
直
接
修
理
を

持
ち
込
む
よ
り
も
近
い

し
修
理
費
も
安
い
か
ら

と
い
う
理
由
で
、
近
所

の
修
理
屋
に
持
ち
込
ん
だ
こ
と

が
何
回
か
あ
る
。
一
方
で
メ
ー

カ
ー
は
、
こ
う
い
っ
た
非
正
規

の
修
理
店
の
存
在
を
、
あ
ま
り

歓
迎
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
非
正
規

の
修
理
店
に
お
い
て
は
メ
ー
カ

ー
か
ら
供
給
さ
れ
る
純
正
部
品

で
は
な
く
、
他
の
ル
ー
ト
か
ら

安
価
で
仕
入
れ
た
部
品
が
使
わ

れ
て
い
る
可
能
性
が
否
定
で
き

ず
、
結
果
と
し
て
、
製
品
の
品

質
や
ユ
ー
ザ
ー
の
安
全
が
脅
か

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、
製
品
本
体
の
販

売
後
、
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
部

品
や
消
耗
品
を
販
売
す
る
ア
フ

タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売
り
上
げ

に
影
響
を
受
け
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
一
般
的
に
メ
ー
カ
ー
は
、

ユ
ー
ザ
ー
が
非
正
規
の
修
理
店

に
自
社
製
品
を
持
ち
込
み
修

理
を
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た

場
合
、
そ
の
後
の
メ
ー
カ
ー

保
証
が
受
け
ら
れ
な
く
す
る

な
ど
ユ
ー
ザ
ー
が
自
社
の
修

理
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
よ

う
促
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
よ
う
な
メ
ー
カ
ー
の
立

ち
位
置
が
覆
さ
れ
る
可
能
性

を
は
ら
ん
だ
法
律
の
立
案
が

20
以
上
の
州
で
進
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
話
を
Ｃ
Ｂ
Ｓ
テ

レ
ビ
が
報
じ
て
い
る
。
Ｆ
Ｔ

Ｃ
（
連
邦
取
引
委
員
会
）
が

現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
っ
て
い
る
「
修
理
す
る

権
利
」
（R

ight
to
R
epair

）
と
呼
ば
れ
る
法
案
は
、
ユ

ー
ザ
ー
が
第
三
者
の
修
理
店

に
製
品
を
持
ち
込
ん
で
も
メ

ー
カ
ー
保
証
に
影
響
が
出
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
さ
ら

に
メ
ー
カ
ー
は
、
非
正
規
の

修
理
店
に
も
純
正
部
品
を
供

給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
す

る
方
向
の
内
容
ら
し
い
。
こ
れ

が
法
制
化
さ
れ
る
と
メ
ー
カ
ー

の
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
多
大

な
影
響
が
出
て
く
る
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。
ユ

ー
ザ
ー
に
と
っ
て
は
朗
報

と
言
え
そ
う
な
同
法
、
メ

ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
見
直
し

等
、
頭
の
痛
い
話
と
な
り

そ
う
だ
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

www.egawanakaba.com

江川央の DIGITAL 最前線

「正しいスマホの直し方」消費者有利の法規制へ？
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ト
ラ
ン
プ
大
統
領
へ
の
支
持

率
が
一
度
も
過
半
数
に
な
っ
た

こ
と
が
な
く
常
に
37
〜
43
％
で

推
移
し
て
い
る
の
に
、
か
つ
民

主
党
の
上
位
候
補
者
の
誰
と
戦

っ
て
も
負
け
る
と
い
う
数
字
が

出
て
い
る
の
に
、
一
向
に
こ
れ

ま
で
の
路
線
を
修
正
し
た
り
差

別
発
言
を
謝
っ
た
り
し
な
い
の

は
、
単
に
「
謝
ッ
タ
ラ
死
ヌ
」

病
と
い
う
か
彼
の
性
格
と
い
う

か
、
そ
れ
が
最
低
線
の
人
気
を

支
え
る
彼
の
彼
た
る
所
以
な
の

で
し
ょ
う
。

前
回
の
大
統
領
選
前
か
ら
言

わ
れ
た
こ
と
で
す
が
、
ト
ラ
ン

プ
支
持
者
と
い
う
の
が
ア
メ
リ

カ
大
統
領
に
道
徳
性
と
か
品
位

と
か
は
ハ
ナ
か
ら
期
待
し
て
い

な
い
層
だ
と
い
う
こ
と
は
こ
の

３
年
間
で
一
層
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
「
や
は
り
人
間
的
に

ど
う
か
な
」
と
思
っ
た
人
は
す

で
に
ト
ラ
ン
プ
支
持
か
ら
離
れ

て
い
て
、
そ
れ
が
前
回
の
大
統

領
選
の
得
票
率
（
45
・
95
％
）

か
ら
現
在
の
支
持
率
に
目
減
り

し
た
分
の
人
た
ち
な
の
で
し
ょ

う
。で

は
い
ま
も
残
る
岩
盤
の
支

持
者
た
ち
は
ど
ん
な
人
た
ち
か

と
い
う
と
、
こ
れ
ま
で
３
年
間

の
様
々
な
事
案
か
ら
旗
幟
鮮
明

に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
ま
ず
は

男
性
至
上
主
義
者
た
ち
で
す
。

そ
し
て
白
人
至
上
主
義
者
。
さ

ら
に
は
キ
リ
ス
ト
教
至
上
主
義

者
。
そ
し
て
景
気
至
上
主
義
者

の
４
者
だ
と
言
っ
て
よ
ろ
し
い

か
と
思
い
ま
す
。

何
れ
に
し
て
も
判
断
の
基
準

が
あ
る
一
つ
の
こ
と
に
限
ら
れ

（
男
性
、
白
人
、
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
で
重
複
す
る
人
も
い
ま
す

が
）
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
捨

象
で
き
る
人
た
ち
。
こ
れ
が
37

〜
43
％
の
支
持
者
層
を
形
作

る
。そ

れ
で
は
来
年
の
選
挙
で
勝

て
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
普
通
は

思
い
ま
す
が
、
前
回
は
ク
リ
ン

ト
ン
が
48
・
04
％
と
得
票
数
で

は
上
回
っ
た
も
の
の
選
挙
人
獲

得
数
で
は
る
か
に
下
回
っ
た
、

と
い
う
選
挙
制
度
の
問
題
が
ト

ラ
ン
プ
に
有
利
に
働
い
た
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実

は
、
倫
理
観
の
欠
如
し
た
人
間

を
表
立
っ
て
「
支
持
す
る
」
と

は
言
い
難
い
け
れ
ど
、
し
か
し

大
型
減
税
や
景
気
浮
揚
策
な
ど

自
分
の
金
回
り
が
良
く
な
る
に

は
ト
ラ
ン
プ
の
方
が
い
い
と
す

る
「
隠
れ
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
」

が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る

の
で
す
。
前
回
選
挙
で
、
某
大

手
金
融
関
係
企
業
の
全
米
で
数

百
人
い
る
副
社
長
ク
ラ
ス
の
８

割
が
こ
の
隠
れ
ト
ラ
ン
プ
だ
と

い
う
内
部
情
報
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
な
る
ほ
ど
背
に

腹
は
替
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
裏
打
ち
す
る
の
が
ト

ラ
ン
プ
と
40
年
来
の
親
交
が
あ

る
大
富
豪
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ロ

ス
が
、
ハ
ン
プ
ト
ン
の
邸
宅
で

開
い
た
ト
ラ
ン
プ
再
選
資
金
集

め
集
会
の
チ
ケ
ッ
ト
代
で
す
。

最
低
で
も
10
万
ド
ル
と
い
う
参

加
費
を
ポ
ン
と
払
え
る
人
た
ち

が
ト
ラ
ン
プ
の
再
選
を
望
ん
で

い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
ト

ラ
ン
プ
は
こ
の
週
末
だ
け
で
１

２
０
０
万
ド
ル
の
選
挙
資
金
を

得
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
現
在
の
ト
ラ
ン
プ

が
行
な
っ
て
い
る
こ
と
は
民
主

党
の
非
白
人
女
性
議
員
を
バ
カ

に
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
入
国
も
妨

害
し
、
デ
イ
ト
ン
や
エ
ル
パ
ソ

で
乱
射
事
件
が
起
き
て
も
銃
規

制
な
ど
は
オ
ク
ビ
に
も
出
さ
な

い
マ
ッ
チ
ョ
な
と
こ
ろ
を
見

せ
、
政
権
を
去
っ
た
人
物
に
罵

詈
雑
言
を
浴
び
せ
、
「
フ
ェ
イ

ク
ニ
ュ
ー
ス
」
メ
デ
ィ
ア
へ
の

攻
撃
を
あ
お
っ
て
男
性
主
義
で

白
人
主
義
の
岩
盤
支
持
者
層
の

喝
采
を
浴
び
続
け
る
こ
と
な
の

で
す
。
少
女
人
身
売
買
売
春
の

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
エ
プ
ス
テ
ィ
ン

も
（
ト
ラ
ン
プ
の
「
マ
ー
ル
・

ア
・
ラ
ー
ゴ
」
が
売
春
の
舞
台

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
疑
惑
な

ど
が
未
解
明
の
ま
ま
）
う
ま
い

具
合
に
自
殺
し
て
く
れ
た
し
、

モ
ラ
ー
報
告
書
も
否
定
し
続
け

て
い
る
う
ち
に
弾
劾
機
運
は
薄

れ
て
い
る
し
で
、
こ
れ
で
再
選

へ
の
筋
書
き
は
完
成
し
つ
つ
あ

る
の
は
確
か
で
す
。

つ
ま
り
今
後
は
、
い
か
に

「
隠
れ
ト
ラ
ン
プ
」
の
富
裕
層

を
上
乗
せ
で
き
る
か
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
、
中
国
と

の
関
税
戦
争
、
連
邦
準
備
制
度

理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
へ
の
利
下

げ
介
入
、
ド
ル
安
誘
導
が
絡
ん

で
き
ま
す
。
男
性
主
義
、
白
人

主
義
、
宗
教
原
理
主
義
と
違
っ

て
、
景
気
至
上
主
義
者
だ
け
は

ト
ラ
ン
プ
以
上
に
人
を
切
り
捨

て
る
こ
と
に
躊
躇
が
な
い
か
ら

で
す
。

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

オ
ニ
が
笑
う
話

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
ト
ラ

ン
プ
タ
ワ
ー
前
の
五
番
街
56
丁

目
と
57
丁
目
の
間
を
前
大
統
領

の
名
前
を
取
っ
て
「
バ
ラ
ク
・

Ｈ
・
オ
バ
マ
街
」
に
改
名
し
よ

う
と
い
う
呼
び
か
け
が
行
わ

れ

、

嘆

願

署

名

サ

イ

ト

M
oveO

n.org

で
８
月
19
日
ま

で
に
約
42
万
人
が
署
名
し
た
。

も
し
実
現
す
れ
ば
ト
ラ
ン
プ
タ

ワ
ー
タ
ワ
ー
の
住
所
は
「
オ
バ

マ
街
７
２
５
番
地
」
に
な
る
。

呼
び
か
け
た
の
は
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
に
不
満
を
持
つ
エ
リ
ザ

ベ
ス
・
ロ
ー
ウ
ィ
ン
さ
ん
（
56
）

で
、
あ
る
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の

「
ト
ラ
ン
プ
を
怒
ら
せ
る
」
ジ

ョ
ー
ク
か
ら
思
い
つ
い
て
昨
年

10
月
に
嘆
願
を
開
始
し
た
。
最

近
に
な
っ
て
ネ
ッ
ト
で
拡
散
し

８
月
15
日
に
25
万
人
を
突
破
、

大
手
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
た

こ
と
か
ら
そ
の
後
数
日
で
42
万

人
に
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

通
り
名
変
更
は
Ｎ
Ｙ
市
議
会

の
決
定
が
必
要
だ
が
、
す
で
に

ロ
ー
ウ
ィ
ン
さ
ん
は
市
議
会
に

改
名
を
希
望
す
る
書
簡
を
送
っ

て
お
り
、
「
検
討
し
た
い
」
と

の
返
事
を
も
ら
っ
て
い
る
と
い

う
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
は
オ
バ

マ
前
大
統
領
に
ち
な
ん
で
名
付

け
ら
れ
た
２
つ
の
通
り
が
あ

る
。
た
だ
、
Ｎ
Ｙ
市
議
会
で
は

亡
く
な
っ
て
２
年
以
上
経
過
し

て
い
な
い
人
物
名
は
付
け
な
い

規
則
が
あ
る
た
め
、
実
現
さ
せ

る
た
め
に
は
こ
れ
を
変
え
る
必

要
が
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
の
あ
る
４

区
選
出
の
キ
ー
ス
・
パ
ワ
ー
ズ

市
議
（
民
主
党
）
は
「
オ
バ
マ

大
統
領
は
最
高
の
政
治
制
度
を

具
現
化
し
、
顕
著
な
遺
産
を
残

し
ま
し
た
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
、

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
の
家

の
隣
で
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
以
上

に
価
値
が
あ
り
ま
す
」
と
声
明

の
中
で
述
べ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
前

オ
バ
マ
街
に
？

私
は
日
々
、
多
く
の
皆
様
か

ら
永
住
権
申
請
や
永
住
権
に
関

し
て
質
問
を
受
け
ま
す
。
そ
の

う
ち
最
近
多
い
質
問
と
私
か
ら

の
返
答
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
質
問
１

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド

を
２
０
１
８
年
７
月
に
更
新
申

請
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
新
し
い

カ
ー
ド
が
届
き
ま
せ
ん
。
昨
年

９
月
に
移
民
局
で
電
子
の
指
紋

摂
取
も
し
て
、
カ
ー
ド
の
裏
に

磁
気
テ
ー
プ
を
貼
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
今
年
の
９

月
ま
で
有
効
と
あ
り
ま
す
。
10

月
に
日
本
に
行
き
た
い
の
で
す

が
、
ど
う
し
た
ら
良
い
で
す

か
？

返
答：

現
在
、
移
民
局
は
永
住

権
申
請
に
関
し
て
更
新
で
も
す

ご
く
時
間
を
か
け
て
い
ま
す
。

カ
ー
ド
更
新
申
請
か
ら
受
け
取

れ
る
ま
で
１
年
以
上
の
時
間
が

か
か
る
よ
う
で
す
。
カ
ー
ド
の

有
効
期
限
を
延
長
す
る
に
は
移

民

局

の

ウ

エ

ブ

サ

イ

ト

の

I
n
f
o
P
a
s
s

（https://m
y.uscis.gov/ap

pointm
ent

）
に
ア
ク
セ
ス
し

て
必
要
事
項
を
記
入
し
、
移
民

局
に
予
約
を
取
り
、
移
民
局
で

磁
気
テ
ー
プ
を
貼
り
直
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
く
だ
さ

い
。

■
質
問
２

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド

を
18
年
４
月
に
更
新
し
ま
し

た
。
移
民
局
か
ら
今
年
の
４
月

に
新
し
い
カ
ー
ド
を
送
付
し
た

と
い
う
テ
キ
ス
ト
・
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
Ｅ
メ
ー
ル
で
受
け
取
り
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
４
か
月
も
経

っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
受
け

取
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し

た
ら
良
い
で
す
か
？

返
答：

申
請
時
の
住
所
に
間
違

い
が
あ
っ
た
か
、
ま
た
は
届
け

ら
れ
な
い
住
所
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
移
民
局
の
ケ
ー

ス
・
ス
テ
ー
タ
ス
を
検
索
す
る

サ
イ
ト
に
行
き
、
ご
自
分
の
ケ

ー
ス
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
検
索

サ

イ

ト

は

以

下

で

す

。

（https://egov.uscis.gov/c
asestatus/landing.do

）

お
そ
ら
く
カ
ー
ド
は
送
付
し

た
が
、
本
人
が
不
在
の
た
め
カ

ー
ド
は
移
民
局
に
返
却
さ
れ
た

と
で
て
く
る
は
ず
で
す
。
そ
う

し
た
場
合
、
そ
こ
に
記
載
し
て

い
る
サ
イ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
、
確
実
に
郵
送
さ
れ
て
受
け

取
れ
る
住
所
、
お
よ
び
今
回
の

ケ
ー
ス
の
情
報
を
入
れ
て
く
だ

さ
い
。
２
、
３
か
月
後
に
カ
ー

ド
を
受
け
取
れ
る
は
ず
で
す
。

■
質
問
３

父
が
２
年
前
に
亡

く
な
り
、
母
が
一
人
日
本
に
住

ん
で
お
り
ま
す
。
母
の
様
子
を

見
る
た
め
に
日
本
に
度
々
帰
国

し
て
お
り
ま
す
。
先
日
、
ミ
ネ

ソ
タ
の
空
港
の
移
民
局
審
査
官

か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
永
住
権

を
剥
奪
す
る
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
か
？

返
答：

頻
繁
に
日
本
に
帰
国
さ

れ
、
日
本
滞
在
の
方
が
長
く
な

る
よ
う
で
し
た
ら
、R

eentry
Perm

it

を
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
申
請
で
気
を
つ
け
る

こ
と
は
、
申
請
フ
ォ
ー
ム
提
出

時
と
電
子
の
指
紋
と
顔
写
真
を

摂
取
す
る
時
に
は
ア
メ
リ
カ
に

滞
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で

R
eentry

Perm
it

を
受
け
取

れ
る
場
所
が
あ
る
の
で
し
た

ら
、
指
紋
摂
取
を
終
了
し
だ
い

ア
メ
リ
カ
を
離
れ
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

９
月
19
日
（
木
）
午
後
６
時

か
ら
８
時
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
で
、
最

近
の
移
民
法
の
状
況
お
よ
び
先

日

移

民

局

で

発

表

さ

れ

た

P
u
blic

C
harge

に
対
し
て

の
新
し
い
規
則
に
つ
い
て
セ
ミ

ナ
ー
を
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
関

連
記
事
11
面
）
。

（
か
と
う
・
け
い
こ
／
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
弁
護
士
）

更
新
し
た
カ
ー
ド
届
か
な
い

加
藤
恵
子

永
住
権
申
請
に

関
す
る
質
問

五番街

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.abps-us.org/
http://www.masako-inkyo.com/


（5）　［社　会］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）8月24日（土）

●ナチュラル・ヒーリング・アーティスツ主催「姿勢教室」＝①月曜
19:00〜20:15（自分を表現する方法）、②水曜13:00〜14:15（心の眼
を開ける体操）、③土曜11:00〜12:15（パーキンソンのためのやさし
いエクササイズ）開催地：32 Union Square East #912 受講料：
1回$25／5回パッケージ$110　熟成されたテクニックで姿勢を通し
て 体 の 不 調 や 人 生 の 悩 み の 根 源 に 迫 る 。 予 約 は Ｅ メ ー ル
infoatnha@gmail.com、詳細はウェブサイト
PostureBalanceNYC.com ●こども茶道教室＝
毎週火曜16:00〜17:00　裏千家茶の湯センター

（153 E.69th St.) 参加費：１日体験＝＄30（１人、
保護者／引率者も一緒に参加可）、５回お試し稽
古＝＄130、10回入門コース＝＄250　対象は６歳以上、教材は帛紗
セット＄28（１日体験と５回お試し稽古は教材を無料貸し出し）
服装はジーンズ以外のパンツ、膝が隠れる丈のスカート、ノースリー
ブは不可、綺麗な白い靴下を持参。問い合わせは212-988-6161、ま
たはEメールreception-desk@urasenkenewyork.org（蘆刈さん）
まで。●同志社国際中学校・高等学校「入試説明会 in ニュージャー

ジー」＝①8/31（土）13:00〜プリンストン日本語学校（Rider
Univ., Memorial Hall)、②9/1（日）10:00〜Double Tree by
Hilton Fort Lee - George Washington Bridge 参加無料　関西唯
一の「帰国生徒受け入れ専門校」同志社の伝統の中で守られてきた

「 良 心 教 育 」 を 紹 介 。 申 し 込 み は ウ ェ ブ サ イ ト
www.intnl.doshisha.ac.jp/admission/overseas/から。●NY三田会

「2019年度総会」＝9/3（火）18:00　Harvard
Club of New York City (35 W. 44th St.) 会
費：$110〜（卒業年度に応じる）毎年200人を
超える塾員が参加、幅広い年齢層で交流を広げ
る場となっている。、初めての人も歓迎。申し込

みや詳細はウェブサイトwww.nymitakai.comを参照。●ホーリー
ネーム医療センター「第11回ヘルス祭」＝①9/14＆15 7:00〜10:00
②9/28 9:00〜13:00 Holy Name Medical Center, Marian Hall (
718 Teaneck Road, Teaneck, NJ 07666) Tel: 201-833-3399 参
加無料（要登録）、対象は18歳以上のアジア系　①は血液検査、②は
スクリーニングとコンサルテーション。

www.nyseikatsu.comで詳報

今
年
で
２
年
目
を
迎
え
る
ク

ロ
ッ
シ
ン
グ
・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー

ズ
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ

の
第
８
弾
「
モ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

（M
O

L
D

IN
G

）
」
が
９
月
13

日
（
金
）
午
後
８
時
か
ら
、
Ｃ

Ｒ
Ｓ
（
４
番
街
１
２
３
番
地
２

階
）
で
開
催
さ
れ
る
。

同
コ
ン
サ
ー
ト
は
国
境
の
垣

根
を
超
え
、
新
旧
の
ロ
ー
カ

ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

音
楽
、
ダ
ン
ス
、
絵
画
、
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
公
演

を
行
う
シ
リ
ー
ズ
。

今
回
は
初
回
か
ら
の
キ
ュ
レ

ー
タ
で
あ
る
ガ
ミ
ン
（
韓
国
）

に
よ
り
精
選
さ
れ
た
人
形
師
の

小
川
リ
ア
（
日
本
）
と
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
オ

（
台
湾
）
が
出
演
す
る
。
二
人

が
表
現
す
る
「
モ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
」
は
ダ
ン
ス
、
オ
ブ
ジ
ェ
、

現
代
人
形
劇
が
融
合
し
た
創
造

的
シ
ア
タ
ー
と
し
て
仕
上
が
っ

て
い
る
。

入
場
料
は
前
売
25
ド
ル
、
当

日
30
ド
ル
。

学
生
・
シ
ニ
ア

は
20
ド
ル
、
要
Ｉ
Ｄ
。
予
約
は

電
話
２
１
２
・
６
７
７
・
８
６

２
１
、
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン

（https://bit.ly
/2V

I5iB
N

か
ら
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.crsny.org

を
参
照
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
12
日
、
不

法
移
民
対
策
の
１
つ
と
し
て
低

所
得
の
移
民
が
永
住
権
を
得
る

た
め
の
条
件
を
厳
し
く
す
る
な

ど
の
新
政
策
を
発
表
し
た
。

低
所
得
者
向
け
の
医
療
補
助

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
や
食
料
援
助
の

フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
（
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ
）

な
ど
政
府
に
よ
る
公
的
支
援
を

一
定
期
間
、
受
け
た
移
民
に
つ

い
て
は
永
住
権
や
滞
在
許
可
の

申
請
を
却
下
す
る
。
妊
婦
と
21

歳
以
下
は
適
用
外
と
な
る
。
10

月
15
日
か
ら
実
施
す
る
。

実
施
さ
れ
る
と
永
住
権
や
労

働
ビ
ザ
を
維
持
す
る
た
め
に
低

所
得
者
向
け
公
的
医
療
保
険
で

あ
る
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
適
用
を
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
い
移
民
が
多

数
出
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の

た
め
病
気
に
な
っ
て
も
医
療
機

関
に
行
か
な
い
人
が
増
加
す
る

と
見
ら
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
保
健
局
な
ど
関
係
者
が
危
機

感
を
募
ら
せ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
公
立
病

院
と
診
療
所
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｙ

Ｃ
ヘ
ル
ス
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
ズ
の

ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
カ
ッ
ツ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

は
「
感
染
症
に
か
か
っ
て
も
治

療
を
放
置
す
れ
ば
感
染
が
広
が

る
。
ま
た
医
療
に
は
予
防
が
大

切
だ
。
こ
れ
は
移
民
だ
け
で
な

く
ほ
か
の
一
般
市
民
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
」
と
語
る
。

同
市
で
は
在
留
資
格
や
支
払

い
能
力
に
関
係
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
市
民
が
診
察
・
治
療
を
受
け

ら
れ
る
公
的
医
療
保
険
制
度

「
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ケ
ア
」
を
今
年
８
月

よ
り
ブ
ロ
ン
ク
ス
で
開
始
し

た
。
低
所
得
者
、
若
者
な
ど
無

保
険
者
が
重
篤
に
な
っ
て
か
ら

病
院
に
担
ぎ
込
ま
れ
る
こ
と
に

よ
る
医
療
費
増
大
を
避
け
る
こ

と
に
な
り
、
２
０
２
１
年
ま
で

に
全
市
に
拡
大
す
る
。
メ
デ
ィ

ケ
イ
ド
と
組
み
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
に
も
加

入
し
な
い
移
民
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
新
移
民
政

策
は
合
法
移
民
で
あ
っ
て
も
低

所
得
者
は
認
め
な
い
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
市
長
室
移
民
対
策

局
の
ビ
ッ
タ
・
モ
ス
ト
フ
ィ
局

長
に
よ
れ
ば
、
移
民
に
厳
し
い

姿
勢
を
取
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
に

な
っ
て
以
降
、
市
民
権
の
な
い

住
民
の
フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
受
給

は
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

今
回
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ

る
移
民
規
制
措
置
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
「
自
由
の
女
神
像
」

に
書
か
れ
た
１
８
８
３
年
の
エ

マ
・
ラ
ザ
ラ
ス
の
詩
「
疲
弊
し
、

貧
し
い
人
々
に
自
由
の
息
吹
を

求
め
る
群
衆
を
私
に
与
え
た
ま

え
」
と
い
う
「
米
国
の
理
念
」

に
も
反
す
る
と
し
て
人
権
団
体

な
ど
が
反
発
し
て
い
る
。

一
方
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
移

民
政
策
の
立
案
な
ど
を
担
う
市

民
権
・
移
民
局
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）

の
ク
チ
ネ
リ
局
長
代
行
は
13

日
、
米
公
共
ラ
ジ
オ
（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
）

で
、
こ
の
詩
に
「
自
立
で
き
生

活
保
護
者
に
な
ら
な
い
人
々
」

と
い
う
語
句
を
補
い
た
い
と
述

べ
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
州
、
メ
ー
ン
州
、

オ
レ
ゴ
ン
州
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
は
連
名
で
16
日
、
移
民
規
制

措
置
は
違
法
性
だ
と
し
て
無
効

を
求
め
る
訴
え
を
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
連
邦
地
裁
に
起
こ
し

た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
州
な
ど
13
州

も
同
様
の
訴
訟
を
起
こ
し
て
い

る
。

移
民
に
健
保
不
適
用
の
危
機

メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
使
用
者
は
永
住
権
申
請
却
下

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙

の
取
締
役
員
で
実
業
家
の
伊
藤

穣
一
氏
は
17
日
、
児
童
買
春
の

罪
で
有
罪
判
決
と
な
り
今
月
10

日
に
拘
置
所
で
自
殺
し
た
ジ
ェ

フ
リ
ー
・
エ
プ
ス
タ
イ
ン
被
告

と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
謝
罪

す
る
声
明
を
出
し
た
。

同
氏
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
工
科
大
学
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
の
研

究
所
メ
デ
ィ
ア
・
ラ
ボ
の
公
式

サ
イ
ト
で
「
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
エ

プ
ス
タ
イ
ン
に
関
す
る
謝
罪
」

と
題
し
「
自
分
の
誤
っ
た
判
断

に
全
責
任
を
負
い
ま
す
。
被
害

者
、
メ
デ
ィ
ア
・
ラ
ボ
、
Ｍ
Ｉ

Ｔ
関
係
者
の
方
々
に
深
く
お
詫

び
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と
伝
え

て
い
る
。

エ
プ
ス
タ
イ
ン
被
告
は
２
０

１
２
年
、
自
身
の
基
金
か
ら
Ｍ

Ｉ
Ｔ
に
５
万
ド
ル
寄
付
し
、
伊

藤
氏
は
、
自
身
の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
企
業
も
投
資
を
受
け
て
い

た
事
実
を
認
め
て
い
る
。
伊
藤

氏
は
同
時
に
、
エ
プ
ス
タ
イ
ン

被
告
か
ら
受
け
た
投
資
を
返
金

し
、
被
害
者
た
ち
の
た
め
に
同

等
の
額
の
資
金
を
集
め
る
こ
と

を
約
束
し
た
。

実
業
家
の
伊
藤
穰
一
氏

エ
プ
ス
タ
イ
ン
氏
と
の
交
流
謝
罪

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
配
信

日
系
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

座
ア
ス
タ
ー
プ
レ
イ
ス

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に

世
界
各
国
で
演
奏
を
続
け
る

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ロ
ッ
ク
・

バ
ン
ド
「T

H
E

A
S

T
E

R
-

PL
A

C
E

〜
座
・
ア
ス
タ
ー
プ

レ
イ
ス
〜
」
は
こ
の
ほ
ど
、

音
楽
家
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
月
元
香
太
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
移
り
住
ん
で
10
年
か
け

て
作
り
出
し
た
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
の
表
と
裏
を
描
く
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「H

A
N

D
S

O
F

T
H

E
W

O
R

L
D

」
を
制

作
。V

im
eo

と
い
う
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
有
料
配
信
を
開
始

し
た
。

販
売
価
格
は
12
ド
ル
99
セ

ン
ト
、
１
週
間
レ
ン
タ
ル
は

４
ド
ル
99
セ
ン
ト
。
購
入
特

典
と
し
て
映
画
の
エ
ン
ド
ロ

ー
ル
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
キ

ャ
ン
す
る
と
、
同
時
発
売
の

Ｅ
Ｐ
「
ハ
ン
ズ
・
オ
ブ
・

ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」
が
無
料
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

配

信

サ

イ

ト

：
https://vim

eo.com
/onde-

m
and/theasterplace

国
連
平
和
の
鐘

高
瀬
さ
ん
講
演
へ

日
本
が
国
連
に
加
盟
す
る
２

年
前
の
１
９
５
４
年
、
国
連
に

日
本
か
ら
平
和
の
鐘
が
贈
ら
れ

た
。
毎
年
９
月
の
国
連
総
会
と

平
和
デ
ー
に
合
わ
せ
て
国
連
で

は
世
界
の
代
表
の
集
ま
る
な

か
、
国
連
事
務
総
長
が
世
界
平

和
を
祈
っ
て
国
連
本
部
前
日
本

庭
園
で
こ
の
平
和
の
鐘
を
鳴
ら

す
式
典
が
行
わ
れ
る
。

今
年
も
９
月
20
日
に
そ
の
式

典
が
あ
る
が
、
鐘
を
寄
贈
し
た

中
川
千
代
治
さ
ん
（
故
人
）
の

娘
で
一
般
社
団
法
人
「
国
連
平

和
の
鐘
を
守
る
会
」
の
代
表
、

高
瀬
聖
子
さ
ん
＝
写
真
＝
が
来

米
し
、
同
日
午
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
で
講
演
す
る
。
参
加
無

料
。
希
望
者
に
場
所
を
後
日
連

絡
す
る
。
定
員
20
人
。

申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

ykadota@
m

sn.com

（
門
田

さ
ん
）
宛
に
９
月
２
日
（
月
）

ま
で
。
講
演
は
日
本
語
。

本
紙
創
刊
以
来
15
年
間
連
載

さ
れ
た
英
語
講
座
漫
画
『
奥
さ

ま
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』
が
、

今
回
で
最
終
回
と
な
り
ま
し

た
。
長
い
間
、
ご
愛
読
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
（
編
集
部
）

◇

こ
れ
は
読
売
新
聞
の
米
国
現

地
版
「
読
売
ア
メ
リ
カ
」
紙
に

１
９
８
９
年
か
ら
８
年
間
連
載

さ
れ
た
同
タ
イ
ト
ル
の
漫
画
を

転
載
し
た
も
の
で
、
英
語
表
現

は
今
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
楽
し
く
米
国
の
生
活
習
慣

や
英
語
を
学
べ
る
よ
う
に
と
、

生
ま
れ
た
こ
の
企
画
。
島
本
真

記
子
氏
（
代
表
作
『
失
礼
し
ま

す
！
』
）
の
漫
画
の
お
蔭
で
、

ど
ん
な
時
に
ど
ん
な
表
現
を
ど

の
よ
う
に
使
え
ば
よ
い
の
か
が

よ
く
分
か
り
ま
す
。
数
々
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
は
実
話
も
多
く
、

私
自
身
の
体
験
も
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。
こ
の
連
載
は
『
奥
さ

ま
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』
（
幻

冬
舎
文
庫
、
全
五
巻
）
に
す
べ

て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
紀
伊
國

屋
書
店
Ｎ
Ｙ
店
は
じ
め
最
寄
り

の
日
系
書
店
、
日
本
全
国
の
書

店
で
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま

す
。
声
に
出
し
て
英
語
を
繰
り

返
し
読
み
、
ぜ
ひ
実
際
に
使
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
岡
田
光
世
談
）

岡
田
さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
街
角
で
の
温
か
く
ユ
ー
モ
ア

に
満
ち
た
触
れ
合
い
を
、
粋
な

英
語
を
交
え
て
描
い
た
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
エ
ッ
セ
イ
集
『
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
魔
法
』
シ
リ
ー
ズ

（
文
春
文
庫
、
全
九
巻
）
や

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
教
育
事

情
』（
岩
波
新
書
）
な
ど
の
著
者

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

岡
田
さ
ん
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

で
著
書
の
情
報
はhttps://

okadam
itsuyo.com

/book
list.htm

l

岡
田
さ
ん
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
は

okadam
itsuyo.com

漫
画
家
の
島
本
さ
ん
は
、
現

在
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
「
ぱ
い
な

っ
ぷ
り
ん
」
と
変
え
て
、
ブ
ロ

グ
の
ア
メ
ー
バ
で
『
60
代
主
婦

の

日

常

を

マ

ン

ガ

に

す

る

と
・
・
・
』
と
い
う
中
高
年
主

婦
を
主
人
公
に
し
た
日
常
家
庭

生
活
漫
画
を
好
評
連
載
中
だ
。

ブ
ロ
グ
漫
画
の
ア
ド
レ
ス
は

https://am
eblo.jp/abeka

w
a-m

aki/

奥
さ
ま
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

漫
画
の
連
載
終
了

皆
様
、
お
元
気
で
！

文
庫
で
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
！

国
境
を
超
え
た

コ
ン
サ
ー
ト
Ｃ
Ｒ
Ｓ
で

http://www.sakuraradio.com
https://ibec-usa.com/
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ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
（
本

社：

シ
カ
ゴ
、
最
高
経
営
責
任

者：

オ
ス
カ
ー
・
ム
ニ
ョ
ス
）

は
、
８
月
16
日
、
米
国
の
４
つ

の
ハ
ブ
空
港
か
ら
、
東
京
の
都

心
部
か
ら
約
15
分
と
い
う
利
便

性
の
高
い
羽
田
空
港
へ
２
０
２

０
年
３
月
か
ら
乗
り
入
れ
を
開

始
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
シ
カ
ゴ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
／
ニ
ュ
ー

ア
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と

羽
田
空
港
を
結
ぶ
直
行
便
の
運

航
を
３
月
28
日
か
ら
開
始
す
る

予
定
。
同
社
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
│
羽
田
直
行
便
を
す
で

に
毎
日
運
航
し
て
お
り
、
今
回

の
新
路
線
を
加
え
る
と
羽
田
空

港
へ
は
毎
日
５
路
線
を
運
航
す

る
こ
と
に
な
る
。
今
回
発
表
さ

れ
た
新
路
線
の
航
空
券
は
、

８
月
17
日
か
ら
販
売
が
開
始
さ

れ
た
。

な
お
、
同
社
で
は
、
２
０
２

０
年
３
月
以
降
も
、
羽
田
空
港

発
着
便
に
加
え
、
日
本
の
ハ
ブ

空
港
で
あ
る
成
田
国
際
空
港
と
、

デ
ン
バ
ー
、
グ
ア
ム
、
ホ
ノ
ル

ル
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
／
ニ
ュ
ー
ア
ー

ク
を
結
ぶ
既
存
の
直
行
便
は
運

航
を
継
続
す
る
（
成
田
│
シ
カ

ゴ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
路
線
は

羽
田
便
に
移
行
）
た
め
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か

ら
東
京
を
結
ぶ
路
線
は
倍
増
と

な
り
、「
米
国
系
航
空
会
社
の
中

で
東
京
へ
の
直
行
便
を
最
も
多

く
運
航
す
る
航
空
会
社
」
と
い

う
立
場
を
維
持
で
き
る
事
に
な

っ
た
。

成
田
便
と
合
わ
せ
、

Ｎ
Ｙ
│
東
京
路
線
は
倍
増
に

羽田空港とニューヨーク/ニューアークなど

米主要4都市を結ぶ新路線来春就航

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
の
パ
ト

リ
ッ
ク
・
ク
ウ
ェ
イ
ル
国
際
路

線
企
画
担
当
副
社
長
は
、「
こ
の

新
路
線
開
設
に
よ
り
、
米
国
か

ら
羽
田
を
経
由
し
て
ア
ジ
ア
の

65
都
市
以
上
へ
の
乗
り
継
ぎ
が

可
能
と
な
り
、
更
に
選
択
肢
が

増
え
る
こ
と
に
な
る
。
来
春
か

ら
の
運
航
開
始
に
よ
り
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
そ

の
先
に
向
け
て
、
よ
り
利
便
性

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
事
を
喜
ば
し
く
思
う
。
ま
た
、

弊
社
は
日
米
を
繋
ぐ
直
行
便
を

40
年
以
上
運
航
し
て
お
り
、
今

回
弊
社
の
路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
羽
田
空
港
で
更
に
拡
充
で
き

る
事
を
嬉
し
く
思
う
。
今
後
も

日
米
間
で
最
大
の
翼
を
広
げ
る

米
系
航
空
会
社
と
し
て
更
に
サ

ー
ビ
ス
の
拡
充
に
努
め
て
い
く
」

と
語
っ
た
。

ま
た
、
同
社
は
、
２
０
２
０

年
春
か
ら
の
東
京
／
羽
田
で
の

増
便
を
実
現
さ
せ
た
エ
レ
イ

ン
・
チ
ャ
オ
米
国
運
輸
省
長
官

と
そ
の
チ
ー
ム
、
な
ら
び
に
米

国
国
務
省
の
尽
力
に
感
謝
の
意

を
述
べ
た
。

ア
ジ
ア
各
国
へ
の

接
続
も
選
択
肢
が
豊
富
に

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
の
２

０
２
０
年
３
月
28
日
か
ら
の
ニ

ュ
ー
ア
ー
ク
発
羽
田
新
直
行
便

就
航
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク

空
港
よ
り
初
め
て
日
本
へ
毎
日

２
便
の
運
航
体
制
と
な
り
、
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

州
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
在
住

の
日
本
人
に
と
っ
て
日
本
へ
の

旅
行
が
ま
す
ま
す
便
利
に
な
る
。

併
せ
て
同
日
よ
り
、
ワ
シ
ン
ト

ン
・
ダ
レ
ス
発
羽
田
（
成
田
よ

り
移
行
）、
シ
カ
ゴ
・
オ
ヘ
ア
発

羽
田
（
成
田
よ
り
移
行
）、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
発
羽
田
（
成
田
と
の

毎
日
二
便
）
も
新
規
就
航
。

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
は
既
に

米
本
土
、
ハ
ワ
イ
、
グ
ア
ム
よ

り
日
本
の
羽
田
（
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
）、
成
田
（
ニ
ュ
ー
ア
ー

ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ダ
レ
ス
、

シ
カ
ゴ
・
オ
ヘ
ア
、
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
、
デ
ン
バ
ー
、
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、

ホ
ノ
ル
ル
、
グ
ア
ム
）
、
関
西

（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
グ
ア

ム
）
、
中
部
（
グ
ア
ム
）
、
福
岡

（
グ
ア
ム
）
へ
合
計
で
最
も
多
く

の
便
数
を
運
航
し
て
い
る
米
系

航
空
会
社
で
あ
る
が
、
２
０
２

０
年
３
月
末
か
ら
は
東
京
（
羽

田
、
成
田
）
へ
も
合
計
で
最
も

多
く
の
便
数
を
運
航
す
る
米
系

航
空
会
社
と
な
る
。

既
に
導
入
済
み
の
ニ
ュ
ー
ア

ー
ク
発
成
田
便
に
加
え
、
新
ニ

ュ
ー
ア
ー
ク
発
羽
田
便
に
は
、

現
在
導
入
途
中
の
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
・
ポ
ラ
リ
ス
（
ビ
ジ
ネ
ス
ク

ラ
ス
）、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
プ
レ

ミ
ア
ム
プ
ラ
ス
（
プ
レ
ミ
ア
ム

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
）
も
初
便

よ
り
導
入
予
定
と
な
り
、
２
０

２
０
年
年
末
ま
で
に
は
全
て
の

米
国
本
土
発
羽
田
、
成
田
、
関

西
便
に
導
入
さ
れ
る
予
定
。

日
米
間
就
航
便
数
１
位
に
加
え
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も
尽
力

昨
年
末
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航

空
の
北
米
地
区
営
業
組
織
再
編

成
に
よ
り
、
本
年
１
月
よ
り
シ

カ
ゴ
の
同
本
社
に
あ
る
ス
ペ
シ

ャ
ル
テ
ィ
営
業
本
部
傘
下
に
、

新
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
営

業
部
が
設
立
さ
れ
た
。
以
前
よ

り
人
員
減
の
中
、
営
業
部
長
に

就
任
し
た
四
辻
公
男
さ
ん
を
は

じ
め
、
西
部
・
南
部
地
区
担
当

の
赤
松
俊
之
さ
ん
、
全
米
担
当

の
ネ
ル
ソ
ン
・
サ
ム
さ
ん
、
中

西
部
・
東
部
地
区
担
当
の
濱
本

喜
孝
さ
ん
に
よ
る
４
人
体
制
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。

主
な
業
務
は
、
北
米
の
数
多

く
の
日
系
・
ア
ジ
ア
系
企
業
及

び
旅
行
会
社
と
の
契
約
交
渉
と

管
理
、
日
系
・
ア
ジ
ア
系
各
団

体
（
日
本
商
工
会
、
日
米
協
会
、

日
本
人
会
な
ど
）
と
の
ス
ポ
ン

サ
ー
シ
ッ
プ
契
約
交
渉
と
管
理
、

ホ
テ
ル
な
ど
旅
行
関
係
会
社
と

の
共
同
販
促
、
日
本
を
含
む
ア

ジ
ア
路
線
の
販
促
、
日
系
メ
デ

ィ
ア
と
の
渉
外
活
動
な
ど
、
多

岐
に
亘
る
。

四
辻
さ
ん
は
１
９
８
７
年
関

西
学
院
大
学
を
卒
業
し
日
本
の

ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
で
勤
務
。

１
９
９
５
年
に
同
社
米
国
ア
ジ

ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
営
業
部
へ

転
属
し
５
年
間
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

勤
務
。
帰
国
し
他
社
に
転
職
後
、

２
０
０
５
年
よ
り
米
国
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
航
空
に
入
社
。
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
航
空
と
の
合
併
後
も

合
わ
せ
、
通
算
20
年
以
上
現
場

で
の
営
業
経
験
を
経
て
、
２
０

１
９
年
１
月
よ
り
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
航
空
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
営
業
部
長
に
就
任
。
四
辻
さ

ん
の
現
在
の
最
大
の
目
標
は
ニ

ュ
ー
ア
ー
ク
発
羽
田
便
を
含
む

新
羽
田
４
路
線
の
成
功
。
特
に

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
力
を

注
い
で
お
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
専
用
航
空
会
社
と
な
れ
る
様
、

同
州
の
日
系
企
業
お
よ
び
各
日

系
団
体
と
の
取
引
関
係
を
強
化

し
て
い
く
方
針
を
表
明
し
た
。

四
辻
さ
ん
率
い
る
新
ア
ジ
ア
・

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
営
業
部
設
立

ユナイテッド航空

ユナイテッド・ポラリスユナイテッド・プレミアムプラス

四
辻
公
男
さ
ん
（
右
か
ら
二
人
目
）
、
赤
松
俊
之
さ
ん

（
左
端
）
、
ネ
ル
ソ
ン
・
サ
ム
さ
ん
（
左
か
ら
二
人
目
）
、

濱
本
喜
孝
さ
ん
（
右
端
）

航
空
券
、
８
月
17
日
よ
り
販
売
開
始
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ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
メ
デ
ィ

ア
関
係
の
人
の
た
め
の
Ｉ
ビ
ザ

は
、
新
聞
、
雑
誌
の
派
遣
記
者
、

編
集
者
、
テ
レ
ビ
の
レ
ポ
ー
タ

ー
、
フ
リ
ー
の
ラ
イ
タ
ー
、
演

劇
、
音
楽
の
批
評
家
、
メ
デ
ィ

ア
関
連
会
社
の
駐
在
員
に
発
給

さ
れ
ま
す
。
申
請
者
が
出
身
国

(

日
本)

の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
報
道

関
係
者
と
し
て
認
知
さ
れ
た
人

物
で
あ
る
か
ど
う
か
が
認
可
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
ビ
ザ

の
有
効
期
限
は
ス
ポ
ン
サ
ー
企

業
と
の
契
約
期
間
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
延
長
に
期
限
は
な

い
た
め
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
さ

え
確
保
し
て
お
け
ば
業
務
が
終

了
す
る
ま
で
何
年
で
も
長
期
間

の
滞
在
が
許
さ
れ
ま
す
。
Ｉ
ビ

ザ
は
、
Ｅ
ビ
ザ
や
Ｌ
ビ
ザ
と
異

な
り
、
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
る
企

業
か
ら
で
は
な
く
、
ビ
ザ
を
取

得
す
る
本
人
か
ら
の
ビ
ザ
申
請

と
な
り
ま
す
。
申
請
に
は
日
本

の
メ
デ
ィ
ア
関
連
企
業
に
よ
る

収
入
の
保
証
が
必
要
で
す
。
米

国
の
企
業
か
ら
収
入
を
得
る
こ

と
は
で
き
ず
、
本
国
の
企
業
か

ら
収
入
を
得
て
、
米
国
で
取
材

活
動
を
し
て
い
る
こ
と
が
基
本

で
す
。
Ｉ
ビ
ザ
を
持
っ
て
い
る

と
メ
デ
ィ
ア
関
係
で
あ
れ
ば
、

ど
の
企
業
の
仕
事
で
も
で
き
る

と
考
え
る
の
は
間
違
い
で
す
。

Ｉ
ビ
ザ
は
ア
メ
リ
カ
の
企
業
か

ら
収
入
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

Ｉ
ビ
ザ
保
持
者
が
、
所
得
税

法
上
、
居
住
者
・
非
居
住
者
の

ど
ち
ら
に
な
る
か
は
、
「
実
質

的
滞
在
条
件
」
を
適
用
し
た
滞

在
日
数
が
１
８
３
日
基
準
よ
り

も
多
い
か
少
な
い
か
に
よ
り
ま

す
。
居
住
外
国
人
と
判
定
さ
れ

た
Ｉ
ビ
ザ
保
持
者
は
、
フ
ォ
ー

ム
１
０
４
０
を
使
っ
て
所
得
税

の
確
定
申
告
を
行
い
ま
す
。
非

居
住
外
国
人
と
判
定
さ
れ
たI

ビ
ザ
保
持
者
は
フ
ォ
ー
ム
１
０

４
０
Ｎ
Ｒ
を
使
っ
て
確
定
申
告

を
行
い
ま
す
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

報
道
関
係
者
の
Ｉ
ビ
ザ
と
税
金 730

この１、２年、大流行してきたGlamping。Glamorous（魅
惑的な）とCampingをくっつけた言葉で、つまりは優雅なキャ
ンプ旅行です。車のトランクにテント、バーベキューセット一
式を揃えてキャンプ場を目指す人たちはたくさんいます。しか

し、実際はテントのセットアップから食事まで、相当のアウトドア派でなければ、簡単に
は楽しめません。そこで、キャンプはしたいが、テントも持ってないし、グリルで火を起
こすのも大変だという都会の人のためにできたのが、Glampingと称する贅沢なキャンプ
場です。
先日、マンハッタンの南、ガバナーズ島でのGlamping施設を見学しました。　広い敷

地に、独立した大きなテントが設置されており、中には寝ごごちが良さそうなベッドと、
ソファが見えます。シャワー付きのトイレも完備しており、夜には星空の下で食事を楽し
めるそうです。　
今、アメリカだけでなく、世界中でGlampingが話題になっています。都会での仕事、

人間関係の煩雑さから離れて、自然のなかで自分を癒したい人には、これは楽しい経験と
なるのでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　（旦 英夫／ニューヨーク州弁護士）

Glamping 優雅なキャンプ旅行

【163】

米語
Watch

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
『
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ：

日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

化
粧
品
を
対
象
に
同
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
し
て
い
る
。

住
友
不
動
産
販
売
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
（
大
石
究
社
長
）
は
、
ベ

ル
サ
ー
ル
六
本
木
グ
ラ
ン
ド
コ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
（
東

京
都
港
区
六
本
木
３-

２-

１
住

友
不
動
産
六
本
木
グ
ラ
ン
ド
タ

ワ
ー
９
階
）
で
９
月
25
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

ま
で
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
不
動
産

投
資
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す
る
。

米
国
に
は
不
動
産
投
資
や
長

期
資
産
形
成
を
推
進
す
る
種
々

の
優
遇
制
度
が
あ
る
。
加
え
て
、

日
米
間
の
法
制
・
税
制
の
違
い

や
租
税
条
約
の
活
用
な
ど
、
日

米
両
国
を
ま
た
ぐ
グ
ロ
ー
バ
ル

投
資
家
な
ら
で
は
の
幅
広
い
投

資
戦
略
の
方
法
が
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の

案
件
を
住
友
不
動
産
販
売
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
と
国
際
税
務
の
専
門

家
が
具
体
的
な
事
例
を
交
え
な

が
ら
解
説
す
る
。
別
途
、
各
種

専
門
家
お
よ
び
同
社
担
当
者
と

の
無
料
個
別
相
談
会
も
予
定
。

講
師
は
、
志
目
公
認
会
計

士
・
税
理
士
・
行
政
書
士
事
務

所
代
表
の
志
目
健
二
氏
と
住
友

不
動
産
販
売
Ｎ
Ｙ
社
長
の
大
石

究
氏
。
参
加
無
料
（
先
着
50
人

限
定
で
完
全
予
約
制
。
定
員
と

な
り
次
第
締
め
切
り
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

は
左
記
の
通
り
。

▽
住
友
不
動
産
販
売
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
（
Ｎ
Ｙ
窓
口
）
受
付
時

間
＝
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
。
土
・
日
曜
・
祝
日
を
除

く
。
電
話
２
１
２
・
５
９
６
・

０
８
０
０
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

s
re
s
s
a
@
s
u
m
ito
m
o
-

ny.com

ま
で
。

▽
住
友
不
動
産
販
売：

Ｎ
Ｙ
セ

ミ
ナ
ー
事
務
局
（
日
本
窓
口
）

受
付
時
間
＝
午
前
10
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。
土
・
日
曜
・
祝

日
を
除
く
。
電
話
・
０
３
・
３

３
４
６
・
１
０
２
７
、
ま
た
は

Ｅ

メ

ー

ル

k
ik
ak
u
-

info@
stepon.co.jp

な
お
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込

む
場
合
は
、
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
参
加
人
数
を
記
入
す

る
こ
と
。
受
け
付
け
後
、
主
催

者
か
ら
確
認
の
電
話
が
あ
る
。

住
友
不
動
産
販
売
Ｎ
Ｙ

東
京
で
セ
ミ
ナ
ー

米
運
輸
省
が
９
日
発
表
し
た

羽
田
発
着
枠
に
関
す
る
最
終
決

定
に
よ
り
、
デ
ル
タ
航
空
は
羽

田
空
港
と
シ
ア
ト
ル
、
デ
ト
ロ

イ
ト
、
ア
ト
ラ
ン
タ
、
ホ
ノ
ル

ル
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
を
結
ぶ
５
路
線
の
承
認
を
獲

得
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
２
０
２

０
年
３
月
か
ら
米
国
〜
東
京
間

の
全
運
航
便
を
成
田
空
港
か
ら

羽
田
空
港
に
移
行
す
る
。

既
存
の
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
線
に
加
え
て
羽
田

運
航
便
は
全
部
で
７
路
線
と
な

り
、
デ
ル
タ
は
羽
田
空
港
で
最

大
の
運
航
規
模
を
持
つ
米
国
航

空
会
社
と
な
る
。

同
社
の
国
際
事
業
部
門
社
長

兼
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ー
ル
ス
執
行

副
社
長
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
シ
ア
ー

氏
は
、
「
新
サ
ー
ビ
ス
は
世
界

で
最
も
重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
東
京

に
、
よ
り
競
争
力
の
あ
る
包
括

的
な
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る

と
い
う
大
き
な
変
革
を
も
た
ら

す
も
の
で
、
デ
ル
タ
航
空
の
太

平
洋
地
域
全
体
の
成
長
戦
略
の

一
部
と
な
る
」
と
話
し
て
い
る
。

デ
ル
タ
航
空

羽
田
に
集
約

大
手
ス
ポ
ー
ツ
用
品
ブ
ラ
ン

ド
の
ナ
イ
キ
は
こ
の
ほ
ど
、
毎

月
定
額
を
支
払
う
と
定
期
的
に

子
供
靴
を
送
る
と
い
う
新
サ
ー

ビ
ス
を
発
表
し
た
。

同
サ
ー
ビ
ス
「
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
・
ク
ラ
ブ
」
は
２
〜
10
歳

対
象
で
、
月
額
20
ド
ル
支
払
う

と
年
４
回
、
30
ド
ル
プ
ラ
ン
は

年
６
回
、
50
ド
ル
プ
ラ
ン
は
年

12
回
、
定
価
に
関
わ
ら
ず
好
み

や
新
作
の
土
・
日
曜
靴
が
配
達

さ
れ
る
。
同
社
に
よ
る
と
、
１

足
当
た
り
最
高
50
ド
ル
節
約
で

き
る
。
ア
デ
ィ
ダ
ス
や
近
年
人

気
が
再
来
し
て
い
る
フ
ィ
ラ
、

リ
ー
ボ
ッ
ク
な
ど
の
ラ
イ
バ
ル

社
と
の
差
別
化
を
図
る
べ
く
、

成
長
し
続
け
る
土
・
日
曜
の
足

の
サ
イ
ズ
に
合
っ
た
靴
の
買
い

替
え
で
頭
を
悩
ま
せ
る
親
を
対

象
に
し
た
市
場
戦
略
と
言
え

る
。
同
サ
ー
ビ
ス
は
同
社
の
ス

ニ
ー
カ
ー
専
門
ア
プ
リ
「
Ｓ
Ｎ

Ｋ
Ｒ
Ｓ
」
で
申
請
で
き
る
。
１

万
人
を
対
象
に
試
験
的
に
行
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
最
初
の

注
文
で
は
15
％
が
「
適
当
な
サ

イ
ズ
で
は
な
か
っ
た
」
と
報
告

し
た
が
、
２
回
目
以
降
の
サ
イ

ズ
に
関
す
る
ク
レ
ー
ム
は
ほ
ぼ

子
供
靴
定
期
購
入

ナ
イ
キ
新
サ
ー
ビ
ス

Ｎ
Ｙ

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
は
29
日

（
木
）
午
後
７
時
か
ら
、
グ
ロ

ー
バ
ル
ラ
ボ
（
８
番
街
５
４

５
番
地
14
階
）
で
第
55
回
月

次
定
例
会
を
開
催
す
る
。

今
回
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

た
め
の
Ｉ
Ｔ
投
資
の
基
礎
と

し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
視
点

で
の
Ｉ
Ｔ
ト
レ
ン
ド
、
Ｉ
Ｔ

組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話

を
聞
く
。
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
は

友
政
博
行
さ
ん
＝
写
真
＝
。

友
政
さ
ん
は
早
稲
田
大
学
理

工
学
部
卒
業
後
、
日
本
ビ
ジ
ネ

ス
シ
ス
テ
ム
ズ
に
入
社
。
２
０

１
２
年
に
米
国
西
海
岸
へ
Ｅ
Ｒ

Ｐ
部
門
立
ち
上
げ
要
員
と
し
て

来
米
。
18
年
よ
り
東
海
岸
の
ビ

ジ
ネ
ス
立
ち
上
げ
を
任
さ
れ
、

現
在
は
Ｅ
Ｒ
Ｐ
を
メ
イ
ン
に
多

業
界
に
わ
た
る
購
買
・
在
庫
・

生
産
・
会
計
の
分
野
の
シ
ス
テ

ム
導
入
を
手
掛
け
て
い
る
。
講

演
後
は
懇
親
会
も
あ
る
。

参
加
費
は
一
般
15
ド
ル
、
学

生
・
Ｇ
ラ
ボ
会
員
は
10
ド
ル

（
当
日
現
金
に
て
支
払
う
、
ワ

ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）
。
参
加
申

し

込

み

は

Ｅ

メ

ー

ル

ny
m
banokai@

gm
ail.com

ま
で
。
詳
細
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク

ペ

ー

ジ

w
w
w
.facebook.com

/ny
m
banokai/

を
参
照
。

Ｎ
Ｙ

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
29
日

Ｉ
Ｔ
組
織
の
あ
り
方

米
国
公
認
会
計
士
事
務
所
の

齊
藤
事
務
所
は
、
29
日
（
火
）

午
後
２
時
か
ら
、
同
事
務
所
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
（
西
39

丁
目
15
番
地
８
０
２
号
室
）
で

「
給
与
計
算
」
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
。

第
４
回
目
と
な
る
今
回
は
、

給
与
計
算
の
な
か
で
み
、
そ
れ

を
開
始
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
開

始
す
る
ま
で
に
準
備
す
る
も

の
、
代
表
的
な
ペ
イ
ロ
ー
ル
プ

ロ
セ
ス
会
社
な
ど
を
紹
介
し
、

米
国
ペ
イ
ロ
ー
ル
に
関
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
解
説
す
る
。

講
師
は
、
同
事
務
所
の
中
野

正
典
さ
ん
＝
写
真
＝
。
１
企
業

か
ら
２
人
ま
で
参
加
可
能
。
定

員
は
20
人
。
参
加
費
は
10
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
・
参
加
の
申
し
込

み
は
、
希
望
人
数
、
会
社
名
、

氏
名
、
部
署
・
役
職
、
住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
Ｅ
メ
ー

ルrnishioka@
saikos.com

（
西
岡
さ
ん
）
ま
で
。

給与計算セミナー
米国公認会計士齊藤事務所

29日に中野氏解説

ゼ
ロ
だ
っ
た
と
い
う
。
ウ
ォ

ル
マ
ー
ト
や
メ
ー
シ
ー
ズ
も

羽
田
運
航
規
模
で
米
系
最
大

編集部
インターン募集

編集助手

英語版翻訳（自宅可）
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担当・三浦まで
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http://www.terailaw.com
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オ
ン
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー

の
シ
ョ
ー
が
１
枚
の
値
段
で

２
枚
買
え
る
恒
例
の
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
ー
・
ウ
ィ
ー
ク
が
９

月
３
日
（
火
）
か
ら
16
日

（
月
）
ま
で
開
催
さ
れ
る
。
チ

ケ
ッ
ト
は
す
で
に
販
売
開
始

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
中
に
今
ま
で
見

逃
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
見

た
か
っ
た
公
演
の
観
劇
を
半

額
で
入
手
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
加
盟
の

シ
ョ
ー
は
ト
ッ
ツ
ィ
ー
＝
写

真
＝
、
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
、

ア
ラ
ジ
ン
、
シ
カ
ゴ
、
オ
ペ

ラ
座
の
怪
人
、
ウ
ィ
キ
ッ
ド
、

フ
ロ
ー
ズ
ン
の
ほ
か
、
リ
バ

イ
バ
ル
作
品
の
回
転
木
馬
な

ど
新
旧
24
作
品
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w
w
.ny
cgo.com

/broad
w
ay
w
eek

を
参
照
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
車
両
管

理
局
（
Ｄ
Ｍ
Ｖ
）
は
19
日
、

来
年
４
月
か
ら
発
行
さ
れ
る

車
両
ナ
ン
バ
ー
・
プ
レ
ー
ト

の
５
つ
の
デ
ザ
イ
ン
を
公
表

し
た
。

新
デ
ザ
イ
ン
は
、
２
０
１

０
年
に
発
行
さ
れ
た
マ
ス
タ

ー
ド
・
オ
レ
ン
ジ
色
の
背
景

の
代
わ
り
に
白
ま
た
は
ラ
イ

ト
・
ブ
ル
ー
で
、
４
つ
の
候

補
か
ら
選
ぶ
。
投
票
は
９
月

２
日
ま
で
に
Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
サ
イ

トnow
.ny
.gov

で
行
う
。

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
に
拠
点
を

置
く
大
手
レ
ン
タ
ル
会
社
シ

ン
タ
ス
は
こ
の
ほ
ど
、
恒
例

の
全
米
ト
イ
レ
・
コ
ン
テ
ス

ト
出
場
権
を
得
た
フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
10
か
所
の
ト
イ
レ
を

発
表
し
、
Ｎ
Ｙ
市
か
ら
は
ロ

ウ
ア
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の

新
現
代
美
術
館
と
、
ラ
ガ
ー

デ
ィ
ア
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
Ｂ

の
ト
イ
レ
が
選
ば
れ
た
。

２
０
０
７
年
に
開
館
し
た

新
現
代
美
術
館
は
、
東
京
に

建
築
事
務
所
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ａ
を

構
え
る
建
築
家
、
妹
島
和
世

氏
と
西
沢
立
衛
氏
が
建
物
の

建
築
を
手
が
け
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
が
、
洗
面
所
も

同
様
に
両
者
が
デ
ザ
イ
ン
し

て
い
る
。
洗
面
所
の
内
装
は
、

オ
レ
ン
ジ
と
タ
ー
コ
イ
ズ
色

の
背
景
に
画
素
化
し
た
桜
を

施
し
て
い
る
。
02
年
に
始
ま

っ
た
同
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
ブ

ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
の
公
衆

ト
イ
レ
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
が
、
Ｎ
Ｙ
市

内
の
ト
イ
レ
が
優
勝
し
た
こ

と
は
未
だ
な
い
。

Ｓ
Ｒ
Ｏ
（Single

R
oom

O
ccupancy

の
略
）
と
い
う
バ
ス
ル
ー

ム
や
キ
ッ
チ
ン
を
共
同
で
利
用
す
る
単
身
住
居
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
。

１
９
３
０
年
代
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
中
に
Ｓ
Ｒ
Ｏ
の
ビ
ル
が
無
数
に

あ
り
、
日
雇
い
労
働
者
や
移
民
な
ど
の
低
所
得
者
層
に
利
用
さ
れ
て

い
た
が
、
70
年
代
に
は
多
く
の
貧
し
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
が
移
り
住

み
始
め
た
。
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ー
ル
や
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
が
出

入
り
し
、
ア
ー
サ
ー
・
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
が
『
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
』

を
書
き
上
げ
た
チ
ェ
ル
シ
ー
・
ホ
テ
ル
も
そ
の
一
つ
。
自
由
を
求
め

る
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
達
が
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
を
生
み
出
し
て
き
た
特
別
な

場
所
と
な
っ
た
。

ア
ッ
パ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
72
丁
目
の
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、
木

立
が
美
し
い
通
り
沿
い
に
、
古
い
が
趣
の
あ
る
外
装
が
印
象
的
な
Ｓ

Ｒ
Ｏ
専
門
の
ビ
ル
が
あ
る
。
写
真
の
改
装
済
み
ユ
ニ
ッ
ト
（
１
３
７

０
ド
ル
）
に
は
冷
蔵
庫
、
電
子
レ
ン
ジ
と
シ
ン
ク
が
あ
り
簡
単
な
料

理
が
可
能
。
バ
ス
ル
ー
ム
は
共
同
（
週
５
日
プ
ロ
に
よ
る
清
掃
あ
り
）
。

全
１
２
５
室
、
ビ
ル
内
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
ラ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム

が
あ
る
。
住
人
は
作
家
、
ダ
ン
サ
ー
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
俳
優
志
望
、

学
生
達
と
さ
ま
ざ
ま
。
周
辺
に
は
自
然
史
博
物
館
、
リ
ン
カ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
や
ビ
ー
コ
ン
シ
ア
タ
ー
、
ま
た
駅
前
に
は
ト
レ
ー
ダ
ー
ジ
ョ

ー
ズ
や
ゼ
イ
バ
ー
ズ
な
ど
が
あ
り
、
街
の
散
策
に
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
あ
る
。

数
々
の
夢
や
芸
術
、
人
生
が
通
り
過
ぎ
て
き
た
こ
の
場
所
で
、
あ

な
た
は
一
体
ど
ん
な
物
語
を
生
み
出
す
の
か
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
９
８
３
・
７
０
０
０
、
ジ
ョ
ン
美

雪
さ
ん
。
（
写
真
提
供
・
タ
イ
チ
不
動
産
）

単
身
住
居
ス
タ
イ
ル
の
Ｓ
Ｒ
Ｏ

こ
れ
は
お
買
い
得
！

秋
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
・
ウ
ィ
ー
ク
開
催
　

新
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン

Ｎ
Ｙ
州
来
春
改
定

ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空

港
と
新
現
代
美
術

館
の
ト
イ
レ
入
選

https://interiordesigncrafted.com/
http://kiku-ny.com
https://www.suhakobi.com
http://www.nikkeius.com
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http://www.sumitomo-ny.com
http://www.startsnewyork.com
http://www.taichirealty.com
http://brooklyntime.net
http://newyork-apartment-realestate.com
https://www.redacinc.com/
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ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
高

田
恵
美
が
９
月
19
日
（
木
）
午

後
５
時
30
分
か
ら
、
バ
ー
ド
ラ

ン
ド
（
西
44
丁
目
３
１
５
番
地
）

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
。
高
田

は
昨
年
日
本
で
発
売
し
た
セ
カ

ン
ド
ア
ル
バ
ム
「W
hy

D
id

I

C
hoose

Y
ou?

」
が
好
評
を

博
し
、
今
年
９
月
に
米
国
版
を

リ
リ
ー
ス
。
今
回
は
リ
リ
ー
ス

記
念
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ラ
イ
ブ

と
な
る
。
出
演
は
高
田
の
ほ
か
、

ポ
ー
ル
・
メ
イ
ヤ
ー
ズ
（
ギ
タ

ー
）
、
ジ
ョ
ー
・
ダ
ヴ
ィ
デ
ィ

ア
ン
（
ピ
ア
ノ
）
、
植
田
典
子

（
ベ
ー
ス
）
、
ド
ゥ
エ
イ
ン
・
ク

ッ
ク
・
ブ
ロ
ー
ド
ナ
ッ
ク
ス

（
ド
ラ
ム
ス
）
と
ゲ
ス
ト
ボ
ー

カ
ル
に
マ
リ
オ
ン
・
カ
ウ
ィ
ン

グ
ス
を
迎
え
る
。

入
場
料
は
30
ド
ル
（
飲
食
ミ

ニ
マ
ム
10
ド
ル
）
。
予
約
・
詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.birdlan

djazz.com
/

e
/
e

m
i
-
t
a

k
a

d
a

-
63584403663/

を
参
照
。

高
田
恵
美

バ
ー
ド
ラ
ン
ド

９
月
19
日

三
味
線
講
習
会

獅
子
道
９
月
28
日

津
軽
三
味
線
最
大
流
派
小
山

流
、
獅
子
道
恒
例
の
津
軽
三
味

線
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
９
月
28

日
（
土
）
と
29
日
（
日
）
の
２

日
間
、
レ
ゾ
ボ
ッ
ク
ス
・
イ
ー

ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
（
東
３
丁
目
91

番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。
じ
ょ

ん
が
ら
節
六
段
の
簡
単
な
も
の

を
２
日
間
で
弾
く
内
容
。
楽
器

が
な
く
て
も
音
楽
の
経
験
が
な

く
て
も
、
ま
た
１
日
だ
け
の
参

加
も
可
能
。
28
日
（
土
）
は
午

後
２
時
〜
６
時
、
29
日
（
日
）

は
午
後
１
時
30
分
〜
６
時
30

分
。
講
師
は
新
宿
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
津
軽
三
味
線
教
室
を
主

宰
す
る
小
山
貢
山
。
参
加
費
は

１
日
60
ド
ル
、
２
日
間
１
０
０

ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

み
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

sham
i-

m
aster.com

ま
で
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttp://sham

i-
m
aster.com

を
参
照
。

前
回
書
こ
う
と
思
っ
て
少
し

様
子
見
を
し
て
い
た
政
治
の
話

題
で
す
。
ま
あ
酒
の
席
で
の
タ

ブ
ー
な
話
題
が
日
本
で
は
「
政

治
、
宗
教
、
お
金
」
と
言
わ
れ

て
い
る
な
か
、
介
護
の
事
情
と

し
て
触
れ
て
お
き
た
い
話
題
で

す
の
で
満
を
持
し
て
書
こ
う
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
参
議
院
選

挙
の
こ
と
で
す
。
さ
し
て
話
題

も
少
な
か
っ
た
選
挙
期
間
で
し

た
が
、
実
は
選
挙
が
終
わ
っ
て

か
ら
諸
派
「
れ
い
わ
新
選
組
」

と
い
う
政
治
団
体
が
ネ
ッ
ト
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
の
発
生
で
大
き
な

う
ね
り
を
持
っ
て
世
論
を
動
か

し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

た
の
で
す
。
得
票
数
は
比
例
区

で
２
２
８
万
票
、
党
首
の
山
本

太
郎
さ
ん
の
99
万
票
で
政
党
要

件
を
満
た
す
政
党
要
件
の
獲
得

票
率
２
％
を
大
き
く
上
回
る

４
％
台
を
確
保
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
党
首
で
あ
る
山
本
さ
ん

は
比
例
区
順
位
３
番
の
た
め
、

当
選
し
た
の
は
筋
萎
縮
性
側
索

硬
化
症
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
患
者
の
舩

後
靖
彦
さ
ん
と
脳
性
ま
ひ
を
患

う
木
村
英
子
さ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
あ
ま
り
の
イ
ン
パ

ク
ト
の
た
め
当
選
後
か
ら
ネ
ッ

ト
炎
上
。
一
部
の
意
見
だ
と
は

思
い
ま
す
が
「
た
っ
た
２
人
の

た
め
に
国
会
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
無
駄
な
税
金
を
使
う
な
」

「
世
の
中
は
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
を
知

ら
な
さ
す
ぎ
る
」
「
ど
れ
だ
け

フ
ル
介
護
で
体
力
が
持
つ
わ
け

が
な
い
」
「
非
道
な
同
情
集
め

の
政
治
シ
ョ
ー
だ
」
「
計
算
高

い
党
首
に
２
議
席
確
保
す
る
た

め
利
用
さ
れ
て
い
た
だ
け
だ
」

「
障
害
者
が
討
論
で
き
る
の
か
。

た
だ
の
置
き
人
形
に
し
か
な
ら

な
い
」
等
の
匿
名
な
ら
で
は
の

言
い
た
い
放
題
の
意
見
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
議
会
が
始
ま
っ
て
み

る
と
、
ハ
ー
ド
面
な
ら
ど
う
に

か
な
る
も
の
の
、
掲
示
板
に
も

書
か
れ
て
い
た
「
こ
れ
か
ら
の

６
年
の
任
期
の
業
務
中
の
通
訳

費
用
等
ど
う
す
る
の
か
」
が
現

実
に
障
害
者
総
合
支
援
法
の
壁

に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。
そ
の
結
果
、
特
例
と
し
て

「
参
議
院
の
費
用
で
担
う
」
と

な
り
ま
し
た
。
私
も
頭
の
中
が

制
度
で
ガ
チ
ガ
チ
に
な
っ
て
い

た
の
で
「
え
！

そ
ん
な
業
務

中
の
介
護
な
ん
て
使
え
る
わ
け

な
い
じ
ゃ
ん
」
と
最
初
は
思
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
よ
く
考
え

直
し
て
み
る
と
、
以
前
の
コ
ラ

ム
で
も
書
き
ま
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

や
、
国
策
で
も
あ
る
「
働
き
方

改
革
」
に
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ

な
が
る
こ
と
な
の
で
す
。
障
害

者
の
当
事
者
が
そ
の
場
（
国
会
）

に
来
て
初
め
て
、
議
員
が
い
か

に
現
場
を
見
ず
に
法
令
が
作
ら

れ
て
き
て
い
た
の
か
を
見
せ
つ

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。
同
様
に
、
私
た
ち
も
先
入

観
に
縛
ら
れ
て
、
ま
だ
現
実
の

利
用
者
に
ま
だ
ま
だ
寄
り
添
っ

て
い
な
い
の
か
も
と
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。

舩
後
さ
ん
の
出
馬
会
見
で
の

Ｐ
Ｃ
盤
に
指
し
示
す
言
葉
で
そ

れ
は
明
白
で
す
。
「
世
界
で
最

初
に
人
種
的
差
別
撤
廃
提
案
を

国
際
連
盟
委
員
会
に
お
い
て
主

張
し
た
日
本
が
な
ぜ
、
障
害
者
、

さ
ら
に
は
人
間
の
価
値
を
生
産

性
の
み
で
捉
え
、
優
生
思
想
や

障
害
者
差
別
が
色
濃
い
国
に
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
戦
後
欧
米

の
労
働
生
産
性
が
高
い
も
の
を

尊
ぶ
文
化
、
金
も
う
け
が
う
ま

い
人
を
尊
敬
す
る
風
潮
が
流
入

し
た
か
ら
だ
と
私
は
考
え
ま

す
。
生
産
性
が
高
い
も
の
を
尊

ぶ
風
潮
が
日
本
に
蔓
延
し
て
い

る
限
り
、
生
産
性
も
な
い
重
度

障
害
者
は
生
き
て
い
る
価
値
が

な
い
の
か
。
そ
こ
か
ら
犯
罪
さ

え
も
誘
発
、
広
が
る
こ
と
さ
え

大
い
に
あ
り
得
る
。
変
え
る
な

ら
今
で
し
か
な
い
」
と
し
て
い

た
。
さ
ら
に
党
首
の
山
本
さ
ん

は
こ
う
言
い
ま
す
。
「
選
挙
の

後
、
テ
レ
ビ
の
街
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
も
『
政
治
家
っ
て
激
務

で
し
ょ
？

耐
え
ら
れ
る
の
か

し
ら
』
と
い
う
声
。
今
の
国
会

が
障
害
者
が
参
加
で
き
な
い
よ

う
な
制
度
設
計
に
な
っ
て
い
る

ん
だ
っ
た
ら
、
そ
っ
ち
を
変
え

れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

と
。
凝
り
固
ま
っ
た
今
の
世
の

中
に
な
か
な
か
痛
快
な
奴
ら
が

現
れ
た
も
ん
だ
と
ち
ょ
っ
と
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
（
介
護
甲
子
園
）

理
事

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

障
害
者
２
議
席
当
選
の
衝
撃

87

http://www.nymitakai.com/
https://www.hondag.com
https://america-keitai.com/
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秋
の
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア

秋のヘルス・フェア期間：2019年9月8日ー10月6日
楽しく、健康で安全なニューヨークライフを送るために！

共催：ニューヨーク日系人会、邦人・日系人高齢者問題協議会(JAA)、邦人医療支援ネットワーク(JAMSNET)  後援：在ニューヨーク日本国総領事館

会場：ニューヨーク日系人会/JAA 49 West 45th St., 11th Floor, New York, NY 10036（色コーナーは会場がJAAではありませんのでご注意ください）

お申し込み、お問い合わせはニューヨーク日系人会 212-840-6942 / info@jaany.org （但し、指定の電話番号以外）

米国三井物産基金、ANAニューヨーク・シニア会、日系ライオンズクラブの支援でこのフライヤーを作成しました

9月 時間 タイトル 企画担当　講師/指導者（敬称略） 定員

8日 12:00-14:00 認知症予防講座～みんなで楽しく脳トレ～ 講師：坂神けいこ、髙橋芳子（キャラバンメイト）企画：高齢者問題協議会 20

（日）14:00-16:00 コミュニティーカフェ　お茶とお菓子あり 担当：坂神けいこ　企画：高齢者問題協議会

9日 10:00-12:00 シニアへの無料ヘアカット 担当：田原ミチ、小須田シゲ、津田やすこ、窪田俊次、 30

（月） 小林はるか（ヘアスタイリスト）企画：JAA

16:30-18:00 NYの医療保険ーエッセンシャルプランについて 講師：シン文恵（ナビゲーター）　企画：日米ソーシャルサービス(JASSI)

10日(火）11:00-14:00 足裏マッサージ：足もみマラソン（各20分） 担当：秋山祥子（マッサージセラピスト） 9

11日 9:00-16:30 個別相談「日米の年金、戸籍、老後の日本帰国」各30分 担当：市川俊治(海外年金支援センター） 13

（水）18:00-20:00 講演会「日米年金の自己防衛、二重国籍問題、帰国対応、海外居住者とマイナンバー」 担当：市川俊治(海外年金支援センター） 70

12日 9:00-12:00 個別相談「日米の年金、戸籍、老後の日本帰国」各30分 担当：市川俊治(海外年金支援センター） 6

（木）13:00-14:30 簡単に出来るエクササイズとアンチエイジングの栄養について 講師：ジョンソン敬子(Certified Anti-Aging Nutrition Consultant)

15:00-16:00 シニアを対象にした日本舞踊ワークッショップ～体に優しい基本動作 講師：伊藤さちよ（伊藤さちよ舞踊団主宰）

17:00-20:30 妊婦さんとパパの懇親会日米の出産事情、産後の赤ちゃんケアー等 講師：加納麻紀（小児科医）、関久美子＆新場裕美（助産師） 16

～おにぎり&お茶付き～会費$5 ＊メモ、ペン持参 企画：ニューヨークすくすく会

13日 18:00-20:00 日本人のための相続問題－日本にいる家族が亡くなったら？ 講師：大谷和彦（弁護士）

（金） 日本と米国にある財産と遺言

14日（土）9:00-12:00 個別相談室「日米での財産と遺産相続」各30分 担当：大谷和彦（弁護士） 6

15日 10:00-12:30 NY初上陸　美しいサンドアートを体験しましょう！（18歳以上を対象） 講師：金子清 企画：日本サンドペインティング協会 30

(日) 13:00-16:00 秋のハコ句会～初心者からベテランの方も一緒に楽しみましょう！ 企画：ハコ句会 20

16日 10:30-12:30 イザベラ高齢者施設/医療デイケアセンター見学（ランチ付） 引率：野田美知代　企画：高齢者問題協議会 30

（月）18:00-20:00 米語でウオッチ! アメリカを知る為の100語 講師：旦英夫（著述家・ＮＹ州弁護士）

17日 10:45-11:45 太極拳＆バランスエクササイズ 講師：高橋悦子　企画：JAA 10

（火）14:30-16:00 メディケアとは？65歳になるあなたへメディケアの基本をお話します！ 講師：片山瑞恵(Senior Program Manager)

企画：日米ソーシャルサービス（JASSI)

18日 11:30-12:30 裏千家茶道デモンストレーション 講師：真田宗知、鈴木宗律(裏千家助教授)

（水）13:30-15:00 蜂蜜の魅力とミツバチが教えてくれる健康法 講師：船橋康貴（養蜂家・作家）

19日 10:00-12:00 個別相談「米国の移民法について」各15分 担当：三木克己（弁護士） 8

（木) 12:00-14:00 大敬老会 K. Iwaki Bandと南壽(なす)あさ子シンガーの童謡をお楽しみください！ 企画：JAA社会福祉部 100

14:00-15:00 NY市内の非営利シニア自立型住宅の比較情報 講師：レオナ・チェン　＆　多治見陽子　（Isabella House) 

企画：Isabella House & 高齢者問題協議会

18:00-20:00 現在の移民法の流れと事例＆ Public Charge について 講師：加藤恵子（弁護士）

20日 10:00-11:30 親と子のリトミック 講師：井上昌子　 各

（金） 2歳未満：10:00-10:30am、2～3歳：10:45-11:30am 企画：JAAアップルキッズ 15組

13:15-15:00 JAA コーラス 指導ディレクター：田中智弥　企画：JAAコーラス部 8

13:00-17:00 個別相談「相続税、その他の税金について」各30分 担当：大島襄（公認会計士） 8

18:00-20:00 最近の税法と国際相続税について 講師：大島襄　(公認会計士) 50

21日 9:15-10:30 予防接種について知っておいてもらいたい事 講師：安田幹（小児科医）企画：アップルタイム 35

（土） 会場：NY補習校　ウエストチェスター校Port Chester Middle School  

質問申込：appletimeny@hotmail.co.jp

10:00-12:00 家庭で出来るハーブ療法：冬編（風邪インフルエンザシーズン） 講師:浅野祥子　＆　マイヤ・ロビンソン(Clinical Herbalist)'

13:00-15:00 現職看護師と話そう～体の不調や介護・認知症のこと第４弾 講師：弓削容子（在宅訪問看護師）企画：NYシルバー会 50

22日 10:00-12:00 個別相談「日本と米国が絡んだ法律問題全般について」各15分 担当：宮本憲明（弁護士） 8

（日） ★HEIAN＊華麗に加齢　秋の講座

10:00-12:00 HEIAN 秋の俳句　/ Let's create Autumn Haiku! 講師：Prof. Timm、斎藤健一、杉村真美 15

12:30-13:30 HEIAN いきいき転倒予防 １・２・３！ 講師：福永拓実（理学療法博士）

13:30-15:00 平安読書クラブ　大好きな本の討論会 講師：塩井純一、杉村真美　

15:00-16:30 アートで見つけるバランス！ 講師：高田徹(Art Therapist )  企画：HEIAN＊華麗に加齢＆CJCAT 15

16:30-18:00 コーチングで最適化バランスを実現！ 講師：杉村真美(ACC@ICF認定コーチ) 15

23日 13:00-17:00 個別相談「将来帰国を考えている方へのアドバイス」各30分 担当：羽山徹(Financial Advisor) 8

（月）18:00-20:00 将来帰国を考えている方へのアドバイス： 講師：羽山徹(Financial Advisor)

米国公的年金（ソーシャルセキュリティ）受給の説明も含む

24日 13:00-14:00 書道クラス体験 講師：書道部師範　企画：JAA 10

（火）19:00-21:00 ニューヨーク混声合唱団　公開練習 指導：コルナ紗綾、ピアノ：浅沼里香子 企画：ニューヨーク混声合唱団

25（水）18:00-20:00 祖国の歴史に学ぶ：お食事＆ドリンクあり　会費$20 講師：高崎康裕　企画：NY歴史問題研究会

26日 14:00-17:00 個別相談「遺言・事前指示の書類についての法律相談 担当：ヘレン・イリエ（弁護士）、滝川玲子（弁護士） 8

（木） Will, Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney」各30分

15:00-17:00 座談会「安心した老後を過ごす為のサバイバル方法⑬」お茶とお菓子あり 講師：スーザン大沼（弁護士）座長：野田美知代　企画：高齢者問題協議会

18:00-20:00 メディケイドでのホームケアを受けるには？と遺言・事前指示の書類～ 担当：ヘレン・イリエ（弁護士）、滝川玲子（弁護士)

Will, Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney～の大切さと基礎知識
27日 11:00-12:00 ウオームアップ＆リラクゼーションストレッチ 講師：オシオリ依子(AFAA公認 Aerobics Instructor) 20

（金） （運動できる服装、ソックス、スニーカー、タオル大＆小持参）

13:00-17:00 個別相談室「日本国籍について」各30分 担当：塩崎恵子（日本の国籍・ビザコンサルタント） 8

18:00-20:00 日本国籍を維持するか放棄するか～二重国籍等について 講師：塩崎恵子　（日本の国籍・ビザコンサルタント）

28日ＮＹ日系ライオンズクラブ企画：ライオンズ大学大人の教養講座シリーズ第3弾！～ ★日本で大人気の特別講師陣がやってくる！一日でお役立ちセミナーの全てを受講できる総合講座！

（土）10:00-11:45 金メダリストを育てたメンタルコーチがお話しします！ 講師：飯山晄朗　（メンタルコーチ）

11:50-12:20 お昼休み　　軽食・飲み物有ります！

12:30-14:15 唯一無二の空間を創造するステンドグラスのプロのお話し 講師：北條日出子（ステンドグラス作家）

15:00-16:45 土地の声を聴き、依頼主の心を映す庭作りのプロのお話し 講師：梅野星歩（庭師）

29日 13:00-14:00 障害児の帰国ー日本の状況 講師：藤原大輔（障害児通所UNICO代表） 30

（日） 企画：グループミュジキング/カオル・ロビンズ

14:00-15:30 ”お酒が苦手で甘いものも嫌い”　 講師：大石公彦医師　企画：米国医師会

日本人に多きあまりに知られていない病気～シトリン欠損症
30日（月）18:30-21:00 静坐～正しい姿勢と呼吸法～に学ぶ 講師：名倉幹（東本願寺・真宗大谷派僧侶北米開教使）

10月 ライオンズ大学：大人の教養講座シリーズ

2日 13:00-15:00 ケトジェニックダイエット～驚きのダイエット！ 講師：新谷佳子（専門アドバイザー）

（水） 美味しく食べてスリムに成る！～ 美味しい料理の試食あり

15:15-17:15 映画鑑賞：日本映画「ペコロスの母に会いに行く」

老人性痴ほう症を喜劇タッチで愛おしく切なく表現した感動の映画です！

18:00-20:00 在留邦人安全対策～虎の巻～そうだ！　相談しよう！　 企画：在ＮＹ日本国総領事館、ＮＹ日系ライオンズクラブ

意外と知らないNYPDの地域密着警察官サービスで安全対策を！

3日 12:00-14:00 名古屋のちんどん　べんてんやショー！　 企画：マークリエーション/Mar Creation Inc. 30

（木） （女性ばかりのチンドン屋さんです）お茶とお菓子をご用意します！

16:30-18:00 サムライに学ぶ日常動作 講師：岡田慎一郎（理学療法士）企画：HEIAN＊華麗に加齢 30

18:00-19:30 ライフバランス　ワークショップ：アーキタイプとは？ 講師：ブロディー愛子

アーキタイプで分かる貴方の人生パターン （CMED Certified Archetypal Consuktant/ICF Certified Life Coach)

5日 10:00-12:00 サムライに学ぶ日常動作　　 講師：岡田慎一郎（理学療法士）企画：HEIAN＊華麗に加齢 30

(土） 会場：Harrison Public Library-Learning Center, 2 Bruce Ave., 

Harrison, NY 10528, 予約：sakuranursery@gmail.com 野崎

12:30-14:30 「ニューヨーク及び近郊に在住の日本人・日系人の 講師：小泉きよ香　企画：高齢者問題協議会

高齢化に関する調査2018」結果から見える事

15:00-17:00 JAAで盆踊り　～楽しく踊って健康的に～ 講師：望月啓佑（盆踊りインストラクター）

6日 11:00-12:00 老人性うつ病ってどんな病気？ 講師：大河内けい（精神科医）、斎藤恵真（精神科医）

（日） ライオンズ大学：大人の教養講座シリーズ

13:00-15:00 葬儀とお墓、日米の違いをすべて教えます！（個別相談あり） 講師：仙田智一（真言宗豊山派　宝性寺越谷別院住職）＆　

森岡妙子（ハルステテッド葬儀社）　

15:15-17:00 大切なペットの葬式とお墓を考えよう！ 講師：森本真理（獣医師）
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材料（二人分）

ロブスター.....................................１尾

海老......................................................４尾

貝柱......................................................４つ

ムール貝..........................................６個

コメ..........................................２カップ

玉葱、人参、セロリ、トマト

....各々大さじ２（みじん切り）

白ワイン...............................大さじ４

サフラン..........................................少々

塩、こしょう、オリーブオイル

..................................................................適量

水 ..........................................２００ｃｃ

飾り　　　　コリアンダー

La seafood Paella

ロ
ブ
ス
タ
ー
・
シ
ー
フ
ー
ド
・
パ
エ
リ
ア

https://www.iace-usa.com
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い
よ
い
よ
９
月
１
日
か
ら
始

ま
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
博
物
館

会
議
）
京
都
大
会
ま
で
あ
と
わ

ず
か
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
同

大
会
に
は
す
で
に
１
１
５
の
国

と
地
域
か
ら
３
０
０
０
人
を
超

え
る
参
加
登
録
が
な
さ
れ
て
お

り
、
目
標
を
上
回
る
多
く
の
参

加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
う
し
た
国
際
会
議

や
大
会
で
は
よ
く
「
国
と
地
域
」

と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
が
、

「
地
域
」
と
何
で
し
ょ
う
か
？

英

語

で

は

「cou
n

try

／

region

」
と
い
う
場
合
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
日
本
政

府
（
外
務
省
）
は
「
地
域
」
を

area

と
も
表
記
し
て
い
ま
す
。

語
感
的
に
はarea

が
大
ま
か
で

抽
象
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

region

は
地
理
的
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
持
つ
よ
う
で
す
。
外
務
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
地
域
」

と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
北
朝
鮮
、

台
湾
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
香
港
、

マ
カ
オ
で
す
の
で
イ
メ
ー
ジ
が

つ
か
め
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

要
は
国
交
が
あ
る
か
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
一
般
的
に

「
国
家
（country

/ state

）
」

が
成
立
す
る
た
め
の
３
要
素
と

し
て
「
領
域
（dom

ain
/ ter-

ritory

）
、
「
国
民
（nation

/
people

）
」
「
主
権
（sover-

eignty

）
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら

が
な
い
国
は
国
家
と
し
て
国
際

的
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
３
要
素
を
満
た
し
て
い
て

世
界
的
か
ら
見
れ
ば
「
国
」
で

あ
る
の
に
、
そ
の
国
が
「
国
」

と
承
認
し
て
い
な
い
「
非
公
認

の
国
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
が
「
地
域
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
政
府
（
外
務
省
）
は
国

家
と
し
て
承
認
し
て
な
い
も
の

の
、
何
ら
か
の
外
交
関
係
を
有

し
て
い
る
独
立
国
を
独
立
国
の

政
府
が
実
効
支
配
し
て
い
る
地

域
の
名
称
で
呼
ん
で
お
り
、
そ

れ
が
北
朝
鮮
、
台
湾
、
パ
レ
ス

チ
ナ
で
す
。
北
朝
鮮
は
、
日
本

が
承
認
し
て
い
な
い
唯
一
の
国

際
連
合
加
盟
国
で
す
。
台
湾

（
中
華
民
国
）
は
、
１
９
７
２

年
の
日
中
共
同
声
明
に
よ
り
中

華
人
民
共
和
国
政
府
を
「
中
国

の
唯
一
の
合
法
政
府
」
と
承
認

し
て
国
交
を
樹
立
し
た
こ
と
に

伴
い
、
中
華
民
国
政
府
と
の
国

交
を
断
絶
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
双
方
の
大
使
館
等
が
閉

鎖
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
台
相
互

に
非
政
府
組
織
と
し
て
の
連
絡

機
関
（
日
本
側
は
日
本
台
湾
交

流
協
会
、
台
湾
側
は
台
湾
日
本

関
係
協
会
）
を
設
置
し
て
お
り
、

活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
周
知
の
と
お
り
か
と
思

い
ま
す
。
（
香
港
、
マ
カ
オ
は

中
華
人
民
共
和
国
の
一
部
で
す

が
、
特
別
行
政
区
政
府
と
し
て

高
度
の
自
治
権
を
有
し
て
い
ま

す
）
パ
レ
ス
チ
ナ
は
国
連
加
盟

国
で
は
な
い
も
の
の
、
国
連
総

会
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
か
つ
ユ
ネ

ス
コ
正
式
加
盟
国
で
、
日
本
政

府
は
将
来
の
承
認
を
予
定
し
た

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
と
し
て

扱
っ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
が
外
交
関
係
を
一

切
有
さ
な
い
未
承
認
国
・
主
権

実
体
（
地
域
）
に
は
、
サ
ハ

ラ
・
ア
ラ
ブ
民
主
共
和
国
（
国

連
監
視
下
の
西
サ
ハ
ラ
地
域
）、

ア
ブ
ハ
ジ
ア
共
和
国
（
ジ
ョ
ー

ジ
ア
の
一
部
）
、
南
オ
セ
チ
ア

共
和
国
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
一

部
）
、
北
キ
プ
ロ
ス
・
ト
ル
コ

共
和
国
（
キ
プ
ロ
ス
の
一
部
）、

マ
ル
タ
騎
士
団
（
現
在
は
領
土

を
有
し
て
い
な
い
も
の
の
、
歴

史
的
経
緯
か
ら
「
主
権
実
体
」

と
し
て
承
認
し
て
い
る
国
々
が

あ
る
）
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
と
難
し
い
も
の
で
す
ね
。

（
文
・
栗
原
祐
司
　
京
都
国
立

博
物
館
副
館
長
）

第322回

国と地域

東
京
駅
か
ら
上
越
新
幹
線
に

飛
び
乗
れ
ば
、
ほ
ん
の
１
時
間

10
分
で
行
け
る
意
外
と
近
い
新

潟
、
越
後
湯
沢
。
湯
沢
温
泉
を

舞
台
に
描
か
れ
た
川
端
康
成
の

小
説
『
雪
国
』
の
冒
頭
「
国
境

の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と

雪
国
で
あ
っ
た
」
の
よ
う
に
、

長
い
ト
ン
ネ
ル
の
先
は
そ
れ
ま

で
と
は
絶
対
的
に
何
か
が
変
わ

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
、

わ
く
わ
く
す
る
も
の
が
あ
る
。

と
に
か
く
群
馬
か
ら
新
潟
へ
抜

け
る
と
き
に
は
新
幹
線
で
も
高

速
道
路
で
も
山
を
ぶ
ち
抜
い
た

長
い
ト
ン
ネ
ル
を
通
ら
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
こ
を
抜
け
る
と

急
に
雪
景
色
に
な
っ
た
り
、
夏

は
湿
度
が
下
が
る
た
め
か
ぱ
っ

と
も
や
が
晴
れ
た
よ
う
に
空
の

青
さ
や
山
の
緑
色
が
鮮
明
に
な

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
ま
た
は
、

あ
れ
だ
け
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
通

過
し
た
ん
だ
か
ら
景
色
が
が
ら

っ
と
変
わ
っ
て
欲
し
い
と
い
う

私
自
身
の
心
境
も
影
響
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
新
潟

そ
の
１
」
で
は
魚
沼
郡
に
あ
る

秘
境
・
奥
只
見
に
つ
い
て
書
い

た
が
、
今
回
の
目
的
地
は
越
後

湯
沢
駅
か
ら
車
で
30
分
ほ
ど
北

上
し
た
十
日
町
に
あ
る
。

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト

イ
ベ
ン
ト
が
日
本
各
地
で
開
催

さ
れ
、
注
目
を
集
め
る
よ
う
に

な
っ
た
芸
術
祭
。
新
潟
で
は
昨

年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
「
大

地
の
芸
術
祭

越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
（
十
日

町
）
、
「
水
と
土
の
芸
術
祭
」

（
新
潟
市
）
、
そ
し
て
「
さ
ど
の

島
銀
河
芸
術
祭
」
（
佐
渡
市
）

が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の

「
大
地
の
芸
術
祭
」
で
は
棚
田

や
里
山
が
連
な
る
広
大
な
エ
リ

ア
に
あ
る
空
家
や
廃
校
、
自
然

を
利
用
し
て
約
３
６
０
点
の
ア

ー
ト
作
品
を
展
示
。
地
方
の
過

疎
化
や
少
子
化
が
進
ん
だ
こ
と

で
、
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
有
効

利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
だ
と
も
い

え
る
。
44
の
国
と
地
域
か
ら
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
た
こ
の

芸
術
祭
は
世
界
で
も
っ
と
も
移

動
距
離
が
長
く
、
作
品
か
ら
作

品
へ
と
移
動
す
る
ド
ラ
イ
ブ
の

途
中
で
必
然
的
に
新
潟
に
残
る

日
本
の
原
風
景
を
楽
し
め
る
も

の
だ
っ
た
。
そ
し
て
今
年
も
引

き
続
き
見
て
ま
わ
れ
る
作
品
は

２
０
０
点
も
あ
る
。

そ
の
な
か
で
も
私
が
見
た
か

っ
た
の
は
、
越
後
妻
有
を
代
表

す
る
名
所
「
清
津
峡
渓
谷
ト
ン

ネ
ル
」
を
ア
ー
ト
に
し
た
作
品

だ
。
清
津
峡
は
黒
部
峡
谷
、
大

杉
谷
と
並
ぶ
日
本
三
大
峡
谷
の

ひ
と
つ
。
渓
谷
美
と
柱
状
節
理

（
岩
石
の
柱
の
集
合
体
）
の
地

形
が
見
事
で
あ
る
た
め
国
の
名

勝
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た

観
光
地
で
、
清
津
川
を
挟
ん
で

切
り
立
つ
巨
大
な
岩
壁
が
Ｖ
字

型
の
峡
谷
を
つ
く
っ
て
い
る
。

以
前
は
沢
に
ぬ
け
る
登
山
道
が

あ
っ
た
が
春
先
の
雪
崩
や
残
雪

で
通
行
不
能
に
な
っ
た
り
、
落

石
や
土
砂
崩
れ
が
頻
発
し
て
危

険
だ
っ
た
た
め
立
ち
入
り
禁
止

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
も
っ
と
も
柱
状
節
理
が

見
事
な
屏
風
岩
を
見
る
こ
と
が

で
き
ず
、
地
元
住
民
や
観
光
客

か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
登
山
道

の
代
替
施
設
と
し
て
ト
ン
ネ
ル

が
建
設
さ
れ
た
。
１
９
９
６

（
平
成
８
）
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
全
長
７
５
０
メ
ー
ト
ル
の
清

津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
に
は
、
途

中
の
３
か
所
に
渓
谷
美
を
臨
む

見
晴
ら
し
所
と
最
終
地
点
に
パ

ノ
ラ
マ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
。
登
山
道
に
比
べ
る
と
景
色

が
楽
し
め
ず
不
満
の
声
も
あ
っ

た
そ
う
だ
が
、
天
候
や
落
石
、

足
も
と
を
気
に
す
る
こ
と
も
な

く
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
の
で
車

い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
も
安
全
に

利
用
で
き
、
さ
ら
に
今
ま
で
は

見
れ
な
か
っ
た
真
冬
の
風
景
も

鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
ア
ー
ト
作

品
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た

の
は
、
中
国
・
北
京
に
本
拠
を

置
く
建
築
デ
ザ
イ
ン
会
社
「
Ｍ

Ａ
Ｄ
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
」
の
建
築

家
マ
・
ヤ
ン
ソ
ン
氏
。
彼
が
手

が
け
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

作
品
「
ト
ン
ネ
ル
・
オ
ブ
・
ラ

イ
ト
」
は
、
ト
ン
ネ
ル
を
外
界

か
ら
遮
断
さ
れ
た
潜
水
艦
に
見

立
て
て
外
を
望
む
潜
望
鏡
と
し

て
表
現
し
て
い
る
。

ひ
ん
や
り
と
涼
し
い
ト
ン
ネ

ル
内
に
い
ざ
入
坑
す
る
。
通
路

は
赤
や
オ
レ
ン
ジ
、
ブ
ル
ー
な

ど
５
色
に
変
化
し
、
怪
し
げ
な

音
楽
が
流
れ
て
き
た
り
と
特
別

な
空
間
へ
誘
わ
れ
る
か
の
よ
う

だ
。
見
晴
ら
し
所
で
は
荒
々
し

い
岩
壁
を
眼
前
に
「
こ
れ
が
柱

状
節
理
か
」
と
観
察
し
た
り
、

次
々
現
れ
る
見
晴
ら
し
所
の
作

品
を
楽
し
め
る
。
そ
し
て
パ
ノ

ラ
マ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
到
着
し

た
と
き
、
大
地
の
造
形
と
ア
ー

ト
を
融
合
さ
せ
た
そ
の
作
品
の

美
し
さ
に
息
を
の
ん
だ
。
そ
こ

に
は
清
津
峡
の
景
観
を
反
転
し

て
映
す
「
水
盤
鏡
」
の
幻
想
的

な
眺
め
が
待
っ
て
い
た
。
　

床
一
面
に
峡
谷
か
ら
湧
き
出

た
沢
の
水
を
張
り
、
壁
面
に
は

ス
テ
ン
レ
ス
版
を
貼
る
こ
と
に

よ
っ
て
清
津
峡
を
鏡
の
よ
う
に

反
射
し
、
半
円
で
あ
っ
た
外
部

の
風
景
が
完
全
な
円
と
し
て
光

の
ト
ン
ネ
ル
を
作
り
出
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
水
に
足
を
浸
し

て
景
色
が
よ
り
よ
く
見
え
る
窓

側
に
歩
い
て
い
く
こ
と
も
で
き

る
。
さ
て
、
こ
の
水
面
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、
ど
の
く
ら

い
の
深
さ
が
あ
り
、
ど
う
や
っ

て
奥
ま
で
行
く
の
か
。
そ
れ
は
、

も
っ
た
い
ぶ
る
よ
う
だ
が
ぜ
ひ

訪
れ
て
体
験
し
て
欲
し
い
。
た

だ
し
、
多
少
濡
れ
て
も
い
い
靴

や
サ
ン
ダ
ル
を
履
い
て
い
く
こ

と
を
お
す
す
め
す
る
。
一
番
混

雑
す
る
秋
の
紅
葉
や
冬
の
雪
景

色
も
い
い
が
、
天
気
や
時
間
に

よ
っ
て
見
え
る
景
色
が
変
わ
っ

て
く
る
の
で
何
度
も
訪
れ
た
く

な
る
場
所
だ
。

（
本
紙
／
高
田
由
起
子
）
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新
潟
県
十
日
町

「
清
津
峡
の
絶
景
×
ア
ー
ト
に
触
れ
る
」
新
潟
そ
の
２

清津峡の景観を反転して映す「水盤鏡」

https://www.amnet.jp/


ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
２
か
所

で
開
催
さ
れ
た
メ
キ
シ
コ
舞
踊

祭
で
の
屋
台
料
理
を
ご
紹
介
。

メ
キ
シ
コ
通
の
友
人
が
通
訳
と

し
て
同
行
し
て
く
れ
た
。

舞
踊
祭
「
ゲ
ラ
ゲ
ッ
ツ
ア
」

(G
u

elag
u

etza)

は
７
月
末
、

メ
キ
シ
コ
南
部
オ
ア
ハ
カ
州
の

首
都
で
開
か
れ
る
祝
祭
で
、
同

州
８
地
区
か
ら
の
舞
踊
が
披
露

さ
れ
る
。
そ
の
ミ
ニ
版
が
７
月

末
に
ク
イ
ー
ン
ズ
の
ソ
ク
ラ
テ

ス
彫
刻
公
園
で
、
８
月
上
旬
に

ス
タ
ッ
テ
ン
島
の
ス
ナ
グ
・
ハ

ー
バ
ー
文
化
セ
ン
タ
ー
＆
植
物

園
で
実
施
さ
れ
た
。

ク
イ
ー
ン
ズ
会
場
で
ま
ず
目

に
入
っ
た
の
が
中
東
風
の
シ
ャ

ワ
ル
マ
の
肉
塊
。
「
回
転
す
る

鉄
串
の
上
に
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
が

つ
い
て
い
る
の
が
メ
キ
シ
コ

風
」
と
友
人
。
タ
コ
ス
に
こ
の

肉
を
の
せ
る
「
タ
コ
ス
・
ア

ル
・
パ
ス
ト
ル
」
、
調
べ
て
み

た
ら
レ
バ
ノ
ン
系
移
民
の
食
文

化
と
の
融
合
料
理
で
、
マ
ト
ン

だ
っ
た
の
が
メ
キ
シ
コ
で
豚
肉

や
牛
肉
の
シ
ャ
ワ
ル
マ
に
な
っ

た
と
い
う
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、

コ
リ
ア
ン
ダ
ー
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ラ
デ
ィ
ッ
シ

ュ
を
好
み
で
加
え
、
ラ
イ
ム
を

か
け
て
食
べ
る
。
白
濁
ド
リ
ン

ク
「
オ
ル
チ
ャ
ー
タ
」
も
注
文
。

キ
ハ
マ
ス
ゲ
（
シ
ョ
ク
ヨ
ウ
ガ

ヤ
ツ
リ
）
の
地
下
茎
の
絞
り
汁

に
砂
糖
を
加
え
た
飲
み
物
で
、

「
す
ご
く
甘
い
よ
」
と
友
人
に

お
ど
か
さ
れ
た
が
、
ギ
ラ
ギ
ラ

の
炎
天
下
で
は
程
よ
い
甘
さ
に

感
じ
ら
れ
た
。

大
き
な
菓
子
パ
ン
を
売
る
パ

ン
屋
や
お
菓
子
屋
の
屋
台
も
並

ぶ
。
揚
げ
菓
子
「
ブ
ニ
ュ
エ
ロ
」

は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粉
の
生
地

を
揚
げ
て
シ
ナ
モ
ン
と
シ
ュ
ガ

ー
（
さ
と
う
き
び
）
を
か
け
た

も
の
で
、
売
ら
れ
て
い
た
の
は

美
し
い
花
形
、
食
感
さ
く
さ
く
。

さ
て
、
踊
り
の
写
真
を
撮
ろ

う
と
人
々
を
か
き
分
け
ス
テ
ー

ジ
前
に
座
る
と
、
背
中
を
叩
か

れ
た
。
「
じ
ゃ
ま
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
か
と
振
り
返
れ
ば
「
こ

こ
に
！
」
と
シ
ー
ト
の
片
隅
を

指
さ
す
女
性
の
笑
顔
が
。
感
激

す
る
私
に
「
メ
キ
シ
コ
を
旅
す

る
と
コ
ン
パ
ル
テ
ィ
ー
ル
、
つ

ま
り
シ
ェ
ア
す
る
と
い
う
こ
と

を
み
ん
な
と
っ
て
も
大
事
に
し

て
い
る
」
と
友
人
が
説
明
す
る
。

そ
の
親
切
な
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
さ

ん
が
「
数
週
間
後
に
ス
タ
ッ
テ

ン
島
で
も
祭
り
が
あ
る
」
と
教

え
て
く
れ
た
。

地
下
鉄
と
フ
ェ
リ
ー
と
バ
ス

を
乗
り
継
い
で
、
ス
タ
ッ
テ
ン

会
場
へ
。
「
ピ
ザ
？
」
と
聞
く

と
「
い
い
え
、
オ
ア
ハ
カ
の
料

理
で
す
よ
」
と
自
慢
げ
に
答
え

が
返
っ
て
き
た
の
は
「
ト
ラ
ジ

ュ
ー
ダ
」
。
炭
火
で
焼
い
た
大

判
の
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
に
、
「
モ

ー
レ
・
ネ
グ
ロ
」
を
塗
り
、
肉

（
鶏
、
豚
、
牛
、
チ
ョ
リ
ソ
ー
）

を
選
び
、
チ
ー
ズ
、
ト
マ
ト
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
ト
ッ
ピ
ン
グ
、

ア
ボ
ガ
ド
チ
リ
ソ
ー
ス
と
赤
タ

マ
ネ
ギ
を
好
み
で
加
え
る
。
モ

ー
レ
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
唐
辛

子
を
主
に
し
た
メ
キ
シ
コ
料
理

の
ソ
ー
ス
だ
が
、
少
し
甘
い

「
モ
ー
レ
・
ネ
グ
ロ
」
と
モ
ッ

ツ
ア
レ
ラ
み
た
い
な
チ
ー
ズ

「
ケ
シ
ー
ジ
ョ
」
が
オ
ア
ハ
カ

州
の
名
産
品
と
の
こ
と
。
パ
リ

パ
リ
部
分
を
小
さ
く
千
切
っ
て

具
と
一
緒
に
パ
ク
リ
。
食
べ
に

く
い
が
美
味
し
い
。
別
の
店
で

売
っ
て
い
た
エ
ン
チ
ラ
ー
ダ
も

「
モ
ー
レ
・
ネ
グ
ロ
」
た
っ
ぷ

り
の
茶
色
、
残
念
な
が
ら
目
の

前
で
売
り
切
れ
て
し
ま
っ
た
。

お
次
は
四
角
い
生
地
の
軽

食
。
「
チ
チ
ャ
ロ
ー
ネ
よ
」
と

言
う
か
ら
「
え
？

あ
の
豚
皮

の
？
」
と
思
っ
た
が
同
名
異
物

で
、
こ
ち
ら
は
小
麦
粉
や
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
粉
か
ら
作
ら
れ
る

「
チ
チ
ャ
ロ
ー
ネ
」
に
、
ト
マ

ト
、
ア
ボ
ガ
ド
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
チ
ー
ズ
、
さ
ら

に
酢
漬
け
ポ
ー
ク
ベ
リ
ー
「
ク

エ
リ
ー
ト
ス
」
を
加
え
る
。
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を

塗
り
た
く
り
チ
ー
ズ
と
チ
リ
パ

ウ
ダ
ー
を
た
っ
ぷ
り
か
け
る

「
エ
ロ
ッ
テ
」
も
カ
ロ
リ
ー
が

高
そ
う
で
、
は
に
か
む
少
年
た

ち
の
写
真
撮
影
だ
け
に
し
た
。

そ
の
ほ
か
メ
ロ
ン
パ
ン
そ
っ
く

り
の
菓
子
パ
ン
を
発
見
、
メ
ロ

ン
パ
ン
の
元
祖
と
い
う
説
も
あ

る
ら
し
い
。

会
場
に
は
民
芸
品
や
美
し
い

刺
繍
の
衣
服
を
売
る
出
店
も
並

び
、
何
と
な
く
懐
か
し
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
流
れ
る
な
か
、
踊
り

手
も
観
客
も
み
な
表
情
穏
や

か
。
「
オ
ア
ハ
カ
出
身
だ
け
ど
、

う
ち
は
貧
し
か
っ
た
か
ら
祭
の

会
場
に
は
行
け
ず
テ
レ
ビ
で
観

て
い
た
」
と
い
う
マ
ル
ガ
リ
ー

タ
さ
ん
は
、
両
日
と
も
最
前
列

に
座
っ
て
い
た
。

（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

祭
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.bfm

ny
.org, 

ま
た
は

snug-harbor.org
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舞
踊
祭
「
ゲ
ラ
ゲ
ッ
ツ
ア
」
で
の
屋
台
料
理

観ている方も思わず笑顔になる民族舞踊

エ
ン
チ
ラ
ー
ダ

オアハカ名物トラジューダ

カロリーが高そうなエロッテ

チ
チ
ャ
ロ
ー
ネ

い
ろ
い
ろ
な
タ
コ
ス

お
菓
子
ブ
ニ
ュ
エ
ロ

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/


奈
良
で
生
ま
れ
、
書
の
世
界

で
生
き
る
た
め
に
奈
良
で
育
っ

た
一
人
の
日
本
女
性
が
、
ふ
と

し
た
こ
と
で
ア
ー
ト
に
目
覚

め
、
人
生
の
第
２
幕
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
踏
み
出
し
は
じ
め

た
。
阪
上
眞
澄
さ
ん
。
書
道
教

員
を
養
成
す
る
た
め
の
国
立
機

関
で
、
東
京
学
芸
大
学
と
共
に

設
置
さ
れ
、
各
15
人
し
か
入
学

者
を
取
ら
な
い
奈
良
教
育
大
学

特
設
書
道
科
を
卒
業
。
職
業
と

し
て
高
校
の
教
師
を
日
本
で
20

年
務
め
た
。
書
道
家
と
し
て
は

２
０
０
４
年
８
月
読
売
書
法
展

特
選
、
同
年
９
月
第
36
回
日

展
入
選
、
翌
05
年
４
月
日
本

書
芸
院
特
選
な
ど
受
賞
歴
多

数
の
輝
け
る
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
持
つ
。
２
人
の
子
供
が
ま

だ
小
さ
い
時
に
言
っ
た
言
葉

が
人
生
を
変
え
た
。「
僕
た
ち
、

こ
れ
見
て
、
上
手
な
の
か
下

手
な
の
か
分
か
ら
な
い
よ
」
。

心
の
奥
底
に
刺
さ
る
動
揺
の

小
さ
な
痛
み
を
感
じ
た
。
「
じ

ゃ
、
こ
れ
は
ど
う
？
」
筆
に

墨
を
付
け
て
線
で
円
を
い
く

つ
も
描
い
て
み
せ
る
と
「
面

白
い
」
と
目
を
丸
く
し
た
。

抽
象
で
書
の
線
を
ア
ー
ト
と

し
て
表
現
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
と
思
っ
た
。
い
ま
か

ら
10
数
年
前
に
神
戸
で
ア
ブ

ス
ト
ラ
ク
ト
ア
ー
ト
へ
の
道

を
模
索
し
は
じ
め
た
。
「
ア
ー

ト
を
目
指
す
な
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
23
丁
目
か
ら
28
丁
目
ま
で

の
チ
ェ
ル
シ
ー
で
」
と
い
う
気

持
ち
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
阪
上

さ
ん
に
チ
ェ
ル
シ
ー
の
ウ
ォ
ル

タ
ー
・
ヴ
ィ
ッ
カ
イ
ザ
ー
・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
か
ら
声
が
か
か
っ
た

の
が
２
０
１
３
年
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
の
初
個
展
。
続
い
て
神

戸
の
川
田
画
廊
で
個
展
。
今
年

５
月
に
再
び
ヴ
ィ
ッ
カ
イ
ザ

ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
７
月
に
は

17
年
に
引
き
続
き
第
27
回
ア
ジ

ア
美
術
家
連
盟
日
本
委
員
会
展

（
福
岡
）
に
出
品
、
９
月
11
日

か
ら
11
月
９
日
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
北
郊
ノ
ー
ス
セ
ー
ラ
ム
の

ハ

モ

ン

ド

美

術

館

で

個

展

「Q
uietude

（
静
け
さ
）
」
を

開
催
す
る
な
ど
精
力
的
に
活
動

を
続
け
て
い
る
。

「
ア
ー
ト
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
勝
負
し
た
い
」
と
い
う
夢
を

叶
え
る
た
め
渡
米
の
き
っ
か
け

を
探
し
て
い
た
３
年
前
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
教
員
募
集

の
広
告
が
目
に
入
っ
た
。
す
ぐ

応
募
し
て
採
用
さ
れ
、
書
道
の

指
導
、
小
、
中
学
校
教
員
、
学

園
長
補
佐
な
ど
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
本
校
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ポ
ー

ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
で
教
員
生
活

を
現
在
送
っ
て
い
る
。

フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
の
世
界
を

暗
中
模
索
す
る
阪
上
さ
ん
の
姿

を
見
た
育
英
学
園
学
園
長
の
岡

本
徹
さ
ん
が
「
そ
ろ
そ
ろ
自
分

の
や
り
た
い
ア
ー
ト
に
本
腰
を

い
れ
て
は
」
と
言
っ
た
。
東
京

藝
大
で
平
山
郁
夫
に
指
導
を
受

け
た
自
身
も
ま
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
で
あ
る
岡
本
さ
ん
な
ら
で
は

の
助
言
だ
っ
た
。

阪
上
さ
ん
は
「
柵
の
中
に
い

れ
ば
、
青
青
と
し
た
草
を
い
っ

ぱ
い
食
べ
ら
れ
る
羊
が
、
わ
ざ

と
、
柵
の
外
の
枯
れ
草
を
食
べ

る
た
め
に
血
を
流
す
。
そ
れ
が

哲
学
の
心
だ
と
諭
す
哲
学
者
西

田
幾
多
郎
の
言
葉
が
、
私
の
作

品
に
込
め
る
気
持
ち
。
い
つ
も
、

崖
の
上
に
立
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
す
る
。
た
だ
、
柵
に
絡
め

取
ら
れ
て
息
絶
え
る
と
し
て

も
、
時
間
の
経
過
に
耐
え
ら
れ

る
作
品
が
残
っ
て
い
け
ば
本

望
」
と
語
る
。
生
き
方
そ
の
も

の
が
既
に
現
代
ア
ー
ト
だ
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

アーティスト

阪上 眞澄さん

筆
と
墨
で
描
く
現
代
ア
ー
ト
の
曲
線
美
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ORGANIC PIGMENT ON PAPER

今
年
５
月
に
開
催
し
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ヴ
ィ
ッ
カ
イ
ザ
ー
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
個
展
案
内
状
か
ら

「
魂
の
オ
ア
シ
ス
」
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
で
は
、
９

月
19
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分

か
ら
８
時
30
分
ま
で
神
聖
カ
バ

ラ
入
門
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。
神
聖
カ
バ
ラ
は
、
地
球
上

の
最
古
の
教
え
と
し
て
５
０
０

０
年
以
上
継
承
さ
れ
て
き
た
人

間
の
叡
智
の
結
集
と
い
わ
れ
、

個
々
人
が
自
己
を
認
識
し
、
真

の
生
き
方
や
目
的
を
追
求
し
実

践
す
る
メ
ソ
ッ
ド
。
入
門
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
カ
バ
ラ
の
起
源
、

基
本
的
な
思
想
や
学
び
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
誰
で

も
参
加
で
き
る
。
講
師
は
、
カ

バ
ラ
指
導
歴
12
年
の
市
原
美
香

さ
ん
。
同
氏
は
米
国
Ｎ
Ｙ
州
公

認
鍼
灸
師
、
日
本
公
認
薬
剤
師
、

漢
方
医
、
霊
気
マ
ス
タ
ー
（
大

師
範
）
、
風
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
瞑
想
講
師
、
神
聖
カ
バ
ラ

公
認
講
師
。
参
加
費
35
ド
ル
。

開
催
場
所
は
「
魂
の
オ
ア
シ
ス
」

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル

（S
o
u
l
O
asis

S
p
iritu

al
School/

東
40
丁
目
１
２
４
番

地
12
階
＃
Ｐ
Ｈ
）
。

申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

sou
loasis.earth

、
ま
た
は

電
話
２
１
２
・
２
４
２
・
８
７

０
１
ま
で
（
英
語
）
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

s
o
u
lo
a
s
is
.e
a
rth
/

Ja
p
a
n
e
s
e
.h
tm
l

。

神
聖
カ
バ
ラ
入
門
セ
ミ
ナ
ー

魂
の
オ
ア
シ
ス
を
追
求

市
原
さ
ん
９
月
19
日
に

モ
モ
タ
ロ
ー
ヘ
ア
サ
ロ
ン

（
東
49
丁
目
22
番
地
、
電
話
２

１
２
・
７
５
９
・
２
３
９
２
）

で
９
月
１
日
（
日
）
午
後
２
時

と
２
日
（
月
）
正
午
、
午
後
３

時
の
２
回
、
プ
ロ
ヘ
ア
デ
ザ
イ

ナ
ー
を
対
象
に
し
た
実
演
紹
介

無
料
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

健
康
な
髪
、
若
返
り
毛
髪
　
髪

を
美
し
く
元
に
再
現
す
る
ダ
メ

ー
ジ
の
な
い
カ
ラ
ー
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
業

者
対
象
。
講
師
は
自
由
が
丘
の

W
atai

代
表
、
渡
井
タ
ケ
ト
さ

ん
。
申
し
込
み
は
、
Ｅ
メ
ー
ル

sannetsuny
c@
gm
ail.com

プ
ロ
対
象
の
ヘ
ア

カ
ラ
ー
セ
ミ
ナ
ー

https://crsny.org
https://artofhaiku.org/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.salon-oasis.net
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.idocenter.com


モ
ル
モ
ン
教
原
理
主
義
者

の
両
親
に
育
て
ら
れ
た
著
者

が
家
庭
を
抜
け
出
し
、
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
博
士
号
を

取
る
ま
で
の
自
伝
。
著
者
の

父
親
は
政
府
を
敵
視
し
、
学

校
、
病
院
な
ど
は
洗
脳
す
る

た
め
の
組
織
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
子
供
た
ち
を
通
学

さ
せ
ず
怪
我
や
病
気
を
し
て

も
病
院
に
行
か
せ
な
い
。
出

生
証
明
書
も
長
い
間
持
つ
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

著
者
は
独
学
で
勉
強
し
て

ブ
リ
ガ
ム
ヤ
ン
グ
大
学
に
入

学
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
や

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
学
ぶ
機

会
を
得
る
。
し
か
し
学
業
で

の
成
功
は
両
親
に
と
っ
て
は

裏
切
り
行
為
だ
。
社
会
の
一

員
と
し
て
生
き
る
こ
と
が
自

分
の
家
族
を
裏
切
る
こ
と
に

な
る
時
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
。
彼
女
は
両
親
と
一
部

の
兄
弟
と
縁
を
切
る
決
断
を

す
る
。「
変
質
、
変
容
、
虚
偽
、

裏
切
り
と
呼
べ
る
か
も
し
れ

な
い
。
私
は
こ
れ
を
教
育
と

呼
ぶ
」
と
結
ん
で
い
る
。

（
秦
隆
司
／
ア
メ
リ
カ
ン
・
ブ

ッ
ク
・
ジ
ャ
ム
編
集
長
）

著
者
は
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム

ス
の
記
者
を
経
て
、
国
連
政

務
官
の
試
験
に
パ
ス
し
た
も

の
の
、
国
連
は
財
政
難
で
採

用
は
延
期
。
赴
任
し
た
の
は

３
年
後
の
１
９
８
８
年
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
国
連
本

部
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
２

０
１
４
年
に
退
任
す
る
ま
で

の
25
年
。
ハ
ビ
エ
ル
・
ペ
レ

ズ
‐
デ
ク
エ
ヤ
ル
、
ブ
ト
ロ

ス
・
ブ
ト
ロ
ス
‐
ガ
リ
、
コ

フ
ィ
ー
・
ア
ナ
ン
、
バ
ン
・

ギ
ム
ン(

潘
基

文)

と
四
代
の

事
務
総
長
に
政
務
官
と
し
て

仕
え
た
。
本
書
は
、
そ
の
活

動
の
日
々
を
綴
っ
た
前
作

『
国
連
を
読
む

私
の
政
務
官

ノ
ー
ト
か
ら
』
の
続
編
と
い

う
位
置
づ
け
で
書
か
れ
た
。

国
連
発
足
か
ら
75
年
を
迎

え
る
今
、
９
人
を
数
え
る
国

連
事
務
総
長
は
何
を
成
し
遂

げ
た
と
い
え
る
か
。
歴
代
事

務
総
長
の
足
跡
と
９
代
グ
テ

ー
レ
ス
の
選
考
過
程
ま
で
を

辿
り
、
自
ら
指
揮
す
る
軍
隊

も
統
治
す
る
人
民
も
領
土
も

持
た
な
い
国
連
事
務
総
長
が
、

東
西
冷
戦
下
、
そ
し
て
冷
戦

終
焉
後
の
国
際
情
勢
の
な
か

で
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
か
を
読
み
解
き
、

そ
の
可
能
性
と
ま
た
そ
の
限

界
ま
で
を
考
え
る
。

ま
ず
目
次
を
見
て
い
く
だ

け
で
も
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。

国
連
事
務
総
長
の
職
務
と
は

ど
の
よ
う
な
仕
事
で
、
歴
代

の
事
務
総
長
は
ど
ん
な
人
物

だ
っ
た
の
か
が
つ
ぶ
さ
に
そ

こ
に
描
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

第
一
章
は

国
連
事
務
総
長

の
誕
生
、
第
二
章
で

事
務
総

長
の
役
割
と
し
て
黎
明
期
の

国
連
を
紹
介
。
第
三
章
で
ト

リ
ブ
グ
・
リ
ー

―

世
界
で
最

も
不
可
能
な
仕
事
の
中
身
を

伝
え
、
第
四
章
は
、
ダ
グ
・

ハ
マ
ー
シ
ョ
ル
ド
ー
レ
ジ
ェ

ン
ド
。
対
立
の
時
代
を
描
く
。

第
五
章
で
ウ
・
タ
ン
ト

、

第

三
世
界
の
擡
頭
と
題
し
て
新

興
国
の
躍
進
、
第
六
章
は
、

ク
ル
ト
・
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム

で

対
立
の
時
代
。

第
七
章
で
ハ

ビ
エ
ル
・
ペ
レ
ズ
‐
デ
ク
エ

ヤ
ル
と
な
り
、
冷
戦
の
終
焉

を
語
る
。

冷
戦
終
焉
後
の
第

八
章
に
、
ブ
ト
ロ
ス
・
ブ
ト

ロ
ス
‐
ガ
リ
事
務
総
長
が
登

場
し
、
超
大
国
と
喧
嘩
し
た

男
の
生
き
様
を
描
く
。
第
九

章
コ
フ
ィ
ー
・
ア
ナ
ン
は
、

地
球
市
民
の
た
め
の
国
連
、

第
十
章
で
バ
ン
・
ギ
ム
ン(

潘

基
文) 
―

顔
の
見
え
な
い
国

連

終
章
、
国
連
は
ど
こ
へ
行

く
？

と
続
く
。

現
事
務
総
長
の
グ
テ
ー
レ

ス
が
、
国
連
史
上
初
の
透
明

性
を
持
っ
た
選
挙
で
選
出
さ

れ
、
加
盟
１
９
３
か
国
の
満

場
の
拍
手
で
就
任
し
た
時
の

様
子
な
ど
が
臨
場
感
た
っ
ぷ

り
に
描
か
れ
て
い
て
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
と
し
て
読

み
ご
た
え
の
あ
る
一
冊
に
な

っ
て
い
る
。

国
連
の
仕
事
は
、
「
１
に
も

２
に
も
提
出
す
る
文
書
の
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
が
す
べ
て
」
と

は
、
様
々
な
部
署
で
働
く
日

本
人
の
国
連
職
員
が
異
口
同

音
に
吐
露
す
る
こ
と
だ
が
、

本
書
の
参
考
文
献
の
表
示
の

仕
方
も
ま
た
他
の
一
般
書
で

は
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
国
連
職
員
ら
し
い
緻
密

さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
四
半
世

紀
に
わ
た
っ
て
国
連
事
務
局

執
務
室
か
ら
見
た
も
う
ひ
と

つ
の
、
し
か
も
日
本
語
で
書

か
れ
た
希
有
の
戦
後
国
連
世

界
史
と
も
い
え
、
特
に
国
連

職
員
を
将
来
目
指
す
日
本
人

に
と
っ
て
は
必
読
の
書
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
　
　
（
三
浦
）

■愛と苦悩の手紙（太宰治、河出文庫）戦中、敗戦という
非常時下で苦悩しつつも一筋に書くことに励んだ太宰治。
編集者、師・井伏鱒二、友・今宮一、伊馬春部、後輩・小
山清、田中英光、そして妻・美知子へあてた101通の手紙
を掲載。本書の編集は評論家で太宰の友人・亀井勝一郎。
■NETFLIX コンテンツ帝国の野望（ジーナ・キーティング、
新潮社）有料会員1億4000万人、コンテンツ投資額、年間1
兆4000億円。政治ドラマから片づけバラエティ「コンマリ」
まで、オリジナル作品でヒットを放ち続けるネットフリッ
クス。彼らはなぜ動画配信の覇者となりえたのか。その知
られざる創業秘話の物語。■平場の月（朝倉かすみ、光文
社）50代の男女が再会し、お互いに心惹かれていく物語。
相手も自分も、そして周りも傷付かないように慎重に言葉
と行動を重ねていくのに、ふたりはすれ違う。第161回直
木賞候補作となった、切なく純粋な大人の恋愛小説。■ジ
ャパン・プライド（江波戸哲夫、講談社文庫）長引く低金
利政策、経済のグローバル化、新しい時代に今までのやり
方は通用しない。リーマンショックに揺れる東西銀行の対
照的なふたりの銀行員が出会ったことで、新たな鉱脈は見
つかるのか。東京大学経済学部卒業後、都市銀行、出版社
を経て作家になった著者が激動の時代に生き残りをかける
バンカーを描く。■俺たちはどう生きるか（大竹まこと、
集英社新書）「需要がなくなれば芸人なんて終わり」とわか
っちゃいるのに、「あのジジイやるな」と世間からまだ言わ
れたい。歯に衣着せぬ語りで人気の芸人、古希・70歳を迎
えた大竹まことが仕事、老い、人間関係、そして社会につ
いて赤裸々に綴った「人生のこれまでとこれから」。■つみ
びと（山田詠美、中央公論社）灼熱の夏、23歳の母・蓮音
は、なぜ幼ない子供ふたりをマンションに置き去りにしたのか。2010年の
大阪２児置き去り死事件をモチーフに、加害者となった母とその母の生い
立ちや関係性、そして心理を描く。日経新聞連載時から話題を呼んだ山田
詠美の長編小説。自分ならどうするか、考えさせられる本。（高田由起子）
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BOOKS

太
宰
治
か
ら
の
１
１
０
通
の
手
紙
。
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
の
創
業
秘
話
。
切
な
く
純
粋
な

大
人
の
恋
愛
小
説
。
激
動
の
新
時
代
に
生
き
残
り
を
か
け
る
銀
行
員
た
ち
の
物
語
。
古
希
を

迎
え
た
大
竹
ま
こ
と
が
赤
裸
々
に
語
る
人
生
。
23
歳
の
母
が
犯
し
た
本
当
の
罪
と
は
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

中央公論新社・刊

田 仁揆
ひとき

・著

自
分
の
世
界
へ
の
旅
立
ち

『Educated 』

Written by Tara Westover

Published by Random House

AMERICAN BOOK JAM

事務総長４人に仕えて

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://www.jwsnj.org/
http://jmart-usa.com/en/


（17）　［広　告］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）8月24日（土）

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html


2019年（令和元年）8月24日（土） 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU ［教　育］　(18­­)

STUDENT  LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

秋
晴
の
も
と
、
あ
ん
ぱ
ん
の

頬
は
、
つ
や
つ
や
と
美
味
し
そ

う
に
ふ
く
ら
ん
で
い
た
。
あ
ん

ぱ
ん
は
祖
父
の
好
物
だ
っ
た
か

ら
、
幼
い
頃
は
「
半
分
こ
」
と

よ
く
お
す
そ
分
け
し
て
も
ら
っ

た
も
の
だ
。
ふ
と
、
あ
ん
ぱ
ん

が
笑
っ
て
い
る
み
た
い
に
見

え
、
祖
父
の
笑
顔
が
重
な
っ
て
、

す
こ
し
お
か
し
く
て
、
な
つ
か

し
く
て
、
く
す
り
と
笑
う
。

季
語
＝
秋
晴
（
秋
）
空
気
が
澄

み
、
空
を
高
く
感
じ
、
遠
く
ま

で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
、
気

持
ち
の
良
い
秋
の
快
晴
の
こ

と
。
ほ
か
に
、
秋
日
和
、
秋
晴

る
る
、
な
ど
。

十
代
の
６
年
間
を
過
ご
し
た

町
、
徳
島
市
は
水
の
町
。
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
橋
を
日
に
何
度
も

渡
る
。
空
だ
け
で
な
く
、
空
を

映
す
川
面
も
よ
く
見
つ
め
た
。

友
情
や
恋
の
思
い
出
の
場
面
を

い
ろ
ど
っ
て
い
た
の
も
、
あ
ら

ゆ
る
季
節
の
水
の
色
、
水
の
香
。

故
郷
を
離
れ
て
か
ら
何
年
も
経

っ
て
、
や
さ
し
い
気
持
ち
で
橋

を
渡
っ
た
時
、
そ
の
こ
と
に
気

づ
い
た
。
澄
ん
だ
川
の
表
情
が
、

あ
の
頃
の
わ
た
し
を
連
れ
て
き

た
よ
う
だ
っ
た
。

季
語
＝
水
澄
む

（
秋
）
雨
や

台
風
が
去
り
、
秋
が
深
ま
る
に

つ
れ
て
、
川
は
日
ご
と
に
澄
ん

で
い
く
。
山
や
村
の
田
畑
、
都

市
な
ど
に
流
れ
る
、
大
小
あ
ら

ゆ
る
川
の
澄
ん
で
い
く
さ
ま

に
、
人
は
秋
を
感
じ
る
。

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
（
特
別

協
賛：

北
米
伊
藤
園
）
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
18
歳
未
満
部

門
や
学
校
賞
も
設
置
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１

２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ルh
aiku

grandprix@
gm
ail.com

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w
w
.artofhaiku.org

を
参

照
。

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
京
都
造
形
芸
術
大
学
非

常
勤
講
師
／
北
米
伊
藤
園
新

俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
審
査
員

ふ
る
さ
と
は
橋
多

は
し
お
お

き
町ま

ち

水み
ず

澄す

め
り

応募作品受け付け中

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ

⑳

9月

長月
ながつき

秋
晴

あ
き
ば
れ

や
あ
ん
ぱ
ん
の
頬
高

ほ
お
た
か

く
あ
り

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
小
島
昇
校
長
）
と
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
（
臼

井
治
久
校
長
）
は
、
12
日
に
教

職
員
の
交
流
研
修
会
を
開
催
し

た
。
両
校
は
毎
年
互
い
の
学
校

を
訪
問
し
、
授
業
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
り
、
各
校
で
の
課
題

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
っ

た
り
し
て
い
る
。
今
年
度
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
を
会

場
に
初
等
部
と
特
別
支
援
部
の

授
業
見
学
を
行
っ
た
。
ま
た
、

同
校
で
行
わ
れ
て
い
る
教
職
員

の
研
修
や
日
々
の
授
業
研
究
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
も
話
し
合
っ
た
。
教

職
員
は
、
「
先
生
方
の
熱
心
な

指
導
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と

や
児
童
生
徒
た
ち
と
の
信
頼
関

係
が
し
っ
か
り
構
築
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
「
真
剣

に
授
業
研
究
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
」

と
感
想
を
話
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

は
１
９
７
５
年
９
月
に
開
校

し
、
今
年
で
44
年
目
を
迎
え
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学

校
は
92
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
人
学
校
の
分
校
と
し
て
開
校

し
、
99
年
に
独
立
し
て
い
る
。

両
校
は
元
は
一
つ
の
学
校
で
あ

り
、
文
部
科
学
省
認
定
の
全
日

制
日
本
人
学
校
と
し
て
日
本
語

に
よ
る
教
育
の
保
障
に
加
え
、

英
語
教
育
や
米
国
社
会
を
理
解

さ
せ
る
教
育
に
も
力
を
注
い
で

い
る
。
両
校
の
教
職
員
は
共
に

魅
力
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
す

る
た
め
交
流
研
修
会
や
現
地
校

訪
問
研
修
を
今
後
も
継
続
す
る

こ
と
を
確
認
し
、
実
り
の
あ
る

研
修
会
を
終
え
た
。

楽しく夏祭り
シンシナティ日本語補習校

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習

校
は
10
日
、
夏
祭
り
を
開
催
し

た
。
子
供
た
ち
は
浴
衣
や
甚
平

を
着
て
登
校
し
、
廊
下
の
壁
一

面
に
は
園
児
の
作
品
の
お
面
や

り
ん
ご
飴
が
屋
台
の
よ
う
に
飾

ら
れ
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
中
心
と
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
会
場
準

備
が
整
う
と
、
ま
ず
は
ス
イ
カ

割
り
に
見
立
て
た
風
船
割
り
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
年
中
・
年
長
合

わ
せ
た
４
ク
ラ
ス
が
一
斉
に
ス

タ
ー
ト
し
、
親
子
で
ユ
ラ
ユ
ラ

揺
れ
る
風
船
を
割
ろ
う
と
竹
の

棒
を
持
っ
て
格
闘
し
た
。
勇
ま

し
く
風
船
に
立
ち
向
か
い
、
パ

ン
ッ
と
勢
い
よ
く
割
れ
る
た
び

に
歓
声
が
上
が
っ
た
。
次
に
本

物
の
ス
イ
カ
が
登
場
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
イ
ア
ン
さ
ん
や
エ

リ
ッ
ク
さ
ん
に
続
き
、
清
水
学

部
主
任
が
挑
戦
し
た
。
目
隠
し

は
緩
く
結
ば
れ
て
い
て
、
子
供

た
ち
の
方
に
棒
を
振
り
下
ろ
す

か
の
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
毎
年
恒
例
。
キ
ャ
ー
と
悲
鳴

が
上
が
り
皆
に
笑
顔
が
広
が
っ

た
。
割
れ
た
ス
イ
カ
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
手
で
切
り
分
け
ら

れ
、
園
児
や
保
護
者
に
ふ
る
ま

わ
れ
た
。

今
年
の
ブ
ー
ス
は
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
、
輪
投
げ
、
射
的
、
水
鉄

砲
、
宝
探
し
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
。

年
中
児
が
ま
ず
お
客
に
な
っ
て

ス
タ
ー
ト
。
年
長
親
子
の
「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
今
な
ら
す

い
て
い
ま
す
よ
」
の
呼
び
声
が

聞
こ
え
て
い
た
。
30
分
後
に
年

中
と
年
長
が
交
代
し
た
。
最
後

に
七
夕
の
笹
飾
り
を
背
景
に
各

ク
ラ
ス
親
子
で
記
念
撮
影
を

し
、
親
子
で
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る

夏
祭
り
と
な
っ
た
。

ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
に
あ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・
フ
レ

ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
（
河
野
茂
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
）
は
、
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
第
７
週
目
を
終
え
た
。

幼
児
部
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
太
さ

２
セ
ン
チ
、
長
さ
20
セ
ン
チ
の

バ
チ
に
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
色

鮮
や
か
に
装
飾
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
バ
チ
を
制
作
し
、
そ
れ
を

使
っ
て
の
集
団
演
舞
に
挑
戦
し

た
。ま

た
、
小
学
部
で
は
「
日
本

語
の
文
字
の
美
し
さ
」
を
テ
ー

マ
に
、
街
で
の
日
本
語
や
漢
字

捜
し
探
検
、
書
道
体
験
等
を
行

っ
た
。
漢
字
捜
し
探
検
で
は
、

実
際
に
街
中
を
散
策
し
、
街
の

様
々
な
と
こ
ろ
に
に
あ
ふ
れ
る

漢
字
を
見
つ
け
た
。
「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
な
の
に
た
く
さ
ん
の
漢

字
が
あ
る
」
「
英
語
だ
け
で
な

く
た
く
さ
ん
の
言
語
が
使
わ
れ

て
い
る
」
と
子
供
た
ち
は
大
興

奮
の
様
子
だ
っ
た
。

フレンズアカデミー幼児部

サマースクール7週目終了

園
児
随
時
募
集

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は

９
月
か
ら
の
入
園
の
編
入
園
児

を
随
時
募
集
し
て
い
る
。
問
い

合
わ
せ
は
、
同
事
務
局
（
２
１

２
）
９
３
５
・
８
５
３
５
ま
で
。

教
職
員
が
合
同
研
修
会

Ｎ
Ｙ
と
Ｎ
Ｊ
の
日
本
人
学
校

毎
年
相
互
訪
問
し
な
が

ら
研
修
し
て
い
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
日
本
人
学
校
の
教
職

員
た
ち

世界からＮＹの今が読める！便利な

「週刊ＮＹ生活デジタル版」
掲載されたお子さまの作品を、

日本のご家族に読んでいただくのに最適です。

プリントも可能です！！

www.nyseikatsu.com

http://www.gwjs.org
https://www.lyceumkennedy.org/
http://starchildny.com
http://villagewellusa.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
小
島
昇
校
長
）
で
は
７

日
、
夏
休
み
を
終
え
２
学
期
が

始
ま
っ
た
。
新
た
に
19
人
の
仲

間
を
迎
え
、
活
気
あ
ふ
れ
る
学

校
再
開
と
な
っ
た
。

始
業
式
で
は
小
島
校
長
が
、

ゴ
ル
フ
全
英
女
子
オ
ー
プ
ン
で

優
勝
を
果
た
し
た
渋
野
日
向
子

選
手
に
つ
い
て
話
し
た
。
ど
ん

な
時
で
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
プ

レ
イ
す
る
姿
か
ら
現
地
で
「
ス

マ
イ
ル
シ
ン
デ
レ
ラ
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
、
よ
り
よ
い
学
校
に
す
る
た

め
の
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
１

つ
で
あ
る
「
ス
マ
イ
ル
」
と
関

連
さ
せ
、
児
童
・
生
徒
に
「
良

い
時
ば
か
り
で
な
く
、
つ
ら
い

時
や
失
敗
し
た
時
で
も
ス
マ
イ

ル
を
絶
や
さ
ず
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。
ま
た

「
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
す
る
授
業
に

つ
い
て
、
互
い
に
『
聴
く
』

『
伝
え
る
』
こ
と
を
一
生
懸
命

行
う
こ
と
で
学
び
合
い
、
高
め

合
え
る
集
団
づ
く
り
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
２
学
期
の
重

点
目
標
を
説
明
し
た
。

児
童
・
生
徒
代
表
の
ス
ピ
ー

チ
で
は
、
ま
ず
４
年
生
の
代
表

児
童
が
発
表
し
た
。
３
つ
の
目

標
の
１
つ
は
「
友
達
と
仲
良
く

す
る
こ
と
」
。
そ
の
た
め
に

「
勇
気
を
出
し
て
話
し
か
け
て
、

緊
張
せ
ず
に
相
手
の
名
前
を
聞

い
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。
続
い

て
８
年
生
の
代
表
生
徒
は
「
学

力
・
体
力
の
向
上
」
に
つ
い
て

目
標
を
力
強
く
語
っ
た
。
ま
た
、

「
１
日
１
日
を
大
切
に
無
駄
な

時
間
を
過
ご
さ
な
い
よ
う
」
に

「
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ

と
」
を
心
が
け
た
い
と
こ
れ
か

ら
の
生
活
の
抱
負
を
述
べ
た
。

全
校
児
童
・
生
徒
が
み
な
真

剣
な
眼
差
し
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

話
を
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
う

な
ず
き
な
が
ら
聞
い
て
い
た
。

日
本
人
学
校
ら
し
い
温
か
い
雰

囲
気
の
な
か
で
、
爽
や
か
に
新

学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

２
学
期
ス
タ
ー
ト

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

スキーキャンプ
早くも参加者を募集

NY育英学園

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
部
門
で
は
、
ウ
ィ
ン
タ

ー
ス
ク
ー
ル
活
動
と
し
て
毎
年

恒
例
の
日
帰
り
・
宿
泊
ス
キ
ー

キ
ャ
ン
プ
が
こ
の
冬
も
開
催
さ

れ
る
。
開
催
地
の
キ
ャ
メ
ル
バ

ッ
ク
ス
キ
ー
エ
リ
ア
ま
で
ス
ク

ー
ル
バ
ス
で
移
動
し
、
同
学
園

の
ス
タ
ッ
フ
が
日
本
語
で
ス
キ

ー
の
指
導
を
行
う
。
初
心
者
・

初
級
・
中
級
な
ど
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
ス
キ
ー
ブ
ー
ツ
の
履

き
方
か
ら
ボ
ー
ゲ
ン
の
滑
り
方

な
ど
日
本
語
で
指
導
す
る
。

宿
泊
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
４
日

間
を
通
し
て
日
本
の
家
庭
料
理

が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
も
人
気
。

夜
に
は
ビ
ン
ゴ
大
会
や
講
習
会

な
ど
が
行
わ
れ
る
。

開
催
日
程
は
日
帰
り
が
１
月

５
日
、
12
日
、
26
日
と

２
月

９
日
、
宿
泊
が
12
月
26
日
〜
29

日
、
２
月
17
日
〜
20
日
。
小
学

生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。
定
員
を
超

え
た
場
合
ウ
ェ
イ
テ
ィ
ン
グ
リ

ス
ト
で
受
け
付
け
る
。
レ
ン
タ

ル
や
送
迎
オ
プ
シ
ョ
ン
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
０

１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

afterN
J.nyikuei@

gm
ail.c

om

（
ス
キ
ー
担
当：

加
藤
義

隆
さ
ん
）
ま
で
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
高
松
さ
な
え
校
長
）
は
９

日
、
全
４
週
間
実
施
さ
れ
た
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
最
終
日
に
、

幼
児
・
小
学
部
合
同
の
夏
ま
つ

り
を
実
施
し
た
。
子
供
た
ち
は

華
や
か
な
浴
衣
や
甚
平
姿
で
参

加
し
、
お
囃
子
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流

れ
る
な
か
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

真
ん
中
で
日
本
の
夏
祭
り
の
雰

囲
気
を
味
わ
っ
た
。

会
場
に
は
塗
り
絵
の
お
面
や

砂
ボ
ト
ル
の
首
飾
り
、
ヨ
ー
ヨ

ー
、
焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
円

盤
投
げ
や
Ｕ
Ｆ
Ｏ
キ
ャ
ッ
チ
ャ

ー
の
ブ
ー
ス
な
ど
が
用
意
さ
れ

た
。
ブ
ー
ス
を
楽
し
ん
だ
後
は
、

子
供
た
ち
全
員
に
よ
る
「
エ
ビ

カ
ニ
ク
ス
音
頭
」
。
そ
の
後
、

舞
踏
家
の
逢
坂
由
佳
梨
さ
ん
が

徳
島
の
阿
波
踊
り
や
バ
レ
エ
、

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
な

ど
、
説
明
を
交
え
て
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
し
た
。

夏まつり実施
リセ・ケネディ日本人学校

週刊NY生活

協
賛：

米
国
ゼ
ブ
ラ
社

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
９
年
度
第
35

回
目
秋
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
の
締
め
切
り
は
次
の
通
り
。

第
１
回
選
考

作
品
発
表
９
月
21
日
号

締
め
切
り
９
月
13
日
（
金
）
必
着

第
２
回
選
考

作
品
発
表
10
月
12
日
号

締
め
切
り
10
月
３
日
（
木
）
必
着

●
幼
児
の
部

力
強
く
、
ゆ
っ
く
り
と
大
き
く
書
き
ま
し
ょ

う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

「
と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
」
を
き
ち
ん
と
書

き
表
し
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

上
手
に
書
く
よ
り
も
、
て
い
ね
い
に
書
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

正
し
い
字
は
正
し
い
書
き
順
に
よ
っ
て
書
き

表
せ
ま
す
。
書
き
順
の
確
認
を
。

●
中
学
の
部

小
さ
な
点
画
も
疎
か
に
せ
ず
、
字
の
中
心
を

揃
え
な
が
ら
書
く
よ
う
に
。

●
高
校
・
一
般
の
部

一
点
一
画
の
流
れ
、
強
弱
の
表
現
な
ど
に
気

を
配
り
ま
す
。

応

募

規

定

­
応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル
版
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（w

w
w

.nyseikatsu.com

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

学
年
／
年
齢
別
の
「
課
題
」
を
書
写
し
、
用
紙

の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
（
団
体
名
、
連
絡
先
等
）

を
記
入
。

作
品
の
送
付
は
、
応
募
締
め
切
り
期
日
ま
で
に

前
述
の
E
メ
ー
ル
（info@

nyseikatsu.com

）

へ
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
デ
ー
タ
を
送
る
か
、
郵
送
に

てN
Y

Seikatsu Press, Inc. 

硬
筆
書
写
コ
ン
ク

ー
ル
宛
、71 W

est 47th Street, #307, N
ew

Y
ork,N

Y
 10036

ま
で
、
現
物
か
コ
ピ
ー
を
お

送
り
く
だ
さ
い
。

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で
あ

る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き
ま
せ

ん
。原

則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応
募
に
限

定
。紙

面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大
賞
、

優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か
っ
た
団

体
（
学
校
・
教
室
単
位
）
に
団
体
賞
を
選
出
し
、

協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆
記
用
具
景
品

の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

首
都
圏
大
手
進
学
塾
早
稲
田

ア
カ
デ
ミ
ー
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

校
が
９
月
１
日
（
日
）
、
ウ
ェ

ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ハ
リ
ソ
ン

地
区
に
開
校
す
る
。
日
本
国
内

校
舎
に
準
じ
た
設
備
に
改
装

し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
教
材
を
連
動
さ
せ
、
模

擬
試
験
を
通
じ
て
世
界
中
の
早

稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に
通
う
生
徒

と
競
争
で
き
る
学
習
環
境
が
整

う
。
さ
ら
に
長
年
蓄
積
し
た
一

般
入
試
と
帰
国
入
試
の
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
保
護
者
会
や
進
路

指
導
も
行
う
。

開
校
に
あ
た
り
早
稲
田
ア
カ

デ
ミ
ー
国
際
部
で
帰
国
生
入
試

指
導
を
担
当
し
て
い
た
田
畑
康

氏
が
新
た
に
校
長
に
就
任
す

る
。
田
畑
氏
は
日
本
国
内
で
難

関
中
学
、
高
校
入
試
に
お
い
て

多
数
の
合
格
者
を
輩
出
し
た
実

績
の
ほ
か
に
、
海
外
に
お
い
て

も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ロ
ン
ド
ン

で
受
験
生
指
導
に
あ
た
り
、
高

い
合
格
実
績
を
残
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校
で
は
、
生

徒
・
保
護
者
を
対
象
と
し
た

「
新
規
開
校
説
明
会
」
を
９
月

８
日
（
日
）
に
開
催
し
、
早
稲

田
ア
カ
デ
ミ
ー
代
表
取
締
役
社

長
の
古
田
信
也
氏
に
よ
る
同
塾

の
「
合
格
力
」
に
つ
い
て
の
講

演
会
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
田
畑

氏
と
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ

ベ
ン
ト
紹
介
も
行
わ
れ
る
。

早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
校
（1600 H

arrison
A

v
e. 

S
u

ite
1

0
3

,
M

am
aron

eck
, 

N
Y

10543

）
で
は
小
学
部
が
午
前

10
時
と
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

中
学
部
は
午
前
11
時
30
分
と
午

後
３
時
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ

る
（
各
１
時
間
前
後
で
午
前
と

午
後
は
同
内
容
）
。
問
い
合
わ

せ
は
電
話
９
１
４
・
６
９
８
・

１
１
０
０
ま
で
。

古田社長田畑NY校長

早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校

９
月
１
日
ハ
リ
ソ
ン
に
開
校

開
校
説
明
会
９
月
８
日
に
開
催

http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
https://satoricollegeplanning.com/
https://www.zebrapen.com/
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keep someone posted

Ｑ

日
本
に
将
来
帰
国
予
定
で
す
。

２
０
２
０
年
度
か
ら
日
本
の
教
育

は
変
わ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
日

本
の
教
育
は
い
ま
ど
の
よ
う
に
進

ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

帰
国
生
の
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い

て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ①

日
本
の
教
育
の
目
指
す
方
向

20
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要
領

が
実
施
さ
れ
、
日
本
の
教
育
が
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
20
年
度
は
小

学
校
、
21
年
度
は
中
学
校
そ
し
て

22
年
度
は
高
等
学
校
と
順
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
教
科
書
は
学
習
指
導

要
領
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す

の
で
教
科
書
も
実
施
に
合
わ
せ
て

新
し
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
来

年
度
は
小
学
校
の
教
科
書
が
新
し

く
な
り
ま
す
。
新
し
い
学
習
指
導

要
領
に
示
さ
れ
た
内
容
は
海
外
で

過
ご
し
た
子
ど
も
達
に
は
追
い
風

に
な
る
教
育
の
方
向
で
す
。

新
し
く
日
本
の
教
育
が
目
指
す

方
向
は
次
の
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
見
す
え
て

教
育
に
よ
っ
て
育
む
べ
き
３
つ
の

資
質
・
能
力
、
す
な
わ
ち
「
知

識
・
技
能
」
「
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
」
「
学
び
に
向
か
う

力
・
人
間
性
等
」
が
示
さ
れ
、
豊

か
な
発
想
力
を
持
ち
、
自
分
で
行

動
で
き
、
し
か
も
優
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ス
キ
ル
を
も
っ

た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
人
材
を
育
て

る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
、

学
び
方
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
で
す
。
生
徒
が
能
動
的
に

考
え
・
表
現
す
る
学
び
で
「
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ

る
学
び
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

先
生
が
一
方
的
に
知
識
を
教
え
る

授
業
か
ら
生
徒
自
ら
課
題
を
見
つ

け
、
自
分
の
考
え
を
他
の
人
に
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
授
業

に
改
善
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
す
で

に
現
地
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
で
行
わ
れ
て
い
る
授

業
の
よ
う
に
日
本
の
授
業
も
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
海
外

で
生
徒
主
体
の
授
業
に
慣
れ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
は
違
和
感
無
く

受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

②

帰
国
生
の
受
け
入
れ
体
制

帰
国
生
と
は
、
日
本
国
外
で
教

育
を
受
け
、
帰
国
し
た
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
を
総
称
し
て
呼
び
、
日

本
人
学
校
・
現
地
校
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
ど
の
学

校
種
別
で
過
ご
し
て
も
区
別
は
あ

り
ま
せ
ん
。

現
在
、
海
外
の
学
校
で
学
ぶ
小

中
学
生
の
数
は
お
よ
そ
８
万
５
０

０
０
人
で
す
。
国
内
の
小
中
学
生

の
数
が
９
７
０
万
人
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
国
内
の
小
中
学
生

の
１
％
に
も
満
た
な
い
数
で
す
。

そ
の
た
め
、
海
外
で
異
文
化
を
体

験
し
、
積
極
性
と
自
分
の
意
見
を

持
ち
、
外
国
語
（
主
に
英
語
）
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に

付
け
た
子
ど
も
た
ち
は
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
の
中
で
と
て
も
貴
重
な
人

材
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
日
本
の
学
校
で
は
帰
国

生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
よ
う
と

い
う
方
向
に
進
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
は
小
中
高
の
年
代
だ
け
で
な
く

大
学
に
お
い
て
も
帰
国
枠
入
試
を

全
国
の
国
公
立
、
私
立
大
学
で
取

り
入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か

り
ま
す
。

中
高
の
段
階
で
は
、
帰
国
生
の

受
け
入
れ
タ
イ
プ
校
は
大
き
く
分

け
て
３
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

第
１
の
タ
イ
プ
は
、
積
極
的
に

帰
国
生
を
受
け
入
れ
、
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
を
進
め
る
タ
イ
プ
の
学
校

で
す
。
グ
ロ
ー
バ
教
育
を
進
め
る

上
で
海
外
体
験
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
を
中
核
に
し
た
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
帰
国
生
な
ら
で

は
の
特
性
を
生
か
し
、
英
語
で
授

業
を
お
こ
な
う
教
科
を
増
や
す
な

ど
将
来
国
内
外
で
活
躍
す
る
人
材

の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

第
２
の
タ
イ
プ
は
、
「
帰
国
生

枠
」
を
「
一
般
枠
」
と
は
別
に
設

け
て
帰
国
生
入
試
を
実
施
す
る
学

校
で
す
。
入
試
は
一
般
生
と
同
じ

日
に
、
同
じ
入
試
問
題
で
行
う
学

校
が
多
い
よ
う
で
す
。
帰
国
生
の

場
合
、
国
内
と
は
異
な
る
教
育
を

受
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
学
習
以

外
の
面
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

し
、
多
彩
な
能
力
を
身
に
付
け
て

い
る
帰
国
生
を
生
か
し
て
い
こ
う

と
い
う
学
校
で
す
。

第
３
の
タ
イ
プ
は
、
帰
国
生
を

特
別
扱
い
し
な
い
と
い
う
学
校
で

す
。
公
立
校
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の

タ
イ
プ
で
す
。
私
立
校
で
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
帰
国
生
を
受
け

入
れ
る
だ
け
で
、
入
学
後
は
国
内

生
と
同
じ
よ
う
に
扱
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
私
立
校
で
も
グ

ロ
ー
バ
ル
時
代
を
見
す
え
て
帰
国

枠
入
試
を
徐
々
に
増
や
す
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

③

最
後
に

海
外
で
培
っ
た
力
は
、
日
本
に

帰
国
後
も
必
ず
力
に
な
り
ま
す
。

帰
国
し
て
子
ど
も
た
ち
は
う
ま
く

日
本
の
学
校
に
適
応
で
き
る
だ
ろ

う
か
と
ご
心
配
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
教
育
を

す
で
に
先
取
り
し
て
学
ん
で
い
ま

す
の
で
、
現
在
の
学
校
で
頑
張
る

こ
と
が
、
帰
国
後
の
進
路
選
択
に

つ
な
が
り
ま
す
。
是
非
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
の
生
活
を
充
実
し
て
過
ご

し
て
く
だ
さ
い
。
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こ
の
作
品
は
、
五
匹
の
仔
犬

の
兄
弟
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、

も
う
ど
う
犬
ク
イ
ー
ル
の
物
語

で
す
。

こ
の
本
を
読
ん
で
、
も
う
ど

う
犬
は
、
い
ろ
ん
な
人
と
出
会

い
と
別
れ
を
く
り
返
し
て
一
生

を
送
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

一
九
八
六
年
六
月
、
ク
イ
ー

ル
は
水
戸
さ
ん
の
家
で
産
ま
れ

ま
し
た
。
水
戸
さ
ん
は
一
匹
で

も
も
う
ど
う
犬
に
し
た
い
と
決

心
し
、
選
ば
れ
た
ク
イ
ー
ル
は

パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
所
へ
行

く
事
に
な
り
ま
し
た
。
パ
ピ
ー

ウ
ォ
ー
カ
ー
と
は
、
仔
犬
の
愛

情
に
ふ
れ
、
人
間
が
信
用
で
き

る
相
手
で
あ
る
事
を
覚
え
さ
せ

て
あ
げ
る
大
切
な
人
々
で
す
。

ク
イ
ー
ル
と
別
れ
る
水
戸
さ
ん

は
つ
ら
い
思
い
を
し
た
と
思
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
赤
ち
ゃ
ん
の

時
か
ら
一
緒
に
生
活
し
た
の

に
、
は
な
れ
な
い
と
い
け
な
い

の
は
、
ま
る
で
自
分
の
家
族
と

別
れ
る
よ
う
だ
と
思
う
か
ら
で

す
。
悲
し
み
を
こ
ら
え
て
見
送

っ
た
所
に
感
動
し
ま
し
た
。

新
た
に
、
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ

ー
仁
井
さ
ん
の
所
で
暮
ら
す
事

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
八

ヶ
月
間
、
仁
井
さ
ん
と
一
緒
に

散
歩
を
し
た
り
、
庭
で
遊
ん
だ

り
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
別
れ

の
時
が
来
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

仁
井
さ
ん
が
悲
し
い
思
い
を
か

く
し
、
お
う
え
ん
し
な
が
ら
見

送
っ
て
い
た
の
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ぼ
く
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
犬
を
飼
っ
て

い
る
の
で
、
と
つ
ぜ
ん
よ
そ
に

行
か
な
い
と
い
け
な
い
と
想
像

し
た
ら
、
胸
が
い
た
ん
で
、
な

み
だ
が
止
ま
ら
な
い
と
思
う
か

ら
で
す
。

そ
の
後
、
ク
イ
ー
ル
の
も
う

ど
う
犬
に
な
る
た
め
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ぼ

く
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
つ
ら
い

と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
本
当
は

犬
た
ち
は
働
く
の
が
好
き
で
使

用
者
の
言
う
事
を
守
る
の
が
楽

し
い
と
知
り
、
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。
も
う
ど
う
犬
に
な
れ
る
犬

の
確
率
は
低
い
中
、
ク
イ
ー
ル

は
す
な
お
さ
や
マ
イ
ペ
ー
ス
な

性
格
を
生
か
し
て
、
も
う
ど
う

犬
に
な
っ
た
所
は
、
ク
イ
ー
ル

に
は
産
ま
れ
た
時
か
ら
才
能
が

あ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
使
用
者
の
わ
た
な

べ
さ
ん
の
所
へ
行
く
事
が
決
ま

っ
た
ク
イ
ー
ル
は
、
も
う
ど
う

犬
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
よ
う
や
く
も
う
ど
う
犬

と
し
て
働
く
事
が
で
き
る
ク
イ

ー
ル
は
、
と
び
き
り
う
れ
し
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
始
め
は
、

犬
ぎ
ら
い
だ
っ
た
わ
た
な
べ
さ

ん
に
、
「
人
間
ら
し
い
歩
き
方

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
」
と

言
わ
せ
ま
し
た
。
ク
イ
ー
ル
が
、

目
が
不
自
由
な
わ
た
な
べ
さ
ん

と
心
を
通
わ
せ
て
い
ろ
ん
な
所

へ
案
内
す
る
人
間
の
目
の
代
わ

り
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
二
年
間
働
き
ま
し

た
が
、
わ
た
な
べ
さ
ん
は
た
お

れ
て
し
ま
い
、
長
い
間
入
院
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
あ

る
日
、
わ
た
な
べ
さ
ん
は
ク
イ

ー
ル
に
会
い
に
行
き
、
最
後
の

力
を
ふ
り
し
ぼ
り
、
三
十
メ
ー

ト
ル
歩
き
ま
し
た
。
こ
の
出
来

事
は
わ
た
な
べ
さ
ん
が
亡
く
な

る
一
週
間
前
の
事
で
す
。
ぼ
く

は
二
人
が
再
会
で
き
て
お
た
が

い
な
つ
か
し
く
て
、
う
れ
し
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、

こ
の
シ
ー
ン
を
読
ん
で
、
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ク
イ
ー
ル
は
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ド
ッ
グ
と

し
て
学
校
に
行
き
、
も
う
ど
う

犬
の
仕
事
を
子
ど
も
た
ち
に
見

せ
て
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
あ
る
日
、
ク
イ
ー
ル
は
仁
井

さ
ん
を
見
つ
け
た
の
で
す
。
そ

の
シ
ー
ン
は
と
て
も
印
象
深
か

っ
た
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ず
っ

と
会
っ
て
い
な
く
て
も
覚
え
て

い
た
か
ら
で
す
。
一
緒
に
く
ら

し
始
め
た
二
人
は
、
と
び
き
り

こ
う
ふ
ん
し
て
、
思
い
出
深
い

時
間
を
過
ご
し
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。

し
か
し
、
年
を
と
っ
た
ク
イ

ー
ル
は
だ
ん
だ
ん
と
弱
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
仁
井
さ
ん
は

一
生
け
ん
命
愛
情
を
こ
め
て
か

ん
病
し
た
と
思
い
ま
す
。
残
念

な
が
ら
一
年
後
に
ク
イ
ー
ル
は

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ぼ
く
が
も
し
ク
イ
ー
ル
だ
っ
た

ら
、
も
っ
と
時
間
を
過
ご
し
た

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、

「
す
ご
く
が
ん
ば
っ
た
ね
、
き

っ
と
み
ん
な
も
感
し
ゃ
し
て
い

る
よ
。
」
と
言
っ
て
あ
げ
た
い

で
す
。

み
ん
な
の
た
め
に
努
力
し
て

働
く
も
う
ど
う
犬
は
、
友
達
で

も
あ
り
、
人
を
助
け
る
存
在
で

も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
っ
と
も
う
ど
う
犬
が

育
成
さ
れ
る
と
良
い
な
と
思
い

ま
す
。
　
（
滞
米
４
年
６
か
月
）

私
は
、
半
年
前
に
ア
メ
リ
カ

に
来
ま
し
た
。
初
め
て
現
地
校

に
行
っ
た
時
、
と
て
も
不
安
で

し
た
。
し
か
し
、
ク
ラ
ス
の
み

ん
な
は
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
話

し
か
け
て
く
れ
て
、
言
葉
は
分

か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
み
ん
な

が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
接
し
て
く

れ
る
と
分
か
り
、
と
て
も
良
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
の
外
で
も
全
く

知
ら
な
い
人
に
出
会
う
と
、
手

を
ふ
っ
て
く
れ
た
り
、
「
Ｈ
Ｉ
」

と
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
ま
す
。

私
は
こ
の
よ
う
な
場
面
に
日
々

出
会
っ
て
、
素
敵
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
人
は

友
達
に
な
れ
ば
と
て
も
親
切
に

し
て
く
れ
る
け
れ
ど
、
ま
だ
友

達
に
な
っ
て
い
な
い
他
人
に
は

あ
ま
り
関
心
が
な
い
と
思
い
ま

す
。日

本
に
い
た
時
、
学
校
に
ス

イ
ス
か
ら
女
の
子
が
来
ま
し

た
。
そ
の
女
の
子
と
同
じ
ク
ラ

ス
の
子
は
少
し
だ
け
声
を
か
け

て
い
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
人

の
子
の
よ
う
に
す
ご
く
フ
レ
ン

ド
リ
ー
で
気
軽
に
は
接
し
て
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
人
の
よ
う
な
、
他

人
に
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
、
積

極
的
に
関
わ
り
合
え
る
姿
勢
を

身
に
つ
け
た
い
で
す
。
そ
う
す

れ
ば
、
私
自
身
も
、
私
の
周
り

の
人
も
良
い
気
持
ち
に
な
る
と

思
う
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
一
人
一
人
が
意
識
す
れ
ば
、

日
本
も
今
よ
り
息
が
し
や
す
い

社
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
滞
米
６
か
月
）

□
　
　
□
　
　
□

「
ア
メ
リ
カ
人
と
接
し
て

学
ん
だ
こ
と
」

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

受
川
　
由
佳
子

わ
た
し
は
ず
っ
と
、
は
や
く

は
が
ぬ
け
て
ほ
し
い
な
、
と
お

も
っ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
が

い
っ
て
い
る
げ
ん
ち
校
で
は
、

学
校
で
は
が
ぬ
け
た
ら
は
を
い

れ
る
小
さ
い
ケ
ー
ス
を
も
ら
え

ま
す
。
そ
の
ケ
ー
ス
は
、
小
さ

な
宝
ば
こ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
も
え
ら
べ
ま
す
。
お
と
も

だ
ち
が
そ
の
宝
ば
こ
を
も
ら
っ

て
い
る
の
を
見
て
、
い
い
な
あ

と
お
も
っ
て
い
ま
し
た
。

な
つ
や
す
み
、
日
本
に
い
っ

た
と
き
、
つ
い
に
わ
た
し
の
は

が
ぐ
ら
ぐ
ら
し
ま
し
た
。
よ
る
、

お
か
あ
さ
ん
に
は
を
み
が
い
て

も
ら
っ
て
い
た
と
き
、
「
は
が

ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
い
る
よ
。
」
と

お
か
あ
さ
ん
が
い
い
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
の

で
、
わ
た
し
は
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

そ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
ぐ
ら
ぐ

ら
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、

し
ば
ら
く
ぬ
け
ま
せ
ん
で
し

た
。九

月
一
日
、
や
っ
と
は
が
ぬ

け
ま
し
た
。
ね
る
ま
え
、
な
に

も
た
べ
て
い
な
い
の
に
、
口
の

中
に
な
に
か
か
た
い
も
の
が
あ

る
、
と
お
も
っ
た
ら
、
は
で
し

た
。
わ
た
し
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
が
、
や
っ
と
ぬ
け
た
の
で

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、

お
う
ち
で
ぬ
け
た
の
で
宝
ば
こ

は
も
ら
え
な
く
て
ざ
ん
ね
ん
で

し
た
。

い
ま
ま
た
ち
が
う
は
が
ぐ
ら

ぐ
ら
し
て
い
ま
す
。
つ
ぎ
は
学

校
に
い
る
と
き
に
ぬ
け
て
ほ
し

い
な
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。

（
滞
米
２
年
５
か
月
）

□
　
　
□
　
　
□

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には

全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリ

カ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限

ります。●文字数＝1000字（400字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長2000字まで。●写真を

必ず添えて、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、保護者名、Eメールアドレスを明記のこと。

主催:ニューヨーク生活プレス社　後援:全日本空輸株式会社

●郵送先：NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn : Sakubun
71 West 47th Street #307, New York, NY 10036

「
も
う
ど
う
犬

ク
イ
ー
ル
の
一
生
」

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
小
５

堀
尾
　
暖

「はじめてはがぬけた」
ニューヨーク補習授業校Ｗ校小１

まき　みのり

夜
に
、
雪
が
し
ん
し
ん
と

ふ
り
ま
し
た
。
朝
に
な
っ
た

ら
チ
ャ
ー
リ
ー
と
に
わ
で
あ

そ
び
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
を
ポ

ー
ン
と
な
げ
た
ら
、
チ
ャ
ー

リ
ー
は
シ
ュ
ー
と
走
っ
て
い

き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
チ
ャ

ー
リ
ー
を
お
い
か
け
よ
う
と

し
た
け
れ
ど
、
ツ
ル
ー
ン
と

こ
ろ
び
ま
し
た
。
と
な
り
の

犬
が
ワ
ン
ワ
ン
と
ほ
え
て
い

ま
し
た
。
と
な
り
の
犬
は
、

チ
ャ
ー
リ
ー
が
あ
そ
ん
で
い

る
の
を
見
て
、
ク
ー
ン
と
鳴

き
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
に
、

チ
ャ
ー
リ
ー
は
じ
め
ん
に
が

り
が
り
と
あ
な
を
ほ
り
ま
し

た
。
つ
ぎ
に
、
家
に
入
っ
て

ほ
か
ほ
か
の
コ
コ
ア
を
の
み

ま
し
た
。
さ
む
く
て
手
が
じ

ん
じ
ん
し
た
け
れ
ど
、
チ
ャ

ー
リ
ー
と
あ
そ
ぶ
の
は
楽
し

か
っ
た
で
す
。

（
滞
米
５
年
11
か
月
）

これまで作文掲載者には掲載紙を１部郵送していましたが、2018年10月より郵送を中止させて頂き

ます。本紙デジタル版よりPDFをダウンロードして頂くようお願い致します。学校単位で応募、掲

載された方は学校に郵送された掲載紙を学校担当者よりお受け取り下さい。別途、掲載紙をご希望

の方は郵送料負担にて個別郵送致しますので編集部までご連絡下さい。

「
チ
ャ
ー
リ
ー
と
あ
そ
ぶ
」

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
２

稲
田
　
明
莉

■児童生徒作文のページ■

（記載学年は応募時のものです）

http://www.fly-ana.com/
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THE JAPAN VOICE"You should know more."
Mr. Michio Araki 80 years old 
“ I saw many displayed pictures
i n c l u d i n g
one showing
r e m a i n i n g
balus t rade
s h a d o w s
caused by
t h e r m a l
r a d i a t i o n ,
and another
of a human’s nuclear shadow on the
stone steps of a Sumitomo Bank. I
personally experienced the air raid in
Okayama; thinking that I may have
died if I took one wrong step is horrif-
ic. This event is a great opportunity to
listen to opinions of not only the
Japanese but also the foreigners. I
would like more Americans and local
Japanese people to know more about
the bombings.”

"Disarm all weapons."
Mr. Guillermo Silveira
60 years old
“The use of
n u c l e a r
weapons in
any fight is
very cow-
ardly, and it
should not
exist. All
countries should disarm not only
nuclear weapons but any weapons that
could do great harm. From time to
time, I dream of an event where all
the leaders and religions around the
world, along with their grandchildren,
releasing biodegradable balloons at
once to celebrate peace. As a musical
composer and an ambassador of
peace, I would like to keep promoting
world peace. “

"Peace with origami."
Ms. Toshiko Kobayashi
“I folded paper cranes for the atten-
dees of this event, hoping that it
would give
them peace.
The atomic
b o m b i n g s
should not, and
cannot be for-
gotten.”

"Memory of melted beer bottles. "
Mr. Hiroshi Takeshita
72 years old
“My mother experienced the atomic
bombing in Nagasaki, and I was born
two years later.
In third grade,
I remember
digging the
flower garden
of the
Nagasaki City
N i s h i z a k a
Elementary School and finding
deformed beer bottles that had melted
like chocolate. One of the displayed pic-
tures shows a little boy standing in front
of the cremation site. Looking at his
skinny body reminds me of how I grew
up like that too.”

"Tell the tragedy to the future."
Ms. Deborah Garcia
“Being a 9/11 widow, I share feelings
with the people with many losses
caused by the bombings in Hiroshima
and Nagasaki. It is important not only to
remember the tragedy but also to edu-
cate future generations about this topic.
We must also learn how to set our egos
aside, and to think about others.”

"The speach was so powerful."
Ms. Marsha Silvestri 
“The stories that the Hibakusha share
are disturbing,
yet very powerful
and moving.
Since not a lot of
the population
knows the whole
story of the atom-
ic bombings, I
hope that more
would become aware through these
kinds of opportunities.”

Heiwa Peace and Reconciliation
Foundation of New York Ltd.,
President and Founder Kenjitsu
Nakagaki, held the event 26th
Annual Interfaith Peace
Ceremony to Commemorate the
Hiroshima and Nagasaki Atomic
Bombings at Japan Society in the
evening of 5th. (see article on
page 1) At 7:15 PM, the exact
moment of the Hiroshima bomb-
ing, 8:15 AM Aug. 6th Japan
time, a bell for peace was rung.

This event was for Americans

and Japanese who wish a world peace no
matter their religion. Rev. Dr. T. Kenjitsu
Nakagaki started this event since he

retired from the New York Buddhist
Church.

H.E. Mr. Yasuhisa Kawamura,
Ambassador Extraordinary and
Plenipotentiary Deputy Permanent
Representative of Japan to the United
Nations, made a speech.

Hiroshima survivor Tomiko
Morimoto West shared her story and
the keynote address was presented by
Jonathan Granoff, President of the
Global Security Institute. The event
featured New York based Japanese
and American musicians and artists:
Toshiko Akiyoshi, jazz pianist, and
Lew Tabackin, saxophonist,
Brooklyn Interdenominational Choir;
Tenri Gagaku Music Society of New
York; Circle of Wind Boys & Girls
Choir; Eita, calligrapher/poet and
Dai, singer/guitarist; Fumiko Yamato
and Shizuno Nasu, Yamatomai
Japanese dancers and Yasunobu
Matsuo, pianist and composer.

And The Hiroshima and
Nagasaki A-bomb Photo Exhibition
was on display in the Japan Society
foyer. In the event, messages from the
Mayors of Hiroshima and Nagasaki
were read by representative from
association of local NYC Japanese
residents who originally hail from
Hiroshima and Nagasaki.
(Article and Photograph by Ryoichi

Miura/Translated by Chikako
Iwasaki)

Tetsuya Sato Takeshi Furumoto Tomiko West Morimoto

Voices of the Attendants

NO MORE 
NUCLER WEAPONS

Hiroshi Takeshita recalls his boyhood at the photo exhibit.

Article by Ai Omae
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EVENT
■第45回ハーレム・ウィーク2019＝24
日まで（135th St bet Malcom X Blvd &
St Nicholas Ave) ハーレムの文化、歴史、
音楽をを祝うイベント。期間中は野外
でのアートショーやパフォーマンス、
音楽、ストリートフェア、フィルム、
５Ｋマラソン、バスケットボールなど
のスポーツ試合、屋内でのコンサート
やファッションショーなど、100を超え
るイベントが予定されている。
詳細はhttps://harlemweek.com
■USオープン・テニス・チャンピオン
シップ＝26日〜9月8日まで National
Tennis Center（Corona Park Flushing
Meadows, Queens） Tel :  914-696-
7000  世界ランキングの一流選手たち
が約2週間の期間中、パワフルで華麗な
プレイを競う。　　
詳細はwww.USOpen.org
■ニューヨーク・ファッション・ウィ
ーク2020春夏シーズン＝9月6日〜14日
市内各所の特設会場　市内各所を会場
にランウェイを設置。世界中の注目デ
ザイナーたちが2019年春物新作コレク
ションを発表する。
詳細はhttp://nyfw.com/
■ビクトリアン・ガーデン＝9月8日ま
で　開園時間は曜日によって異なる
Wallman Rink (830 5th Ave) Tel:212-
982-2229  入場料：＄８.50（平日）
＄９.50（週末）乗物及びゲーム料金は
別途　夏季恒例、昔ながらのクラシッ
クな遊園地がセントラルパークの特設
会場に登場。乗り物やゲームが一杯で
家族みんなで楽しめる。
詳細はwww.victoriangardensnyc.com/
■ハドソン・リバー・パーク・イベン
ト2019＝9月28日まで 時間と場所はイ
ベントにより異なる（Hudson River
Parks全域） 入場無料　コンサートや子
供向けイベント、各種エクササイズ、
ヨガ、ダンス、ボート乗り、フィッシ
ング、フィルムなどが無料で楽しめる。
詳細はwww.hudsonriverpark.org

MUSIC
■ジャズモーバイル無料公演＝30日
(金)19:00〜21:00　Riverbank State
Park、Robert Frederick Smith Center for
the Performing Arts（679 Riverside
Drive. near 145th St. & Hadson river)

Jazzmobile主催。マンボの王様ティト・
プエンテへのトリビュート公演。ドラ
マーの平生喬士が所属するボビー・サ
ナブリア・ビッグ・バンドやオルガン
奏者の敦賀明子のバンドが出演する。
詳細はwww.jazzmobile.org
■ＭＥＴオペラ・サマー・ＨＤフェス
ティバル＝9月2日まで　時間は上映作
品によって異なる　Lincoln Center Plaza
(70 Lincoln Center Plaza ) Tel:212-362-
6000　入場無料（先着順　過去に上映
されたオペラのＨＤ放映をアンコール
として上映する。上映作品は、24日ベ
ルディ作「アイーダ」、25日ビゼーの

「カルメン」、26はワグナー作「ライン
の黄金」、27日プーランクの「カルメル
派の修道女の対話」、28日サン・サーン
スのの「サムソンとデリラ」、29日マス
ネー作「シンデレラ」、30日プッチーニ
作「西部の娘」、31日ドニゼッテイ作

「連隊の娘」、9月1日ベルディ作の「ル
イサ・ミラー」、そして最後の2日はチ
レア作「アドリアーナ・ルクブルール」。
詳細はhttp://www.metopera.org
■ブルーノート＝9月8日まで 20:00、
22:30　料金はアーティストによって異
な る 　 Blue Note（ 131 W. 3rd St）
Tel:212-475-8592 出演：〜25日エデ
ィ・パルミエリ／26日、27日シーマ・
ファンク／28日〜9月1日テーク6／2日
ディジー・ギレスビー・アフロ・ラテ
ン・エクスペリエンス／3日〜8日モン
ティ・アレクサンダー
詳細はwww.bluenote.net/
■ジョーンズビーチ・コンサート
2019＝9月14日まで　時間と料金はア
ーティストによって異なる Jones Beach
Theater（Wantagh N.Y.）Tel: 800-279-
4444　出演：24日ザック・ブラウンほ
か／25日サンタナ、ドゥービー・ブラ
ザーズ／29日ブッシュほか／30日ブラ
ッド・ペーズリーほか／31日ブレーキ
ング・ベンジャミンほか／9月6日ジェ
ーソン・アルデンほか／11日ミーク・
ミル・アンド・フューチュアーほか／
14日ゲーム・オブ・スローンズ・ライ
ブ　　　詳細はwww.jonesbeach.com

DANCE&THEATER
■セントラルパーク・サマーステー
ジ＝9月24日まで　時間や場所は公演に
よって異なる（市内各公園）入場無料
30年以上続くサマーイベント。音楽、
ダンス、サーカス、アクロバット、子
供や家族向けプログラムなどのパフォ
ーミングアーツを無料で体験できる。
詳細はwww.summerstage.org/

ART
■キャンプ・ファッション展＝9月8日
まで　Metropolitan Museum of Art (1000
Fifth Ave) Tel:212-535-7710 入場料：
＄25（大人）、＄17（シニア）、＄12

（学生）12歳未満無料（NY州居住者お
よびNJ、NJ,CT州の学生は任意額、要IC
提示）今年はスーザン・ソンタグ（故
人）が執筆した「キャンプについての
ノート」に着想を得て、大袈裟で行き
過ぎたファッションを集めて展示中。
デザイン分野でも多彩な才能を輩出し
てきたゲイカルチャーを含め、ファッ
ションは色彩やプリント、パターン、
素材、シルエット、装飾といった多様
な要素を用いて美意識を誇張表現して
きた。楽しいお祭りのような展示。　　
詳細はwww.metmuseum.org
■ホイットニー・ビエンナーレ＝9月22
日まで　Whitney Museum of American
Art (99 Gansevoort St. ) Tel: 212-570-
3600 ＄25（大人）、＄18（シニア・学
生）18歳未満は無料　アメリカ美術に
特化した同館が２年に一度行うアート
界の最先端を紹介する特別展。今回は
絵画、彫刻、インスタレーション、映
像、写真、音響など75人の作品が並ぶ。
詳細はwww.whitney.org
■プレイ・イット・ラウド／ロック
ン・ロールの楽器＝ 10月 1日 ま で
Metropolitan Museum of Art (1000 Fifth
Ave) Tel：212-535-7710　入場料：上
記を参照　ロックミュージシャンの愛
用楽器を集めて展示。ボブ・ディラン、
エルビス・プレスリー、ブルース・ス
プリングスティーン、ジョン・レノン
などの80人以上のアーティストが愛用
した楽器が並ぶ。「ロックの殿堂」との
共催。　
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で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

聴
け
ま
す

45
回
転
の
名
盤

408

ヴ
ィ
ー
ナ
ス

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
・
ブ
ル
ー

YouTubeで聴く

得
。
フ
ォ
ー
ク
・
ロ
ッ
ク
、

サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
・
ロ
ッ
ク

な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
１
９
７

０
年
年
間
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は

第
22
位
。
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
・

ブ
ル
ー
最
大
の
ヒ
ッ
ト
曲
。

詳細はhttps://metmuseum.org
■ティファニーのガラスの虹色合い展＝
10月6日まで　Queens Museum (New
York City Bldg. Flushing Meadows Corona
Park) Tel:718-592-9700 入場料：＄8（大
人）、＄4（シニア）18歳未満無料　米国
でのステンドグラス製作で第一人者とし
て名を残すルイス・C・ティファニー。
その最大の収集家であったノイシュタッ
ト夫妻の膨大なコレクションから展示。
フランスでアールヌーボーに触発された
ティファニーが古いヨーロッパの技法を
再現しデザインとカラフルな色彩を加味
して創り出したガラスに魅了される。　
詳細はhttps://queensmuseum.org
■T・レックス／究極の捕食者＝2020年
8月9日まで　American Museum of
Natuaral History（200　Central Park
West）Tel：212-769-5100　入場料：
＄28　＄22.50（学生・シニア）＄16.50

（２歳〜12歳）創立150年を迎える同館の
記念展。T・レックスの孵化から成長ま
での等身大モデルをはじめ、バーチャル
リアリティーなど生態系を科学的に分析
した展示。　詳細はwww.amnh.org
■エピック・アブストラクション／ポロ
ックからヘレラまで＝終了期日未定
Metropolitan Museum of Art (1000 Fifth
Ave) Tel：212-535-7710 入場料：$25、
$12（学生）、$17（シニア）、12歳以下
は無料　1940年代から現代にいたる抽象
絵画、彫刻、ドローイングなど、同館所
蔵のポロックをはじめ日本人の作品など
約50点を展示。
詳細はhttps://metmuseum.org

「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」

（V
enus

）
は
、
オ
ラ

ン
ダ
の
ロ
ッ
ク
グ
ル
ー

プ
・
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
・

ブ
ル
ー
が
１
９
６
９
年

に
リ
リ
ー
ス
し
た
シ
ン

グ
ル
。
ビ
ル
ボ
ー
ド
誌

の
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
１
０
０
」

で
は
、
１
９
７
０
年
２

月
７
日
に
、
週
間
ラ
ン

キ
ン
グ
第
１
位
を
獲

い
く
ら
気
に
入
っ
た
コ
ー
デ

ュ
ロ
イ
で
も
、
幻
で
終
わ
っ
て

は
意
味
が
な
い
。

「
ア
イ
ビ
ー
・
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
」
今
年
の
秋
冬
用
と
し
て
取

り
上
げ
た
中
コ
ー
ル
は
イ
タ
リ

ア
生
ま
れ
。「
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ

Ｖ
Ｉ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
社
」
製
。
な
に

よ
り
色
の
美
し
さ
に
ひ
と
目
ぼ

れ
。
秋
の
森
に
溶
け
こ
む

よ
う
な
深
い
グ
リ
ー
ン
。

わ
た
し
は
こ
の
愛
す
べ
き

コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
の
色
に
「
デ
ィ

ー
プ
・
オ
リ
ー
ブ
」
と
命
名
し

た
。１

イ
ン
チ
（
約
２
・
５
セ
ン

チ
）
に
５
ｗ
Ａ
Ｌ
Ｅ
の
デ
ィ
ー

プ
・
オ
リ
ー
ブ
で
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
仕
立
て
た
。
ス
タ
イ
ル
は
お

約
束
、
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・

ア
イ
ビ
ー
・
リ
ー
グ
・
モ
デ

ル
。
３
つ

ボ
タ
ン
上

２
つ
掛
け

の
モ
デ
ル

で
は
ボ
タ

ン
が
意
外

に
目
立
つ
。

あ
れ
こ
れ

迷
っ
た
が
、

１
９
６
０

年

代

風

、

革
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
ボ
タ
ン
に

決
め
た
。

さ
て
、
こ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
て
ど
こ
へ
行
く
？
　
あ
ま
り

お
し
ゃ
れ
っ
ぽ
く
決
め
な
い

で
、
も
う
何
年
も
着
続
け
て
い

る
の
サ
、
と
い
っ
た
「
さ
り
げ

な
い
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
よ

ろ
し
い
か
と
…
…
。

（
お
わ
り
）

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

287：ディープ・オリーブのジャケット

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
ジ

ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
し
て
活
動
す

る
大
江
千
里
が
９
月
20
日
（
金
）

に
世
界
発
売
さ
れ
る
ジ
ャ
ズ
・

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ル
バ
ム
６
作
目

『H
m

m
m

』
に
先
駆
け
て
、

９
月
８
日
（
日
）
午
後
７
時
か

ら
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
シ
ア
タ
ー

（
西
44
丁
目
３
１
５
番
地
）
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
。

同
ア
ル
バ
ム
は
、
大
江
自
身

初
と
な
る
ド
ラ
ム
を
入
れ
た
編

成
で
、
ド
ラ
マ
ー
の
ア
リ
・
ホ

ー
ニ
グ
と
ベ
ー
シ
ス
ト
の
マ
ッ

ト
・
ク
ロ
ー
ジ
ー
を
迎
え
、
ピ

ア

ノ

ソ

ロ

３

曲

の

ほ

か

「O
rangeD

esert

」
「B

ikini

」

「Indoor
V

oices

」
な
ど
オ

リ
ジ
ナ
ル
全
９
曲
を
収
録
。
同

メ
ン
バ
ー
を
従
え
ア
ル
バ
ム
リ

リ
ー
ス
ラ
イ
ブ
と
し
て
開
催
す

る
。

大
江
さ
ん
の
話
「
つ
い
に
ト

リ
オ
で
ア
ル
バ
ム
作
り
ま
し

た
。
お
ま
け
に
プ
レ
ミ
ア
シ
ョ

ー
や
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ

聴
い
て
頂
き
た
い
で
す
。
バ
ー

ド
ラ
ン
ド
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
」
。

い
ま
か
ら
そ
の
熱
い
思
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
ス
テ
ー
ジ
を
期

待
さ
せ
る
。
カ
バ
ー
チ
ャ
ー
ジ

は
テ
ー
ブ
ル
が
30
ド
ル
、
バ
ー

が
20
ド
ル
。
予
約
は
電
話
２
１

２
・
５
８
１
・
３
０
８
０
、
ま

た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
可
能
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.B

irdlan
dJazz.com

を
参
照
。

アルバム6作目20日に世界発売

「Hmmm」大江千里
9月8日バードランドで

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
美
術

家
協
会
（
飯
塚
国
雄
会
長
）
は

９
月
４
日
（
水
）
か
ら
17
日

（
火
）
ま
で
、
天
理
文
化
協
会

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
13
丁
目
43
Ａ

番
地
）
で
第
47
回
年
次
展
覧
会

を
開
催
す
る
。

出
品
者
は
、
飯
塚
国
雄
、
松

田
常
葉
、
越
光
桂
子
、
青
柳
愛

子
、
藤
木
イ
サ
ク
、
藤
原
未
佳

子
、
古
川
文
香
、
竹
下
ヒ
ロ
、

T
O

SH
IK

O

、
遊
真
あ
つ
こ
、

Y
U

K
A

K
O

、
阿
井
次
郎
、
林

幸
江
、
石
田
純
一
郎
、
金
美
貞
、

柏
木
文
子
、
松
村
ナ
ツ
コ
、
三

浦
良
一
、
長
倉
一
美
、
西
森
ま

こ
、
小
野
田
昌
子
、
ロ
ス
郁
子
、

渡

嘉

敷

亨

、M
asah

iro
Y

oshida

の
現
会
員
24
人
。
会

場
で
は
、
２
０
１
１
年
の
東
日

本
大
震
災
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
用
小
作
品
も
２
０
０
ド
ル

以
下
で
展
示
販
売
し
、
収
益
金

（
作
品
価
格
の
50
％
）
は
ジ
ャ

パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
基
金

に
寄
付
さ
れ
る
。
ま
た
、
優
秀

作
品
２
点
に
は
「
マ
ッ
ク
ス
・

ブ
レ
ッ
チ
ャ
ー
Ｊ
Ｒ
賞
」
な
ら

び
に
「
末
村
敬
三
賞
」
の
２
賞

が
贈
ら
れ
る
。

Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ
年
次
展
覧
会

絵
画
作
品
24
人
参
加

天理文化協会ギャラリーで

9月６日レセプション

Photo by Tracey Ketcher

http://op-ed.jp
http://jweeklyusa.com
http://shirt.co.jp/sakasamegane/
https://www.youtube.com/watch?v=bxHdnQZIOCk
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原
作
は
マ
リ
ア
・
セ
ン
プ
ル

著
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ

紙
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
。
キ
ャ

リ
ア
と
名
声
を
捨
て
て
主
婦
と

し
て
暮
ら
し
て
き
た
建
築
家
が

人
生
の
壁
に
ぶ
ち
当
た
る
。
舞

台
と
な
る
シ
ア
ト
ル
の
フ
リ
ー

ス
ピ
リ
ッ
ト
雰
囲
気
と
主
人
公

キ
ャ
ラ
が
妙
に
マ
ッ
チ
す
る
コ

メ
デ
ィ
ー
だ
。

大
の
人
嫌
い
、
と
い
う
か
人

付
き
合
い
を
極
端
に
嫌
う
。
誤

解
さ
れ
や
す
く
、
そ
れ
が
近
隣

住
民
と
の
も
め
事
を
引
き
起
こ

す
。
不
満
と
ス
ト
レ
ス
が
ど
こ

か
ら
来
る
の
か
、
解
決
す
る
方

法
は
何
か
、
周
り
を
巻
き
込
み

な
が
ら
主
人
公
バ
ー
ナ
デ
ッ
ト

は
地
球
の
端
っ
こ
に
逃
げ
て
い

く
。脚

本
・
監
督
は
「
ボ
ー
イ
フ

ッ
ド
」
（
２
０
１
４
年
）
で
第

64
回
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
監

督
賞
を
受
賞
し
た
リ
チ
ャ
ー

ド
・
リ
ン
ク
レ
ー
タ
ー
。
翔
ん

で
る
バ
ー
ナ
デ
ッ
ト
に
は
「
ブ

ル
ー
ジ
ャ
ス
ミ
ン
」
（
13
年
）

で
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
、
英
国
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
を
含
む
数
々
の
賞
を

受
賞
し
て
い
る
ケ
イ
ト
・
ブ
ラ

ン
シ
ェ
ッ
ト
。
ビ
リ
ー
・
ク
ラ

ダ
ッ
プ
、
ク
リ
ス
テ
ン
・
ウ
ィ

グ
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
フ
ィ
ッ
シ

ュ
バ
ー
ン
ら
個
性
豊
か
な
俳
優

陣
で
脇
を
固
め
て
い
る
。

バ
ー
ナ
デ
ッ
ト
の
世
界
に
入

れ
る
人
間
は
夫
エ
ル
ジ
ン
（
ク

ラ
ダ
ッ
プ
）
と
15
歳
の
娘
ビ
ー

（
エ
マ
・
ネ
ル
ソ
ン
）
だ
け
だ
。

彼
女
に
は
買
い
物
や
サ
ー
ビ
ス

発
注
な
ど
の
一
切
を
頼
め
る
パ

ー
ソ
ナ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
い

る
。
リ
モ
ー
ト
で
指
示
を
出
し
、

た
ま
に
バ
ー
ナ
デ
ッ
ト
の
愚
痴

も
聞
い
て
く
れ
る
便
利
で
信
頼

の
お
け
る
マ
ン
ジ
ュ
ラ
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
電
話
か
メ

ー
ル
で
バ
ー
ナ
デ
ッ
ト
が
苦
手

な
対
面
を
必
要
と
し
な
い
。
し

か
も
マ
ン
ジ
ュ
ラ
は
遠
く
離
れ

た
イ
ン
ド
に
い
て
、
絶
対
安
心

の
距
離
感
も
あ
る
。

そ
の
マ
ン
ジ
ュ
ラ
が
実
は
ロ

シ
ア
詐
欺
組
織
の
フ
ロ
ン
ト
一

味
で
Ｆ
Ｂ
Ｉ
が
バ
ー
ナ
デ
ッ
ト

の
と
こ
ろ
へ
も
捜
査
に
来
る
。

近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
心
の
奥

に
あ
る
喪
失
感
な
ど
で
最
近
の

自
分
の
精
神
衛
生
が
危
な
い
域

に
達
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ

た
バ
ー
ナ
デ
ッ
ト
は
マ
ン
ジ
ュ

ラ
事
件
を
機
に
蒸
発
し
て
し
ま

う
。
彼
女
が
向
か
っ
た
の
は
南

極
だ
っ
た
。
自
分
の
夢
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
ぶ
つ
け
ら
れ
る
も
の

を
探
し
に
。

原
作
は
登
場
人
物
ら
の
手

紙
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

な
ど
で
物
語
が
構
成
さ
れ
て
い

る
。
映
画
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
ま
っ
て
い
る
が
読
み
手
が
想

像
力
を
駆
使
し
て
ビ
ビ
ッ
ド
な

物
語
を
紡
い
で
い
く
本
独
特
の

エ
ッ
セ
ン
ス
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化

の
過
程
で
少
々
薄
ま
っ
て
し
ま

っ
た
の
が
残
念
。
１
時
間
54
分
。

Ｐ
Ｇ-

13
。
　
　
　
　
　
　
（
明
）

自
分
の
夢
は
ど
こ
に
あ
る

動
画
予
告
編
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■

Regal E-Walk Stadium 13 & RPX

247 W. 42nd St.

AMC Empire 25

234 West 42nd St.

AMC Loews 34th Street 14

312 W. 34th St. 

Where’d You Go,

Bernadette

自宅から逃げ出してしまったバーナデット（ブランシェット）

Photo : W
ilson W

ebb / Annapurna Pictures

今
年
で
第
12
回
目
と
な
る
風

の
環
コ
ン
サ
ー
ト
が
９
月
11
日

（
水
）
午
後
６
時
30
分
か
ら
、

カ
ウ
フ
マ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
の
メ
ル
キ
ン
・
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
（
西
67
丁
目
１

２
９
番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。

主
催
は9.11 C

ircle
W

in
d

M
em

orial
C

on
cert, N

P
O

under
IR

S
501(c)(3)

。

今
回
は
世
界
的
に
活
躍
す
る

ソ
プ
ラ
ノ
の
田
村
麻
子
が
出
演

す
る
。
田
村
は
１
９
９
９
年
の

渡
米
以
来
、
欧
米
各
地
の
数
々

の
歌
劇
場
で
主
役
を
務
め
る
な

ど
精
力
的
に
活
動
し
て
き
た
。

先
月
は
東
京
の
浜
離
宮
朝
日
ホ

ー
ル
で
海
外
デ
ビ
ュ
ー
20
周
年

記
念
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
っ
た
。

田
村
麻
子
と
言
え
ば
数
々
の
著

名
な
作
曲
家
の
ア
ベ
マ
リ
ア
を

そ
の
抜
群
の
歌
唱
力
で
歌
い
こ

な
す
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

が
、
今
回
の
風
の
環
コ
ン
サ
ー

ト
で
も
カ
ッ
チ
ー
ニ
や
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
の
ア
ベ
マ
リ
ア
な
ど
数

曲
を
披
露
す
る
予
定
で
、
同
コ

ン
サ
ー
ト
の
ホ
ス
ト
役
で
あ
る

ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ー
ラ
ル
・
ハ
ー

モ
ニ
ー
「
と
も
」
と
共
演
す
る
。

風
の
環
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
毎

年
被
災
地
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
招
待
し
て
お
り
、
今
年
は
東

日
本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害

に
あ
っ
た
東
松
島
か
ら
男
声
４

人

組

の

カ

ル

テ

ッ

ト

「
ハ
ラ
ハ
ラ

シ

ン

ガ

ー

ズ

」

が

出

演

す

る

。

宮

城

県

内

の

イ

ベ

ン

ト

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

福

島

県

飯

舘

村

や

中

越

地

震

の

時

に

は

山

古

志

村

を

訪

問

す

る

な

ど

日

本

各

地

で

演

奏

し

て

い
る
。
海
外
で
の
演
奏
は
今
回

が
初
め
て
。

ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
で
、
特
に
シ
ョ
パ

ン
の
名
曲
を
繊
細
な
タ
ッ
チ
で

弾
く
実
力
派
と
し
て
将
来
を
期

待
さ
れ
る
三
原
有
利
加
さ
ん
が

今
回
風
の
環
コ
ン
サ
ー
ト
デ
ビ

ュ
ー
を
果
た
す
。
さ
ら
に
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
す

る
プ
ロ
の
若
手
弦
楽
演
奏
家
た

ち
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
「
風
の

環
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
が
今

年
も
登
場
し
ク
ラ
シ
ッ
ク
だ
け

で
な
く
タ
ン
ゴ
の
名
曲
を
披
露

す
る
。

ホ
ス
ト
は
例
年
通
り
、
ジ
ャ

パ
ン
・
コ
ー
ラ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ

ー
「
と
も
」
と
風
の
環
少
年
少

女
合
唱
団
。
Ｍ
Ｃ
は
昨
年
に
続

い
て
ト
ン
プ
ソ
ン
・
ロ
イ
タ
ー

通
信
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
映

画
監
督
と
し
て
も
知
ら
れ
る
我

謝
京
子
さ
ん
が
務
め
る
。
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
と
し
て
集
ま
っ
た
寄

付
金
は
被
災
者
の
子
供
の
視
線

で
復
興
の
状
況
を
伝
え
る
「
石

巻
日
々
こ
ど
も
新
聞
」
に
贈
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

入
場
料
は
10
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
は
劇
場
窓
口
、
電
話
２
１

２
・
５
０
１
・
３
３
３
０
、
ま

た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
購
入
で

き
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
０

１
・
２
６
４
・
５
８
２
５
、
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ルm

ik
esh

iro-
ta1

2
5

@
g

m
ail.com

ま
で
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.jch-tom

o.org

、
も
し

く

は

w
w

w
.kaufm

anM
usicC

en
ter.org

を
参
照
。

第
12
回
風
の
環
コ
ン
サ
ー
ト

ソ
プ
ラ
ノ
の
田
村
麻
子
が
ゲ
ス
ト
に

被
災
地
東
松
島
か
ら
ハ
ラ
ハ
ラ
シ
ン
ガ
ー
ズ

9月11日NY公演
カウフマン音楽センターで

http://www.easeny.com/
http://myriverside.net/home
http://www.ojfd.com
https://drahnent.com/
https://www.bernadette.film/videos/


（27）　［総　合］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（令和元年）8月24日（土）

ローカル

スクランブル

Brooklyn

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ブ
ッ
シ
ュ

ウ
ィ
ッ
ク
に
あ
る
ア
ー
ト
ス
ペ

ー

スS
y
n
esth

esia

（4
7

T
ham

es
St

#
306

）
で
９
月

４
日
（
水
）
ま
で
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

ア
ー
ト
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
Ａ
Ｓ
Ｐ

（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
サ
ポ
ー

ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
に
よ
る

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
展
覧
会
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｐ
は
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル

タ
在
住
の
日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
横
内
健
太
郎
が
主
宰
す
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
ラ
ン
・
ス
ペ
ー

ス
で
、
日
本
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
交
流

の
場
と
し
て
、
レ
ジ
デ
ン
ツ
施

設
や
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
映
像
、
映
画
、

写
真
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
、
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
現
在
の
社

会
状
況
を
反
映
し
た
作
品
に
加

え
、
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
街

や
美
術
を
取
り
巻
く
環
境
、
Ａ

Ｓ
Ｐ
の
活
動
な
ど
を
写
真
や
テ

キ
ス
ト
で
紹
介
す
る
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

https://aspparangtritis.w
eebly

.com
/

を
参
照
。

薔
薇
の
作
家
、
小
春
の
展
覧

会
が
９
月
４
日
（
水
）
か
ら
25

日
（
水
）
ま
で
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
マ
ッ
ク
ス
・
ソ
ー
ホ
ー

（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
５
５
２
番

地
４
０
１
号
、
入
り
口
ブ
ザ
ー

＃
９
）
で
開
催
さ
れ
る
。

小
春
は
50
歳
か
ら
本
格
的
な

創
作
活
動
を
開
始
し
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
上
海
を
拠
点
に
版
画

作
品
を
制
作
。
今
回
展
示
す
る

初
期
ラ
ト
ビ
ア
作
品
は
「
１
０

０
万
本
の
薔
薇
」
の
作
曲
者
と

の
出
会
い
か
ら
生
ま
れ
、
モ
ノ

タ
イ
プ
と
い
う
版
画
の
技
法
を

使
い
な
が
ら
、
心
の
薔
薇
園
を

使
っ
て
湧
き
出
る
感
情
を
１
点

作
品
と
し
て
追
求
し
た
も
の
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
火

〜
金
曜
の
午
前
11
時
か
ら
午
後

６
時
、
土
曜
は
ア
ポ
イ
ン
ト
メ

ン
ト
の
み
。
日
・
月
曜
は
休
廊
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

は
９
月
４
日
（
水
）
午
後
６
時

か
ら
８
時
ま
で
。
問
い
合
わ
せ

は
電
話
２
１
２
・
９
２
５
・
７

０
１
７
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ

イ

ト

g
allery

m
ax

soh
o.com

を

参
照
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
系
人
家
族

会
（
Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
）
は
９
月
１

日
（
日
）
午
前
11
時
か
ら
午
後

１
時
30
分
ま
で
、
プ
ロ
ス
ペ
ク

ト
パ
ー
ク
の
テ
ニ
ス
ハ
ウ
ス
・

サ
ウ
ス
周
辺
の
芝
生
で
夏
祭
り

を
開
催
す
る
。

ヨ
ー
ヨ
ー
、
く
じ
、
金
魚
す

く
い
、
な
げ
わ
、
ミ
ニ
盆
踊
り
、

カ
キ
氷
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
用

意
。
ス
イ
カ
割
り
や
盆
踊
り
も

行
わ
れ
る
。
当
日
は
チ
ケ
ッ
ト

制
で
、
受
付
時
に
食
事
チ
ケ
ッ

ト
（
１
人
１
枚
）
と
出
店
チ
ケ

ッ
ト
（
子
供
１
人
に
つ
き
５
枚
）

を
受
け
取
る
。
浴
衣
や
甚
平
な

ど
の
和
装
で
来
場
す
る
と
出
店

チ
ケ
ッ
ト
を
１
枚
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
飲
み
物
と
敷
物
は
要
持
参
。

定
員
は
子
供
１
０
０
人
（
先
着

制
）
。
雨
天
の
場
合
は
当
日
午

前
８
時
ま
で
に
参
加
者
へ
Ｅ
メ

ー
ル
通
知
さ
れ
る
。

入
場
料
は
１
家
族
15
ド
ル
。

当
日
券
は
20
ド
ル
。
問
い
合
わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ル

event@
bjafa.org

（
夏
祭
り

実
行
委
員
会
）
ま
で
。
参
加
申

し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トh
ttp://b

jafa.org
/n

at-
sum

atsuriform
/

を
参
照
。

夏
祭
り
を
開
催

９
月
１
日
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
系
人
家
族
会

美しい砂の芸術

サンドアート

無料体験講座JAAで

サ
ン
ド
ア
ー
ト
の
無
料
体
験

レ
ッ
ス
ン
「
サ
ン
ド
ペ
イ
ン
テ

ィ
ン
グ
講
座
」
が
９
月
15
日

（
日
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
12

時
30
分
ま
で
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会

館
（
Ｊ
Ａ
Ａ
、
西
45
丁
目
49
番

地
11
階
）
で
開
催
さ
れ
る
。

（
主
催：

サ
ン
ド
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
協
会
）
講
師
は
金
子
清
さ

ん
。
対
象
は
レ
ッ
ス
ン
開
始
か

ら
終
了
ま
で
を
通
し
て
受
講
で

き
る
18
歳
以
上
の
人
。
定
員
は

先
着
30
人
。

参
加
無
料
。
問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
は
電
話
２
１
２
・
８

４
０
・
６
９
４
２
、
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ルinfo@

jaany

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら

芸
術
サ
ポ
ー
ト
展
開
催

薔
薇
の
作
家
、
小
春
　
９
月
４
日
か
ら

心
の
花
園
湧
き
出
る
情
感

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
マ
ッ
ク
ス
・
ソ
ー
ホ
ー

本紙は来週の発行を

お休みさせていただきます。

次回の発行は9/5(木)配達の

2019年9/7号です。

お楽しみに！

週刊ＮＹ生活

http://hinomaru-limo.com
https://www.mtckitchen.com
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
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http://www.taichirealty.com
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